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語学科目（ 年次生以降対象）

語学科目について 

学科別履修指定言語 

英語 

初習言語（全般） 

ドイツ語，フランス語，イスパニア語，イタリア語，中国語，コリア語 

ロシア語，（ブラジル）ポルトガル語 

ラテン語 

アジア・アフリカ諸語 

履修科目対応表 

日本語・翻訳科目 

海外短期語学講座 

交換留学海外英語集中講座 

開講科目担当表
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語 学 科 目 に つ い て

〔言語教育研究センターカリキュラム・ポリシー〕

独仏英と日本のイエズス会員によって設立された上智大学は創設当初から強い国際性をもった大学であり，外国語教育

を重視してきました。世界がグローバル化し，複数言語や文化を尊重し，社会で共存していく多言語・多文化主義が当然

となった現在でも，その伝統を受け継いでいます。言語教育研究センターでは，一人一人が複数の言語を使う複言語主義

の考えに則りつつ，英語，日本語，ヨーロッパ諸語，アジア・アフリカ諸語など多数の外国語科目を開講することで大学

のグローバル化を推進し，全学の学生が以下に掲げる つの能力や知識を身につけることを目指しています。

）グローバル化，多様化の進む世界の中で活躍していくために必要な外国語の運用能力

）外国語を使って自らの考えを論理的に構成し，発表し，更に議論できる素地

）複言語主義に基づいたさまざまな言語と文化に対する理解

この目標を実現するために英語，初習言語，日本語のそれぞれで以下のようなカリキュラムを設定しています。

【英語】 年次の必修科目 （ ） では，内容言語統合型学習（ ）の手法を取り入

れています。 では英語で学び考えるための運用能力（ ）を高め， では，

で身につけたスキルをもとに学術的な内容を英語で学ぶことで，批判的思考力や協働力を伸ばします。 の修得者を

対象として，各自の専門性や必要性，興味関心に応じて自由に履修できる選択科目を配置し，機能的英語能力を身につ

けさせます。

【初習言語】ドイツ語，フランス語，イスパニア語，イタリア語，中国語，コリア語では，「聞く・話す・読む・書く」

の 技能をバランスよく身につけることを目的とした週 回の総合科目を軸に，初級から上級までを つのレベルにわけ

て段階的に学べるように編成しています。さらに，各自の目的と興味に応じて履修できる選択科目を置き，発展的・応

用的な力を身につける機会を提供しています。上記 言語以外については，各言語の特性に応じた運用能力を高めるこ

とを目的とし，初学者から段階的に学べる科目編成としています。

【日本語】欧米やアジア諸国などからの留学生を対象としたノンネイティブ向けのクラスから，帰国生やインターナショ

ナルスクール出身者などの日本語ネイティブ向けのクラスまで，多様化している学習背景や必要度を考慮した幅広い科

目編成を行い，学生が各自の必要度に合った科目を履修し，段階的に日本語の運用能力を高める機会を提供しています。
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― ―

英語の到達目標について 

上智大学では英語の到達目標として，卒業までに （＊）の レベル以上を獲得することを奨励しています。入学

時に受けるプレイスメント・テストで必修科目のレベル分けがありますが，プレイスされたレベルによる到達目標は下記

のとおりです。 年次の秋学期後半には 技能試験を使用して，語学力の到達度を確認します。自分の英語力の弱み強

みを確認して， 年間で目標の レベル以上を達成できることを目指してください。言語教育研究センターでは，英語の

授業のほかに （ ・ 号館 階）で語学力向上をサポートする様々なサービスを行っています。

授業と組み合わせて積極的に利用してください。

＊ とは， （ヨーロッパ言語共通参照枠）の略称です。語学の

コミュニケーション能力別のレベルを示す国際標準規格として，広く活用されています。たとえば の は，自分

の専門分野の技術的な議論や社会生活での幅広い話題について自然に会話ができ，明確かつ詳細に自分の意見を表現で

きるレベルとされています。

● のレベル分けによる達成目標

以下の目標レベルになっている場合も，最終的には レベルを目指すことを奨励する。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

●各試験団体のデータによる との対照表

プレイスメント

テスト （ 技能） （ ） （ ）

英検

（ スコア）

級

（ ）

準 級

（ ）

級

（ ）

準 級

（ ）

級

（ ）

※文部科学省作成資料及び各検定試験の公開情報を元に言語教育研究センターが作成したものです。

の基準の目安として参考にしてください。

― ―

語学科目履修上の注意（14 年次生以降対象） 

．共通重要事項

）言語の選び方について

①必修科目は，各学科で卒業単位として必要な言語を原則として 年次に履修すること。

②初習言語，日本語の必修科目・選択必修科目が定められている学科は，卒業単位として認められる言語を選び（自言

語登録），必要単位数を履修すること。自言語登録の方法については「履修登録クイックナビ」を参照すること。

③必修科目，選択必修科目以外に語学科目を履修した場合，全学共通科目の選択科目に 単位まで算入できる（国際教

養学部，看護学科（ 年次生以前）を除く）。

④学科によっては，③に加え，学科科目の選択に語学科目を算入できる場合がある。学科により言語の種類・単位数は

異なるので，「 ．学科別履修指定言語（選択）」 を参照すること。

）語学レベルと履修順序について（詳細は，英語 ～，初習言語 ～，日本語 ～参照）

・各言語とも，自身の語学レベルによって履修できる科目が限られている。

・原則として，はじめに指定された語学レベルを変更することはできない。ただし，これまでの学習歴によってレベ

ルを変更できる場合がある。この場合は所定のレベルアップの手続きを行うこと。

・言語ごとに指定された履修順序に従って履修すること。

）履修できる単位数について

・ 言語につき，各学期 単位を上限とする。ただし英語の選択科目・初習言語の上級科目・初習言語のオプション科

目・海外短期語学講座・交換留学海外英語集中講座および日本語はこの限りではない。

・初習言語については，各言語とも，コア科目の初級・中級科目の履修できる単位数は，原則としてそれぞれ 単位ま

でである。ただし一部のアジア・アフリカ諸語はこの限りではない。

・同学期中に複数の言語を同時に履修することができる。

＊初習言語のコア科目・オプション科目の定義は 「 ）科目の種類について」を参照すること。

）出席回数について

・単位修得の最低条件として，定められた出席回数を守ること。（→ 「 ）出席回数について」参照）

）重複履修について

原則，同一科目を 回以上履修しても卒業要件に算入されない。同一科目とは，原則として科目コードが同じ科目で

ある。ただし，言語やレベルによっては一部重複履修が認められているため，各言語のページで確認すること。

）語学科目の履修中止について

・「必修」および「選択必修」として履修している科目を履修中止することはできない。

ただし，自言語登録をした言語を変更する場合は履修中止できる（自言語登録の変更については学事センターに問

い合わせること）。

・「選択」もしくは「卒業要件に算入されない」科目として履修している科目は， で履修中止することができる。

・手続きの詳細は履修要覧〔ガイド・資料編〕「 履修中止」を参照すること。
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英語の到達目標について 

上智大学では英語の到達目標として，卒業までに （＊）の レベル以上を獲得することを奨励しています。入学

時に受けるプレイスメント・テストで必修科目のレベル分けがありますが，プレイスされたレベルによる到達目標は下記

のとおりです。 年次の秋学期後半には 技能試験を使用して，語学力の到達度を確認します。自分の英語力の弱み強

みを確認して， 年間で目標の レベル以上を達成できることを目指してください。言語教育研究センターでは，英語の

授業のほかに （ ・ 号館 階）で語学力向上をサポートする様々なサービスを行っています。

授業と組み合わせて積極的に利用してください。

＊ とは， （ヨーロッパ言語共通参照枠）の略称です。語学の

コミュニケーション能力別のレベルを示す国際標準規格として，広く活用されています。たとえば の は，自分

の専門分野の技術的な議論や社会生活での幅広い話題について自然に会話ができ，明確かつ詳細に自分の意見を表現で

きるレベルとされています。

● のレベル分けによる達成目標

以下の目標レベルになっている場合も，最終的には レベルを目指すことを奨励する。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

●各試験団体のデータによる との対照表

プレイスメント

テスト （ 技能） （ ） （ ）

英検

（ スコア）

級

（ ）

準 級

（ ）

級

（ ）

準 級

（ ）

級

（ ）

※文部科学省作成資料及び各検定試験の公開情報を元に言語教育研究センターが作成したものです。

の基準の目安として参考にしてください。

― ―

語学科目履修上の注意（14 年次生以降対象） 

．共通重要事項

）言語の選び方について

①必修科目は，各学科で卒業単位として必要な言語を原則として 年次に履修すること。

②初習言語，日本語の必修科目・選択必修科目が定められている学科は，卒業単位として認められる言語を選び（自言

語登録），必要単位数を履修すること。自言語登録の方法については「履修登録クイックナビ」を参照すること。

③必修科目，選択必修科目以外に語学科目を履修した場合，全学共通科目の選択科目に 単位まで算入できる（国際教

養学部，看護学科（ 年次生以前）を除く）。

④学科によっては，③に加え，学科科目の選択に語学科目を算入できる場合がある。学科により言語の種類・単位数は

異なるので，「 ．学科別履修指定言語（選択）」 を参照すること。

）語学レベルと履修順序について（詳細は，英語 ～，初習言語 ～，日本語 ～参照）

・各言語とも，自身の語学レベルによって履修できる科目が限られている。

・原則として，はじめに指定された語学レベルを変更することはできない。ただし，これまでの学習歴によってレベ

ルを変更できる場合がある。この場合は所定のレベルアップの手続きを行うこと。

・言語ごとに指定された履修順序に従って履修すること。

）履修できる単位数について

・ 言語につき，各学期 単位を上限とする。ただし英語の選択科目・初習言語の上級科目・初習言語のオプション科

目・海外短期語学講座・交換留学海外英語集中講座および日本語はこの限りではない。

・初習言語については，各言語とも，コア科目の初級・中級科目の履修できる単位数は，原則としてそれぞれ 単位ま

でである。ただし一部のアジア・アフリカ諸語はこの限りではない。

・同学期中に複数の言語を同時に履修することができる。

＊初習言語のコア科目・オプション科目の定義は 「 ）科目の種類について」を参照すること。

）出席回数について

・単位修得の最低条件として，定められた出席回数を守ること。（→ 「 ）出席回数について」参照）

）重複履修について

原則，同一科目を 回以上履修しても卒業要件に算入されない。同一科目とは，原則として科目コードが同じ科目で

ある。ただし，言語やレベルによっては一部重複履修が認められているため，各言語のページで確認すること。

）語学科目の履修中止について

・「必修」および「選択必修」として履修している科目を履修中止することはできない。

ただし，自言語登録をした言語を変更する場合は履修中止できる（自言語登録の変更については学事センターに問

い合わせること）。

・「選択」もしくは「卒業要件に算入されない」科目として履修している科目は， で履修中止することができる。

・手続きの詳細は履修要覧〔ガイド・資料編〕「 履修中止」を参照すること。
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．概要

）語学科目の種類

語学科目は，次の 言語である。

・英語

・日本語

・初習言語（ドイツ語，フランス語，イスパニア語，イタリア語，中国語，コリア語，ロシア語，（ブラジル）ポル

トガル語，ラテン語，インドネシア語，フィリピン語，アラビア語，タイ語，ペルシア語，カンボジア語，ビルマ

語，トルコ語，ベトナム語，ヒンディー語，スワヒリ語）

）出席回数について

語学科目の出席回数を以下のように定める。単位修得の最低条件として，定められた出席回数を守ること。成績は，

出席回数を満たしたうえで，各科目の評価基準に従い付与される。

出席回数を満たせば必ず単位が付与されるというわけではない。出席しなければならない日数は，成績評価の最低

限の条件であり，欠席や遅刻の回数が評価に影響を及ぼさないということではない。

出席は初回の授業からカウントする。学生が初回の授業に出たのちに登録を削除し，別の登録コードの科目に登録

しなおした場合，それまでに出た授業の出席分は新たに登録した科目に引き継がれない。

なお，言語教育研究センターの科目では，下記に示す特別措置以外の事由（就職活動，ゼミ・部活などの公式な行

事，交通遅延，忌引き等）は一切認めていない。急な病気や，特別措置が適用されないような事情が生じたときのた

めに，普段からできるだけ欠席しないように心掛けること。

①週 回の科目（全 回）

回以上の出席を必須とする。

②週 回の科目（全 回）

回以上の出席を必須とする。

③週 回の科目（全 回）

回以上の出席を必須とする。

④週 回の科目（全 回）

回以上の出席を必須とする。

⑤週 回の科目（全 回）

回以上の出席を必須とする。

＜特別措置＞

次の内容に当てはまるものは，出席にも欠席にも扱わない。

ただし，いずれも授業に出席できない期間が 週間を超える場合は，超えた期間についてはいかなる理由であっても

特別措置の対象としない。また つ以上の事由の合計が 週間を超える場合，超えた期間については特別措置の対象外と

する。特別措置が認められた場合の出席回数については，担当教員に確認すること。特別措置の対象者で，出席に替わっ

て課題を課された者は，その提出が特別措置を受ける条件となる。

・病気や怪我のうち，登校できない期間が明記された診断書を提出できる場合（＊ ）

・上南戦に参加する者のうち，大学からの証明を提出できる場合

・裁判員選任等に伴う欠席（履修要覧〔ガイド・資料編〕 に記載された手続きを踏むこと）

・教育実習，養護実習，介護等体験，館務実習のうち，証明書を提出できる場合

・看護学科の実習で，証明書を提出できる場合

― ―

（＊ ）慢性的な疾患について

期間が明記できない疾患の場合は事前に言語教育研究センター（ 号館 階）に相談すること。相談できる期間は，

春学期科目の場合 月 日（金）まで，秋学期科目の場合 月 日（金）までとする。

＜遅刻の取扱いについて＞

授業開始時間（定刻）より， 分経過しても入室しなかった場合は，その後遅れて入室し授業を受けたとしても，欠

席扱いとする（ 時限開講の科目については，定刻より 分経過とする）。

）ナンバリングについて

語学科目のナンバリング（分野名）は以下の通りである。

なお，ナンバリングで表記されている分野名の後の数字 桁はレベルを示しており，その内容は言語によって異なる。

ナンバリング

（分野名）
言語

英語

ドイツ語

フランス語

イスパニア語

イタリア語

中国語

コリア語

ロシア語

ブラジル ポルトガル語

ラテン語

インドネシア語

フィリピン語

アラビア語

タイ語

ペルシア語

カンボジア語

ビルマ語

トルコ語

ベトナム語

ヒンディー語

スワヒリ語

日本語
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・

中
国
語
・
コ
リ
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語

― ―

．概要

）語学科目の種類

語学科目は，次の 言語である。

・英語

・日本語

・初習言語（ドイツ語，フランス語，イスパニア語，イタリア語，中国語，コリア語，ロシア語，（ブラジル）ポル

トガル語，ラテン語，インドネシア語，フィリピン語，アラビア語，タイ語，ペルシア語，カンボジア語，ビルマ

語，トルコ語，ベトナム語，ヒンディー語，スワヒリ語）

）出席回数について

語学科目の出席回数を以下のように定める。単位修得の最低条件として，定められた出席回数を守ること。成績は，

出席回数を満たしたうえで，各科目の評価基準に従い付与される。

出席回数を満たせば必ず単位が付与されるというわけではない。出席しなければならない日数は，成績評価の最低

限の条件であり，欠席や遅刻の回数が評価に影響を及ぼさないということではない。

出席は初回の授業からカウントする。学生が初回の授業に出たのちに登録を削除し，別の登録コードの科目に登録

しなおした場合，それまでに出た授業の出席分は新たに登録した科目に引き継がれない。

なお，言語教育研究センターの科目では，下記に示す特別措置以外の事由（就職活動，ゼミ・部活などの公式な行

事，交通遅延，忌引き等）は一切認めていない。急な病気や，特別措置が適用されないような事情が生じたときのた

めに，普段からできるだけ欠席しないように心掛けること。

①週 回の科目（全 回）

回以上の出席を必須とする。

②週 回の科目（全 回）

回以上の出席を必須とする。

③週 回の科目（全 回）

回以上の出席を必須とする。

④週 回の科目（全 回）

回以上の出席を必須とする。

⑤週 回の科目（全 回）

回以上の出席を必須とする。

＜特別措置＞

次の内容に当てはまるものは，出席にも欠席にも扱わない。

ただし，いずれも授業に出席できない期間が 週間を超える場合は，超えた期間についてはいかなる理由であっても

特別措置の対象としない。また つ以上の事由の合計が 週間を超える場合，超えた期間については特別措置の対象外と

する。特別措置が認められた場合の出席回数については，担当教員に確認すること。特別措置の対象者で，出席に替わっ

て課題を課された者は，その提出が特別措置を受ける条件となる。

・病気や怪我のうち，登校できない期間が明記された診断書を提出できる場合（＊ ）

・上南戦に参加する者のうち，大学からの証明を提出できる場合

・裁判員選任等に伴う欠席（履修要覧〔ガイド・資料編〕 に記載された手続きを踏むこと）

・教育実習，養護実習，介護等体験，館務実習のうち，証明書を提出できる場合

・看護学科の実習で，証明書を提出できる場合

― ―

（＊ ）慢性的な疾患について

期間が明記できない疾患の場合は事前に言語教育研究センター（ 号館 階）に相談すること。相談できる期間は，

春学期科目の場合 月 日（金）まで，秋学期科目の場合 月 日（金）までとする。

＜遅刻の取扱いについて＞

授業開始時間（定刻）より， 分経過しても入室しなかった場合は，その後遅れて入室し授業を受けたとしても，欠

席扱いとする（ 時限開講の科目については，定刻より 分経過とする）。

）ナンバリングについて

語学科目のナンバリング（分野名）は以下の通りである。

なお，ナンバリングで表記されている分野名の後の数字 桁はレベルを示しており，その内容は言語によって異なる。

ナンバリング

（分野名）
言語

英語

ドイツ語

フランス語

イスパニア語

イタリア語

中国語

コリア語

ロシア語

ブラジル ポルトガル語

ラテン語

インドネシア語

フィリピン語

アラビア語

タイ語

ペルシア語

カンボジア語

ビルマ語

トルコ語

ベトナム語

ヒンディー語

スワヒリ語

日本語
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．学科別履修指定言語（必修・選択必修）

以下の表は，各学科で卒業要件としている言語を一覧表にしたものである。各自で以下の表と所属学科の頁を参照の上，

履修すること。

＊必修科目は原則として 年次に履修すること。

＊選択必修科目は，すべて同一言語で履修すること。異なる言語を組み合わせることはできない。

＊当該言語を母語とする者や，その言語の学習経験や使用経験がある者，家族に話者がいる者は，適切なレベルから履

修する必要がある。手続きについては を参照すること。

＊留学生は日本語の履修が推奨される。履修については を参照すること。日本語を母語とする学生の履修は認めら

れない。詳細は を参照すること。

必修

科目
選択必修科目

学
部

学
科

英
語

必
要
単
位
数

ド
イ
ツ
語

フ
ラ
ン
ス
語

イ
ス
パ
ニ
ア
語

イ
タ
リ
ア
語

中
国
語

コ
リ
ア
語

ロ
シ
ア
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

ラ
テ
ン
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

フ
ィ
リ
ピ
ン
語

ア
ラ
ビ
ア
語

タ
イ
語

ペ
ル
シ
ア
語

カ
ン
ボ
ジ
ア
語

ビ
ル
マ
語

ト
ル
コ
語

ベ
ト
ナ
ム
語

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

ス
ワ
ヒ
リ
語

日
本
語

必
要
単
位
数

備
考

神 神 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文

哲 英語選択 ※ ○ ○ ○

哲 ドイツ語選択 ※

哲 フランス語選択

～ 年次
※ ○ ○

哲 フランス語選択

～ 年次
※ ○

史 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

国文 ※

英文 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドイツ文 ※

フランス文 ※

新聞 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合

人間

教育 ※

心理 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会 ※

社会福祉 ※

看護

（ ～ 年次）
※

看護

（ ～ 年次）
※

法

法律 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国際関係法 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地球環境法 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経
経済 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経営 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外

英語 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドイツ語 ※

フランス語 ※

イスパニア語 ※

ロシア語 ※

ポルトガル語 ※

国際

教養
国際教養

※

※
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合グロー

バル
総合グローバル ※

理工

理工学部

英語コース
＊ （ ）を参照すること

物質生命理工 ※

機能創造理工 ※

情報理工 ※

※ ： ・ （ 単位）を履修
※ ：必修科目として，英語にかわり選択必修科目の中から 言語を選び 単位を履修すること。
※ ：看護英語（ 年次）および（ 年次）を履修。詳細は 参照。
※ ：日本史専攻者は学科のページを参照すること。
※ ：詳細は （ ）を参照すること。

― ―

．学科別履修指定言語（選択）

必修科目，選択必修科目以外に語学科目を履修した場合，全学共通科目の選択科目に 単位まで算入できる（国際教養

学部，看護学科（ 年次生以前）を除く）。

また，学科によっては，これに加えて学科の選択科目に語学科目を算入できる場合がある。以下の表は，各学科で学科

の選択科目に算入できる言語とその上限単位数を一覧表にしたものである。各自で以下の表と所属学科の頁を参照の上，

履修すること。

＊選択科目を履修する学生は，全学共通科目（選択）とするのか学科科目（選択）とするのか，履修登録時に区分を指

定して登録すること。

＊上記に関わらず，文学部および外国語学部の学生で，自学科の専門として学んでいる言語は，履修することはできな

い。英文学科，英語学科の学生は，英語（選択科目）に限り履修することができるが卒業要件に算入されない。また，

当該言語を母語とする者や，その言語の学習経験や使用経験がある者，家族に話者がいる者は，適切なレベルから履

修する必要がある。手続きについては を参照すること。海外短期語学講座および交換留学英語集中講座の履修に

ついては上記の限りではない。詳細は を確認すること。

＊留学生は日本語の履修が推奨される。履修については を参照すること。日本語を母語とする学生の履修は認めら

れない。詳細は を参照すること。なお，翻訳科目については日本語を母語とする学生も履修できるが，詳細は

を参照すること。

学科選択科目 備考

学
部

学
科

上
限
単
位
数

英
語

選
択
科
目

ド
イ
ツ
語

フ
ラ
ン
ス
語

イ
ス
パ
ニ
ア
語

イ
タ
リ
ア
語

中
国
語

コ
リ
ア
語

ロ
シ
ア
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

ラ
テ
ン
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

フ
ィ
リ
ピ
ン
語

ア
ラ
ビ
ア
語

タ
イ
語

ペ
ル
シ
ア
語

カ
ン
ボ
ジ
ア
語

ビ
ル
マ
語

ト
ル
コ
語

ベ
ト
ナ
ム
語

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

ス
ワ
ヒ
リ
語

日
本
語 算

入
に

あ
た
っ
て
の

条
件

他

神 神 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文

哲 英語選択

哲 ドイツ語選択

哲 フランス語選択

史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語および選択必修で選択した以外の同一言語

を 単位以上修得した場合のみ

国文

英文

ドイツ文

フランス文

新聞

総合

人間

教育 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

心理

社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同一言語を 単位以上修得した場合のみ

看護

法

法律

国際関係法

地球環境法

経
経済

経営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外

英語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 必修で履修した言語以外

ドイツ語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フランス語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イスパニア語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ロシア語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ポルトガル語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国際

教養
国際教養 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 上限単位数については （

）を参照すること

総合グ

ローバル
総合グローバル ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 上限単位数については，学科のページを参照すること

理
工

理工学部

英語コース
＊ （ ）を参照すること

物質生命理工

機能創造理工

情報理工
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外
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語
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語
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フ
ラ
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語
・

イ
ス
パ
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タ
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語
・

中
国
語
・
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― ―

．学科別履修指定言語（必修・選択必修）

以下の表は，各学科で卒業要件としている言語を一覧表にしたものである。各自で以下の表と所属学科の頁を参照の上，

履修すること。

＊必修科目は原則として 年次に履修すること。

＊選択必修科目は，すべて同一言語で履修すること。異なる言語を組み合わせることはできない。

＊当該言語を母語とする者や，その言語の学習経験や使用経験がある者，家族に話者がいる者は，適切なレベルから履

修する必要がある。手続きについては を参照すること。

＊留学生は日本語の履修が推奨される。履修については を参照すること。日本語を母語とする学生の履修は認めら

れない。詳細は を参照すること。

必修

科目
選択必修科目

学
部

学
科

英
語

必
要
単
位
数

ド
イ
ツ
語

フ
ラ
ン
ス
語

イ
ス
パ
ニ
ア
語

イ
タ
リ
ア
語

中
国
語

コ
リ
ア
語

ロ
シ
ア
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

ラ
テ
ン
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

フ
ィ
リ
ピ
ン
語

ア
ラ
ビ
ア
語

タ
イ
語

ペ
ル
シ
ア
語

カ
ン
ボ
ジ
ア
語

ビ
ル
マ
語

ト
ル
コ
語

ベ
ト
ナ
ム
語

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

ス
ワ
ヒ
リ
語

日
本
語

必
要
単
位
数

備
考

神 神 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文

哲 英語選択 ※ ○ ○ ○

哲 ドイツ語選択 ※

哲 フランス語選択

～ 年次
※ ○ ○

哲 フランス語選択

～ 年次
※ ○

史 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

国文 ※

英文 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドイツ文 ※

フランス文 ※

新聞 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合

人間

教育 ※

心理 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会 ※

社会福祉 ※

看護

（ ～ 年次）
※

看護

（ ～ 年次）
※

法

法律 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国際関係法 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地球環境法 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経
経済 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経営 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外

英語 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドイツ語 ※

フランス語 ※

イスパニア語 ※

ロシア語 ※

ポルトガル語 ※

国際

教養
国際教養

※

※
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合グロー

バル
総合グローバル ※

理工

理工学部

英語コース
＊ （ ）を参照すること

物質生命理工 ※

機能創造理工 ※

情報理工 ※

※ ： ・ （ 単位）を履修
※ ：必修科目として，英語にかわり選択必修科目の中から 言語を選び 単位を履修すること。
※ ：看護英語（ 年次）および（ 年次）を履修。詳細は 参照。
※ ：日本史専攻者は学科のページを参照すること。
※ ：詳細は （ ）を参照すること。

― ―

．学科別履修指定言語（選択）

必修科目，選択必修科目以外に語学科目を履修した場合，全学共通科目の選択科目に 単位まで算入できる（国際教養

学部，看護学科（ 年次生以前）を除く）。

また，学科によっては，これに加えて学科の選択科目に語学科目を算入できる場合がある。以下の表は，各学科で学科

の選択科目に算入できる言語とその上限単位数を一覧表にしたものである。各自で以下の表と所属学科の頁を参照の上，

履修すること。

＊選択科目を履修する学生は，全学共通科目（選択）とするのか学科科目（選択）とするのか，履修登録時に区分を指

定して登録すること。

＊上記に関わらず，文学部および外国語学部の学生で，自学科の専門として学んでいる言語は，履修することはできな

い。英文学科，英語学科の学生は，英語（選択科目）に限り履修することができるが卒業要件に算入されない。また，

当該言語を母語とする者や，その言語の学習経験や使用経験がある者，家族に話者がいる者は，適切なレベルから履

修する必要がある。手続きについては を参照すること。海外短期語学講座および交換留学英語集中講座の履修に

ついては上記の限りではない。詳細は を確認すること。

＊留学生は日本語の履修が推奨される。履修については を参照すること。日本語を母語とする学生の履修は認めら

れない。詳細は を参照すること。なお，翻訳科目については日本語を母語とする学生も履修できるが，詳細は

を参照すること。

学科選択科目 備考

学
部

学
科

上
限
単
位
数

英
語

選
択
科
目

ド
イ
ツ
語

フ
ラ
ン
ス
語

イ
ス
パ
ニ
ア
語

イ
タ
リ
ア
語

中
国
語

コ
リ
ア
語

ロ
シ
ア
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

ラ
テ
ン
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

フ
ィ
リ
ピ
ン
語

ア
ラ
ビ
ア
語

タ
イ
語

ペ
ル
シ
ア
語

カ
ン
ボ
ジ
ア
語

ビ
ル
マ
語

ト
ル
コ
語

ベ
ト
ナ
ム
語

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

ス
ワ
ヒ
リ
語

日
本
語 算

入
に

あ
た
っ
て
の

条
件

他

神 神 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文

哲 英語選択

哲 ドイツ語選択

哲 フランス語選択

史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語および選択必修で選択した以外の同一言語

を 単位以上修得した場合のみ

国文

英文

ドイツ文

フランス文

新聞

総合

人間

教育 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

心理

社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同一言語を 単位以上修得した場合のみ

看護

法

法律

国際関係法

地球環境法

経
経済

経営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外

英語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 必修で履修した言語以外

ドイツ語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フランス語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イスパニア語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ロシア語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ポルトガル語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国際

教養
国際教養 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 上限単位数については （

）を参照すること

総合グ

ローバル
総合グローバル ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 上限単位数については，学科のページを参照すること

理
工

理工学部

英語コース
＊ （ ）を参照すること

物質生命理工

機能創造理工

情報理工
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― ―

英 語 （看護学科（ ・ 年次生）は 参照）

プレイスメント・テストについて

英語科目（言語教育研究センター開講）を履修するためには，プレイスメント・テストを受けなければならない（国

際教養学部・理工学部英語コースの学生を除く）。また，英語科目の履修者以外も，下記に該当する学生はプレイス

メント・テストを同日に受験すること。

・英文学科，英語学科の学生（学科の必修科目のクラス分けの参考とする）。

・英文学科の学生で「 」の履修を希望しているが，学科の定める

英語力基準に達していない者。

・教職課程履修者のうち，自学科で定められた教科以外に他教科として，「英語」の免許取得を希望する学生が，課

程科目の「 」又は「

」（旧：英語科教育法）を履修する場合。

【 年次生】

日 時 年 月 日（木）午前 時 分集合

［試験時間］ ： ～ ： （予定）

場 所 当日，掲示板にて指示する。

結果発表 年 月 日（土） ：

［掲示場所］ 掲示板（学事センター〔教務〕）

・ ： を過ぎた場合，テストは受験できない。やむを得ない事情で 月 日（木）に受験できなかった学生は，

月 日（月） ： までに言語教育研究センター（ 号館 階）へ申し出て，追試を受験すること。

・学生証，筆記用具（マークシートのため の鉛筆またはシャープペンシル，消しゴム）を持参すること。

・時計を持参すること。携帯電話を時計代わりに使用することはできないので注意すること。

【 月 日に受験できなかった学生】

【 ～ 年次生で，まだプレイスメント・テストを受けたことがない学生】

追試日時 年 月 日（火）午前 時 分集合

［試験時間］ ： ～ ： （予定）

場 所 当日，掲示板にて指示する。

結果発表 年 月 日（水） ：

［掲示場所］ 掲示板（学事センター〔教務〕）

・ ～ 年次生で追試の受験を希望する者は， 月 日（月） ： までに言語教育研究センター（ 号館 階）にて

手続きをすること。詳細は 掲示板（学事センター［教務］）を確認すること。

・ ： を過ぎた場合，テストは受験できない（追試も受験できなかった場合は，当該年度は英語科目を履修でき

ない）。

・学生証，筆記用具（マークシートのため の鉛筆またはシャープペンシル，消しゴム）を持参すること。

・時計を持参すること。携帯電話を時計代わりに使用することはできないので注意すること。

について

は，英文学科，英語学科，国際教養学部，理工学部英語コースを除く全ての学科の

必修科目である。

●科目の目的

・ （ ）春学期 単位

学術的英語運用能力と学習スキルの習得を目指す。

・ （ ）秋学期 単位

（内容言語統合型学習）による英語での内容学習と批判的思考の育成を目指す。

― ―

●履修の順序

・春学期に を履修した後，秋学期に を履修すること。 を履修せずに を履修することはできない。詳

細については を参照すること。

・ と はそれぞれ学期ごとに独立した科目であり，それぞれ履修登録が必要となる。また成績もそれぞれに付与

される。

・秋学期（ ）は，抽選科目となっている。同一ブロック内の同一レベルの科目であれば，自由に選択できる（春

学期と同じ教員でも別の教員でもよい）。ただし，同一ブロック内に同一レベルの科目がひとつしかない場合は，

春学期と同じ教員の科目を履修登録すること。

● の履修時間帯

は週 回の授業があり，学部によってこの科目を履修する時間帯は下表のとおり決められている。また， に

関しては各自の履修するクラスについても指定されるので，プレイスメント・テストの結果を確認すること。

〔ブロック表〕

時限／曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

ブロック 学 部 分 類

総合グローバル学部

法学部

神学部，総合人間科学部

文学部

経済学部

理工学部

外国語学部

※ にレベル分けされた学生はブロックに関係なく，週 回開講，月・火・木・金曜日の 時限

（ ： ～ ： ）のクラスを受講すること。

●レベルと到達目標

プレイスメント・テストの結果に基づき，学生は以下の レベルに分けられる。

【各レベルの定義】

初歩的な内容を，読んだり聞いたりして理解し，書いたり話したりして表現することを，これから

習得する。最低限の意思疎通をこれから身につける。

基礎的な内容を読んだり聞いたりして，意味を理解できる。自己紹介レベルの内容を書いたり話し

たりできる。相手がゆっくりと話し，手助けをしてくれるならば，何とか意思疎通ができる。

Ⅰ

平易な内容を読んだり聞いたりして，全体を理解できる。簡単で日常的な事柄や自分自身のことに

ついては，単純な文章で書いたり話したりできる。日常的で具体的な事柄ならば，その場での必要

な意思疎通ができる。

Ⅱ

標準的レベルの内容を読んだり聞いたりして，主要な点を理解できる。知識や興味がある内容につ

いては，一定の長さで話したり書いたりできる。ぎこちなさはあるものの，その場での意思疎通が

できる。

Ⅰ

やや高度な内容を読んだり聞いたりして，主旨を理解できる。ある程度の複雑さを伴う事柄につい

て，明確で詳細な内容を書いたり話したりできる。ある程度の流暢さでその場での意思疎通ができ

る。

Ⅱ

高度で長い内容を読んだり聞いたりして，含意まで理解できる。複雑な事柄について，明確かつ詳

細で，よく構成された内容を書いたり話したりできる。流暢にその場での意思疎通ができる。社交，

勉学，仕事のような目的に応じた使い分けができる。
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― ―

英 語 （看護学科（ ・ 年次生）は 参照）

プレイスメント・テストについて

英語科目（言語教育研究センター開講）を履修するためには，プレイスメント・テストを受けなければならない（国

際教養学部・理工学部英語コースの学生を除く）。また，英語科目の履修者以外も，下記に該当する学生はプレイス

メント・テストを同日に受験すること。

・英文学科，英語学科の学生（学科の必修科目のクラス分けの参考とする）。

・英文学科の学生で「 」の履修を希望しているが，学科の定める

英語力基準に達していない者。

・教職課程履修者のうち，自学科で定められた教科以外に他教科として，「英語」の免許取得を希望する学生が，課

程科目の「 」又は「

」（旧：英語科教育法）を履修する場合。

【 年次生】

日 時 年 月 日（木）午前 時 分集合

［試験時間］ ： ～ ： （予定）

場 所 当日，掲示板にて指示する。

結果発表 年 月 日（土） ：

［掲示場所］ 掲示板（学事センター〔教務〕）

・ ： を過ぎた場合，テストは受験できない。やむを得ない事情で 月 日（木）に受験できなかった学生は，

月 日（月） ： までに言語教育研究センター（ 号館 階）へ申し出て，追試を受験すること。

・学生証，筆記用具（マークシートのため の鉛筆またはシャープペンシル，消しゴム）を持参すること。

・時計を持参すること。携帯電話を時計代わりに使用することはできないので注意すること。

【 月 日に受験できなかった学生】

【 ～ 年次生で，まだプレイスメント・テストを受けたことがない学生】

追試日時 年 月 日（火）午前 時 分集合

［試験時間］ ： ～ ： （予定）

場 所 当日，掲示板にて指示する。

結果発表 年 月 日（水） ：

［掲示場所］ 掲示板（学事センター〔教務〕）

・ ～ 年次生で追試の受験を希望する者は， 月 日（月） ： までに言語教育研究センター（ 号館 階）にて

手続きをすること。詳細は 掲示板（学事センター［教務］）を確認すること。

・ ： を過ぎた場合，テストは受験できない（追試も受験できなかった場合は，当該年度は英語科目を履修でき

ない）。

・学生証，筆記用具（マークシートのため の鉛筆またはシャープペンシル，消しゴム）を持参すること。

・時計を持参すること。携帯電話を時計代わりに使用することはできないので注意すること。

について

は，英文学科，英語学科，国際教養学部，理工学部英語コースを除く全ての学科の

必修科目である。

●科目の目的

・ （ ）春学期 単位

学術的英語運用能力と学習スキルの習得を目指す。

・ （ ）秋学期 単位

（内容言語統合型学習）による英語での内容学習と批判的思考の育成を目指す。

― ―

●履修の順序

・春学期に を履修した後，秋学期に を履修すること。 を履修せずに を履修することはできない。詳

細については を参照すること。

・ と はそれぞれ学期ごとに独立した科目であり，それぞれ履修登録が必要となる。また成績もそれぞれに付与

される。

・秋学期（ ）は，抽選科目となっている。同一ブロック内の同一レベルの科目であれば，自由に選択できる（春

学期と同じ教員でも別の教員でもよい）。ただし，同一ブロック内に同一レベルの科目がひとつしかない場合は，

春学期と同じ教員の科目を履修登録すること。

● の履修時間帯

は週 回の授業があり，学部によってこの科目を履修する時間帯は下表のとおり決められている。また， に

関しては各自の履修するクラスについても指定されるので，プレイスメント・テストの結果を確認すること。

〔ブロック表〕

時限／曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

ブロック 学 部 分 類

総合グローバル学部

法学部

神学部，総合人間科学部

文学部

経済学部

理工学部

外国語学部

※ にレベル分けされた学生はブロックに関係なく，週 回開講，月・火・木・金曜日の 時限

（ ： ～ ： ）のクラスを受講すること。

●レベルと到達目標

プレイスメント・テストの結果に基づき，学生は以下の レベルに分けられる。

【各レベルの定義】

初歩的な内容を，読んだり聞いたりして理解し，書いたり話したりして表現することを，これから

習得する。最低限の意思疎通をこれから身につける。

基礎的な内容を読んだり聞いたりして，意味を理解できる。自己紹介レベルの内容を書いたり話し

たりできる。相手がゆっくりと話し，手助けをしてくれるならば，何とか意思疎通ができる。

Ⅰ

平易な内容を読んだり聞いたりして，全体を理解できる。簡単で日常的な事柄や自分自身のことに

ついては，単純な文章で書いたり話したりできる。日常的で具体的な事柄ならば，その場での必要

な意思疎通ができる。

Ⅱ

標準的レベルの内容を読んだり聞いたりして，主要な点を理解できる。知識や興味がある内容につ

いては，一定の長さで話したり書いたりできる。ぎこちなさはあるものの，その場での意思疎通が

できる。

Ⅰ

やや高度な内容を読んだり聞いたりして，主旨を理解できる。ある程度の複雑さを伴う事柄につい

て，明確で詳細な内容を書いたり話したりできる。ある程度の流暢さでその場での意思疎通ができ

る。

Ⅱ

高度で長い内容を読んだり聞いたりして，含意まで理解できる。複雑な事柄について，明確かつ詳

細で，よく構成された内容を書いたり話したりできる。流暢にその場での意思疎通ができる。社交，

勉学，仕事のような目的に応じた使い分けができる。
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― ―

【各レベルの到達目標】

簡単な教科書や解説を大筋で読むことができ，トピックに関する説明を大体は聞き取れる。段落構

成法に基づくパラグラフを書くことができ，初歩的な質疑応答や口頭発表を行える。

簡単な教科書や解説を読むことができ，トピックに関する説明を聞き取れる。段落構成法に基づく

複数のパラグラフを書くことができ，簡単な質疑応答や口頭発表を行える。

Ⅰ
平易な学術論文や入門書を大意で読むことができ，入門的内容の講義の主要な点を聞き取れる。論

文作法に基づく初歩的なエッセイを書くことができ，簡単な議論や口頭発表を行える。

Ⅱ
平易な学術論文や入門書を読むことができ，入門的内容の講義を聞き取れる。論文作法に基づく基

礎的なエッセイを書くことができ，基本的な議論や口頭発表を行える。

Ⅰ

標準的な学術論文や専門書を大筋で読むことができ，専門的内容の講義を大体は聞き取れる。論文

作法に基づく本格的なエッセイを一定の正確さで書くことができ，議論や口頭発表をある程度の流

暢さで行える。

Ⅱ
標準的な学術論文や専門書を細部まで読むことができ，専門的内容の講義を問題なく聞き取れる。

論文作法に基づく本格的なエッセイを正確に書くことができ，議論や口頭発表を流暢に行える。

（ 技能試験）の受験について

では， 年間の英語力の伸長を測るために，履修期間中に「 （ 技能試験）」の受験を全員に義務

付けている。 はこの「 （ 技能試験）」の結果も含めて評価されるため，履修者は必ず受験するこ

と。

なお，受験日は 日あり，個人ごとに指定される。受験日等の詳細は 月末までに 掲示板（学事センター〔教

務〕）に掲載するので確認すること。また，授業内においても教員から案内する。

英文学科の 年次生は受験が義務付けられている。詳細は学科集会および学科掲示板で説明する。

英語学科の 年次生は受験が義務付けられている。詳細は必修科目の授業で説明する。

【受験日】 年 月 日（日）， 月 日（日）のいずれか

＊ 月 日（土）を予備日とする。

【場所】 上智大学四谷キャンパス

【時間】 ： ～ ： 予定 （開始・終了時間は個人により前後する場合がある）

※持ち物，注意事項は受験票配布時に指示する。

【受験について】

・会場は当日指定する。

・検定料は，大学負担とする。

・個人ごとに指定された日に受験しなければならない。

・やむを得ない事情＊により，指定された日に受験できないことがあらかじめ判明している場合は，指定の期間内に

アンケート／各種申込から手続きの上，予備日（ 月 日）に受験すること。指定された日とは別の受験日

に受験することはできない。

＊ここでは原則「病気」「三親等内の忌引き」「災害」「交通機関の遅延」「裁判員制度での選任」を指し，予備日受

験者には申請後にこれらの証明書の提出を求めることがある。

― ―

） ・ の再履修について

～ 年次生のうち， ， の単位を修得していない学生の履修パターンは以下のとおりである。

◆通常履修パターン

年次春学期 年次秋学期

（クラス指定） （抽選

◆ （ 単位）の単位を修得できなかった場合，Ａ ①～③のパターンで履修する

Ａ ①

年次春学期 年次秋学期 年次春学期 年次秋学期

不合格
履修なし

（クラス指定） （抽選

Ａ ②

年次春学期 年次秋学期 年次春学期 年次秋学期

不合格 再履修者用・抽選 再履修者用・抽選

Ａ ③

年次春学期 年次秋学期 年次春学期 年次秋学期

不合格 再履修者用・抽選
履修なし

（抽選

◆ （ 単位）の単位を修得できなかった場合，Ｂ ①または②のパターンで履修する

Ｂ ①

年次春学期 年次秋学期 年次春学期 年次秋学期

不合格
履修なし

（抽選

Ｂ ②

年次春学期 年次秋学期 年次春学期 年次秋学期

不合格 再履修者用・抽選

【重要】

履修するクラスの指定ブロックは のとおりである。このブロックと他の抽選科目等が重複しないよう履修計

画を立てること。原則として指定ブロックの時間割から履修をすること。ただし，新聞学科・看護学科・フランス

語学科の再履修の学生で，必修の学科科目と時間割重複した場合に限り，指定ブロックの変更を認める場合がある

ので，時間割が重複した場合は，必ず下記期日までに学事センター教務窓口まで相談に来ること。

春学期： 月 日（水）迄 秋学期： 月 日（水）迄

【パターンＡ ①】

の単位未修得者については，所属学部とレベルに応じたクラスを指定し， 年 月 日（土） に

掲示板（学事センター〔教務〕）に掲示される新入生プレイスメント・テスト結果一覧に併せて掲示する。各自で確

認の上，履修登録期間内に指定のクラスを登録すること。

【パターンＢ ①】

秋学期の は抽選科目であるため， の単位を未修得の学生については， のブロックを確認の上，履修

登録期間内にレベルに見合った科目を各自で登録すること。

─ 121 ── 120 ─

05_学科科目（14年次以降）.indd   120 2020/03/13   15:19:48



語
学
科
目

に
つ
い
て
学
科
別
履
修

指
定
言
語

英

語
初
習
言
語

（
全
般
）

ロ
シ
ア
語
・

（
ブ
ラ
ジ
ル
）

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

ラ
テ
ン
語
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
諸
語

履
修
科
目

対
応
表
日
本
語
・

翻
訳
科
目
海
外
短
期

語
学
講
座
交
換
留
学

海
外
英
語

集
中
講
座
開
講
科
目

担
当
表

ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

イ
ス
パ
ニ
ア
語
・
イ
タ
リ
ア
語
・

中
国
語
・
コ
リ
ア
語

― ―

【各レベルの到達目標】

簡単な教科書や解説を大筋で読むことができ，トピックに関する説明を大体は聞き取れる。段落構

成法に基づくパラグラフを書くことができ，初歩的な質疑応答や口頭発表を行える。

簡単な教科書や解説を読むことができ，トピックに関する説明を聞き取れる。段落構成法に基づく

複数のパラグラフを書くことができ，簡単な質疑応答や口頭発表を行える。

Ⅰ
平易な学術論文や入門書を大意で読むことができ，入門的内容の講義の主要な点を聞き取れる。論

文作法に基づく初歩的なエッセイを書くことができ，簡単な議論や口頭発表を行える。

Ⅱ
平易な学術論文や入門書を読むことができ，入門的内容の講義を聞き取れる。論文作法に基づく基

礎的なエッセイを書くことができ，基本的な議論や口頭発表を行える。

Ⅰ

標準的な学術論文や専門書を大筋で読むことができ，専門的内容の講義を大体は聞き取れる。論文

作法に基づく本格的なエッセイを一定の正確さで書くことができ，議論や口頭発表をある程度の流

暢さで行える。

Ⅱ
標準的な学術論文や専門書を細部まで読むことができ，専門的内容の講義を問題なく聞き取れる。

論文作法に基づく本格的なエッセイを正確に書くことができ，議論や口頭発表を流暢に行える。

（ 技能試験）の受験について

では， 年間の英語力の伸長を測るために，履修期間中に「 （ 技能試験）」の受験を全員に義務

付けている。 はこの「 （ 技能試験）」の結果も含めて評価されるため，履修者は必ず受験するこ

と。

なお，受験日は 日あり，個人ごとに指定される。受験日等の詳細は 月末までに 掲示板（学事センター〔教

務〕）に掲載するので確認すること。また，授業内においても教員から案内する。

英文学科の 年次生は受験が義務付けられている。詳細は学科集会および学科掲示板で説明する。

英語学科の 年次生は受験が義務付けられている。詳細は必修科目の授業で説明する。

【受験日】 年 月 日（日）， 月 日（日）のいずれか

＊ 月 日（土）を予備日とする。

【場所】 上智大学四谷キャンパス

【時間】 ： ～ ： 予定 （開始・終了時間は個人により前後する場合がある）

※持ち物，注意事項は受験票配布時に指示する。

【受験について】

・会場は当日指定する。

・検定料は，大学負担とする。

・個人ごとに指定された日に受験しなければならない。

・やむを得ない事情＊により，指定された日に受験できないことがあらかじめ判明している場合は，指定の期間内に

アンケート／各種申込から手続きの上，予備日（ 月 日）に受験すること。指定された日とは別の受験日

に受験することはできない。

＊ここでは原則「病気」「三親等内の忌引き」「災害」「交通機関の遅延」「裁判員制度での選任」を指し，予備日受

験者には申請後にこれらの証明書の提出を求めることがある。

― ―

） ・ の再履修について

～ 年次生のうち， ， の単位を修得していない学生の履修パターンは以下のとおりである。

◆通常履修パターン

年次春学期 年次秋学期

（クラス指定） （抽選

◆ （ 単位）の単位を修得できなかった場合，Ａ ①～③のパターンで履修する

Ａ ①

年次春学期 年次秋学期 年次春学期 年次秋学期

不合格
履修なし

（クラス指定） （抽選

Ａ ②

年次春学期 年次秋学期 年次春学期 年次秋学期

不合格 再履修者用・抽選 再履修者用・抽選

Ａ ③

年次春学期 年次秋学期 年次春学期 年次秋学期

不合格 再履修者用・抽選
履修なし

（抽選

◆ （ 単位）の単位を修得できなかった場合，Ｂ ①または②のパターンで履修する

Ｂ ①

年次春学期 年次秋学期 年次春学期 年次秋学期

不合格
履修なし

（抽選

Ｂ ②

年次春学期 年次秋学期 年次春学期 年次秋学期

不合格 再履修者用・抽選

【重要】

履修するクラスの指定ブロックは のとおりである。このブロックと他の抽選科目等が重複しないよう履修計

画を立てること。原則として指定ブロックの時間割から履修をすること。ただし，新聞学科・看護学科・フランス

語学科の再履修の学生で，必修の学科科目と時間割重複した場合に限り，指定ブロックの変更を認める場合がある

ので，時間割が重複した場合は，必ず下記期日までに学事センター教務窓口まで相談に来ること。

春学期： 月 日（水）迄 秋学期： 月 日（水）迄

【パターンＡ ①】

の単位未修得者については，所属学部とレベルに応じたクラスを指定し， 年 月 日（土） に

掲示板（学事センター〔教務〕）に掲示される新入生プレイスメント・テスト結果一覧に併せて掲示する。各自で確

認の上，履修登録期間内に指定のクラスを登録すること。

【パターンＢ ①】

秋学期の は抽選科目であるため， の単位を未修得の学生については， のブロックを確認の上，履修

登録期間内にレベルに見合った科目を各自で登録すること。
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― ―

【パターンＡ ②，Ａ ③およびＢ ②】

再履修・未履修者用科目として，秋学期の ，春学期の を少数ながら開講する（ただし を

除く）。

年度は以下のレベル・時間割で開講するので，学生は時間割上の都合がつけば，これらの科目を登録してよ

いこととする（但し，抽選科目である）。

開講レベル 対象となるレベル 時間割

・火曜 限および金曜 限（春秋開講）

・月曜 限および木曜 限（春の のみ開講）

Ⅰ

Ⅱ

・月曜 限および木曜 限（春秋開講）

・火曜 限および金曜 限（春の のみ開講）

・水曜 限および水曜 限（春秋開講）

Ⅰ

Ⅱ

・火曜 限および金曜 限（春秋開講）

なお，春学期に を履修した場合， （ 技能試験）は 月に受験する。詳細は 月末までに 掲

示板（学事センター〔教務〕）に掲載するので確認すること。

）選択科目について

の単位を修得し終えた学生は，各自の興味・必要に応じて 年次秋学期以降に選択科目を履修できる。

●科目の種類

・ ：

アカデミックな科目を体系的に英語で学ぶ。内容言語統合型学習（ ）の手法を用い，科目の基本的な内容や

その分野で使用される専門用語，学問分野を英語で身につける方法について学ぶ。

・ ：

専門的な職業分野で使用される英語を学び，仕事を円滑に行うための英語スキルを身につけていく。

・

：日常業務や生活場面で使用される英語を実践的に活用できるよう学習していく。

：英語の資格・能力試験を受験するために必要なスキルを身につける。

●レベル

選択科目はレベルが目安のものと，指定されているものがあり，ナンバリングがそれを表している。

【レベル目安】

番台 ， ， のレベルの学生を対象

番台 Ⅱ， ， Ⅱのレベルの学生を対象

※あくまでもレベルは目安であるため， の学生が 番台の科目を履修することも可能。

【レベル指定】以下の科目のみ，レベルが指定されている。

のレベルの学生のみ履修可

， Ⅱのレベルの学生のみ履修可

， Ⅱ， のレベルの学生のみ履修可

， Ⅱのレベルの学生のみ履修可

― ―

●履修上の注意

・英語必修科目 単位分の単位認定を受けた場合は， 年次春学期からの履修も可とする。

・教員が異なれば（もしくは科目コードが異なれば），同じ科目名のものを重複して履修することができる。

・レベル指定されているものについては， ， のレベルに応じて履修すること。指定されていないものは，レベル

の目安を表示しているので，自身の判断で履修すること。

・ の は 年次生以降は，卒業要件に算入できる。 年次生以前が履修しても卒

業要件には算入されない。

・英文学科，英語学科の学生は履修可能だが，卒業要件に算入されないので注意すること。英文学科，英語学科の学

生は「 Ⅱ」のレベルとして扱う（ 上の語学レベルでは便宜上「 Ⅱ」と表記される）。

・国際教養学部，理工学部英語コースの学生は履修できない。

・看護学科の 年次生以降は全学共通科目の選択科目に 単位まで算入できるが， 年次生以前は卒業要件に算入

されない。
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【パターンＡ ②，Ａ ③およびＢ ②】

再履修・未履修者用科目として，秋学期の ，春学期の を少数ながら開講する（ただし を

除く）。

年度は以下のレベル・時間割で開講するので，学生は時間割上の都合がつけば，これらの科目を登録してよ

いこととする（但し，抽選科目である）。

開講レベル 対象となるレベル 時間割

・火曜 限および金曜 限（春秋開講）

・月曜 限および木曜 限（春の のみ開講）

Ⅰ

Ⅱ

・月曜 限および木曜 限（春秋開講）

・火曜 限および金曜 限（春の のみ開講）

・水曜 限および水曜 限（春秋開講）

Ⅰ

Ⅱ

・火曜 限および金曜 限（春秋開講）

なお，春学期に を履修した場合， （ 技能試験）は 月に受験する。詳細は 月末までに 掲

示板（学事センター〔教務〕）に掲載するので確認すること。

）選択科目について

の単位を修得し終えた学生は，各自の興味・必要に応じて 年次秋学期以降に選択科目を履修できる。

●科目の種類

・ ：

アカデミックな科目を体系的に英語で学ぶ。内容言語統合型学習（ ）の手法を用い，科目の基本的な内容や

その分野で使用される専門用語，学問分野を英語で身につける方法について学ぶ。

・ ：

専門的な職業分野で使用される英語を学び，仕事を円滑に行うための英語スキルを身につけていく。

・

：日常業務や生活場面で使用される英語を実践的に活用できるよう学習していく。

：英語の資格・能力試験を受験するために必要なスキルを身につける。

●レベル

選択科目はレベルが目安のものと，指定されているものがあり，ナンバリングがそれを表している。

【レベル目安】

番台 ， ， のレベルの学生を対象

番台 Ⅱ， ， Ⅱのレベルの学生を対象

※あくまでもレベルは目安であるため， の学生が 番台の科目を履修することも可能。

【レベル指定】以下の科目のみ，レベルが指定されている。

のレベルの学生のみ履修可

， Ⅱのレベルの学生のみ履修可

， Ⅱ， のレベルの学生のみ履修可

， Ⅱのレベルの学生のみ履修可

― ―

●履修上の注意

・英語必修科目 単位分の単位認定を受けた場合は， 年次春学期からの履修も可とする。

・教員が異なれば（もしくは科目コードが異なれば），同じ科目名のものを重複して履修することができる。

・レベル指定されているものについては， ， のレベルに応じて履修すること。指定されていないものは，レベル

の目安を表示しているので，自身の判断で履修すること。

・ の は 年次生以降は，卒業要件に算入できる。 年次生以前が履修しても卒

業要件には算入されない。

・英文学科，英語学科の学生は履修可能だが，卒業要件に算入されないので注意すること。英文学科，英語学科の学

生は「 Ⅱ」のレベルとして扱う（ 上の語学レベルでは便宜上「 Ⅱ」と表記される）。

・国際教養学部，理工学部英語コースの学生は履修できない。

・看護学科の 年次生以降は全学共通科目の選択科目に 単位まで算入できるが， 年次生以前は卒業要件に算入

されない。
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― ―

●クロスリスト（学科が定める卒業要件に区分を指定することができる科目）

詳細は所属学科のページを参照すること。

学部・学科 科目名 組み入れ先の学科科目の要件

哲学科
学科選択科目

史学科

学科選択科目

国文学科

学科選択科目（その他）

ドイツ文学科

学科選択科目（ 群）

フランス文学科

学科選択科目（その他）

新聞学科 学科選択科目

― ―

学部・学科 科目名 組み入れ先の学科科目の要件

教育学科

学科選択科目

（学科選択科目に算入できる

語学科目 単位分とは別に計上する）

心理学科

学科選択科目

社会学科

学科選択科目

（学科選択科目に算入できる

語学科目 単位分とは別に計上する）
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●クロスリスト（学科が定める卒業要件に区分を指定することができる科目）

詳細は所属学科のページを参照すること。

学部・学科 科目名 組み入れ先の学科科目の要件

哲学科
学科選択科目

史学科

学科選択科目

国文学科

学科選択科目（その他）

ドイツ文学科

学科選択科目（ 群）

フランス文学科

学科選択科目（その他）

新聞学科 学科選択科目

― ―

学部・学科 科目名 組み入れ先の学科科目の要件

教育学科

学科選択科目

（学科選択科目に算入できる

語学科目 単位分とは別に計上する）

心理学科

学科選択科目

社会学科

学科選択科目

（学科選択科目に算入できる

語学科目 単位分とは別に計上する）
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― ―

学部・学科 科目名 組み入れ先の学科科目の要件

社会福祉学科

学科選択科目

（他学部・学科講義科目群（ 群））

看護学科

学科選択科目

法学部

学科科目選択 群

（左記科目のうち 単位まで）

経済学科 学科科目選択・分野 （ 群）

学科科目選択・分野 （ 群）

学科科目選択必修（ 群）

なお「経済学部・経済学英語特修プログラム」科目としても

組み入れる

経営学科

学科科目 群

理工学部 学科科目理工共通科目 群選択必修

科学技術英語（ 年次生以降対象）

― ―

）単位認定制度について（英文学科，英語学科，国際教養学部，理工学部英語コースを除く）

申請年度からさかのぼり 年以内に以下の試験を受験し，以下の認定基準を満たすスコアを取得している場合は，

所定の手続きを行うことにより，英語必修科目 単位分として認定される。また， 年次の春学期の履修登録修正期

間終了までに決裁を受けた場合， 年次春学期から選択科目を履修することができる。

〔認定基準〕

試験の種類 認定基準 本学における認定単位数

点

英語必修科目（ ・ ）

単位分

（本学主催に限る） 点

（ 技能）

※プレイスメント・テスト含む
点

（ 技能）

※ 含む
点

点

＊｢ （ 技能）」試験の結果については， のスコア合計が「 （ 技能）」試験の認定基準を満

たしていたとしても， の合計スコアで基準を満たしていない限り申請できない。

＊ ®は スコアのみ有効とする（ スコアは認められない）。

〔申請期間〕

・認定された 単位をもって卒業を希望する場合は，以下の期日までに申請手続きを行うこと。なお，期日を過ぎての受

付は一切行わないので，認定を考える者はスコア到着日も含め受験日をよく確認のうえ早めに受験すること。

月卒業希望者： 年 月 日（金） 迄

月卒業希望者： 年 月 日（金） 迄

・その他の場合，申請は随時受付するが，単位認定には ヶ月程度期間を要するため，認定された 単位を理由に履修中

止を考えている者は，春学期は 月 日 金 ，秋学期は 月 日 金 までに申請すること。それ以降の申請の場合，履

修中止までに間に合わない可能性もあるので十分注意すること。

〔申請方法〕

学事センター窓口にて，所定用紙「単位認定願（英語）」に記入し，各種試験のオフィシャルスコアのコピーを添え

て提出すること。ただし，プレイスメント・テストで 点以上，または で 点以上の学生が単位認定を申

請する場合，手続きにはオフィシャルスコアに代えて， の外国語検定試験の画面を印刷したものの提出も可と

する。

※ 年次生以降のプレイスメント・テストの結果および 年度以降に実施した は， の外国語検定

試験の画面で確認できる。

年度申請の有効スコア： 年 月以降受験のもの

〔その他〕

認定された場合は， 掲示板で呼出するので，必ず，学事センター窓口にて結果を確認すること。

認定を受けた学生は，その時点でレベルが「 Ⅱ」になる。提出後にレベルを下げることはできない。

英語必修科目の単位修得後の単位認定申請は受付しない。
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学部・学科 科目名 組み入れ先の学科科目の要件

社会福祉学科

学科選択科目

（他学部・学科講義科目群（ 群））

看護学科

学科選択科目

法学部

学科科目選択 群

（左記科目のうち 単位まで）

経済学科 学科科目選択・分野 （ 群）

学科科目選択・分野 （ 群）

学科科目選択必修（ 群）

なお「経済学部・経済学英語特修プログラム」科目としても

組み入れる

経営学科

学科科目 群

理工学部 学科科目理工共通科目 群選択必修

科学技術英語（ 年次生以降対象）

― ―

）単位認定制度について（英文学科，英語学科，国際教養学部，理工学部英語コースを除く）

申請年度からさかのぼり 年以内に以下の試験を受験し，以下の認定基準を満たすスコアを取得している場合は，

所定の手続きを行うことにより，英語必修科目 単位分として認定される。また， 年次の春学期の履修登録修正期

間終了までに決裁を受けた場合， 年次春学期から選択科目を履修することができる。

〔認定基準〕

試験の種類 認定基準 本学における認定単位数

点

英語必修科目（ ・ ）

単位分

（本学主催に限る） 点

（ 技能）

※プレイスメント・テスト含む
点

（ 技能）

※ 含む
点

点

＊｢ （ 技能）」試験の結果については， のスコア合計が「 （ 技能）」試験の認定基準を満

たしていたとしても， の合計スコアで基準を満たしていない限り申請できない。

＊ ®は スコアのみ有効とする（ スコアは認められない）。

〔申請期間〕

・認定された 単位をもって卒業を希望する場合は，以下の期日までに申請手続きを行うこと。なお，期日を過ぎての受

付は一切行わないので，認定を考える者はスコア到着日も含め受験日をよく確認のうえ早めに受験すること。

月卒業希望者： 年 月 日（金） 迄

月卒業希望者： 年 月 日（金） 迄

・その他の場合，申請は随時受付するが，単位認定には ヶ月程度期間を要するため，認定された 単位を理由に履修中

止を考えている者は，春学期は 月 日 金 ，秋学期は 月 日 金 までに申請すること。それ以降の申請の場合，履

修中止までに間に合わない可能性もあるので十分注意すること。

〔申請方法〕

学事センター窓口にて，所定用紙「単位認定願（英語）」に記入し，各種試験のオフィシャルスコアのコピーを添え

て提出すること。ただし，プレイスメント・テストで 点以上，または で 点以上の学生が単位認定を申

請する場合，手続きにはオフィシャルスコアに代えて， の外国語検定試験の画面を印刷したものの提出も可と

する。

※ 年次生以降のプレイスメント・テストの結果および 年度以降に実施した は， の外国語検定

試験の画面で確認できる。

年度申請の有効スコア： 年 月以降受験のもの

〔その他〕

認定された場合は， 掲示板で呼出するので，必ず，学事センター窓口にて結果を確認すること。

認定を受けた学生は，その時点でレベルが「 Ⅱ」になる。提出後にレベルを下げることはできない。

英語必修科目の単位修得後の単位認定申請は受付しない。
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― ―

〔単位認定を受けた場合の履修順序について〕

・ 年次抽選科目登録期間終了までに単位認定を受けた場合

年目 年目以降

選択科目（ Ⅱレベル） → 選択科目（ Ⅱレベル）

＊ ・ は履修免除とする（履修登録はできない）。

・ 年次春学期中に単位認定を受けた場合

年目 年目以降

（春） （ 単位）

（秋）選択科目（ Ⅱレベル）
→

選択科目

（ Ⅱレベル）

＊（秋） は履修免除とする。

は所定の期間内であれば履修中止も可。

・ 年次秋学期中に単位認定を受けた場合

年目 年目以降

（春） （ 単位）

（秋） （ 単位）

（秋）選択科目（ と同じレベル）

→
選択科目

（ Ⅱレベル）

＊（秋） は所定の期間内であれば履修中止も可。

）レベルアップについて

の修得後，下記の基準を満たすスコアを取得している場合は，学事センター窓口にて手続きを行うことにより，

次学期から のレベルを上げて履修することができる。なお，具体的な手続きについては， 掲示板（学事セ

ンター〔教務〕）で確認すること。

〔提出期限〕

秋学期に履修したい場合： 年 月 日（木）から 月 日（金）までの期間

春学期に履修したい場合： 年 月 日（火）から 月 日（月）までの期間

尚， でレベルアップの手続きを行った場合，レベル指定のある選択科目についてもレベルが変更となる（詳細は

を参照）。

各レベルのスコア基準 ※1

レベル 技能

※2

技能

※3， ※5 ※6

英検

ADVANCED Ⅱ 準 級

ADVANCED Ⅰ

INTERMEDIATE Ⅱ

Ⅰ 級

準 級

※ ：英検以外のスコアの有効期限は，いずれも提出時より 年以内に取得したものとする。

※ ：プレイスメント・テストについても 技能とみなす。

※ ： 技能は本学で実施した のスコアも使用可。

※ ： 技能の結果については， のスコア合計が 技能の認定基準を満たしていたとしても，

の合計スコアで基準を満たしていない限り申請できない。

※ ： は本学主催の試験以外のスコアでも可。

※ ： ®は スコアのみ有効とする（ スコアは認められない）。

― ―

（例）今学期の は のレベルだが，来学期の は INTERMEDIATE Ⅰのレベルで履修したい場合

→TEAP2 技能 ， 技能 ， ， ， ， ， ，英検

級以上のいずれかのスコアを取得し，スコアコピーを提出する。

【注意】

・レベルダウンのためのスコア提出は受付しない。

・一度レベルアップした後にその結果を取り消すことはできない。

・ ）の単位認定を受けた学生は，認定された時点でレベルが CED Ⅱとなるので，レベルアップの手続きをする

必要はない。

・レベル指定のない科目を履修する場合は，レベルアップの手続きは不要。

・ 年次生以前の看護学科の学生が，初級から中級へのレベルアップを希望する場合は，上記の「INTERMEDIATE Ⅱ」

のレベルを満たすスコアを提出すること。
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〔単位認定を受けた場合の履修順序について〕

・ 年次抽選科目登録期間終了までに単位認定を受けた場合

年目 年目以降

選択科目（ Ⅱレベル） → 選択科目（ Ⅱレベル）

＊ ・ は履修免除とする（履修登録はできない）。

・ 年次春学期中に単位認定を受けた場合

年目 年目以降

（春） （ 単位）

（秋）選択科目（ Ⅱレベル）
→

選択科目

（ Ⅱレベル）

＊（秋） は履修免除とする。

は所定の期間内であれば履修中止も可。

・ 年次秋学期中に単位認定を受けた場合

年目 年目以降

（春） （ 単位）

（秋） （ 単位）

（秋）選択科目（ と同じレベル）

→
選択科目

（ Ⅱレベル）

＊（秋） は所定の期間内であれば履修中止も可。

）レベルアップについて

の修得後，下記の基準を満たすスコアを取得している場合は，学事センター窓口にて手続きを行うことにより，

次学期から のレベルを上げて履修することができる。なお，具体的な手続きについては， 掲示板（学事セ

ンター〔教務〕）で確認すること。

〔提出期限〕

秋学期に履修したい場合： 年 月 日（木）から 月 日（金）までの期間

春学期に履修したい場合： 年 月 日（火）から 月 日（月）までの期間

尚， でレベルアップの手続きを行った場合，レベル指定のある選択科目についてもレベルが変更となる（詳細は

を参照）。

各レベルのスコア基準 ※1

レベル 技能

※2

技能

※3， ※5 ※6

英検

ADVANCED Ⅱ 準 級

ADVANCED Ⅰ

INTERMEDIATE Ⅱ

Ⅰ 級

準 級

※ ：英検以外のスコアの有効期限は，いずれも提出時より 年以内に取得したものとする。

※ ：プレイスメント・テストについても 技能とみなす。

※ ： 技能は本学で実施した のスコアも使用可。

※ ： 技能の結果については， のスコア合計が 技能の認定基準を満たしていたとしても，

の合計スコアで基準を満たしていない限り申請できない。

※ ： は本学主催の試験以外のスコアでも可。

※ ： ®は スコアのみ有効とする（ スコアは認められない）。

― ―

（例）今学期の は のレベルだが，来学期の は INTERMEDIATE Ⅰのレベルで履修したい場合

→TEAP2 技能 ， 技能 ， ， ， ， ， ，英検

級以上のいずれかのスコアを取得し，スコアコピーを提出する。

【注意】

・レベルダウンのためのスコア提出は受付しない。

・一度レベルアップした後にその結果を取り消すことはできない。

・ ）の単位認定を受けた学生は，認定された時点でレベルが CED Ⅱとなるので，レベルアップの手続きをする

必要はない。

・レベル指定のない科目を履修する場合は，レベルアップの手続きは不要。

・ 年次生以前の看護学科の学生が，初級から中級へのレベルアップを希望する場合は，上記の「INTERMEDIATE Ⅱ」

のレベルを満たすスコアを提出すること。
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― ―

英 語（看護学科 ・ 年次生） （ 年次生以降は を参照）

従来， 年次生以前の学生は看護英語（ 年次・ 年次）を履修することになっていたが， 年度より看護英語は全て

廃止となった。このため，卒業に必要な単位を修得し終えていない学生は，自身のレベルに見合った

， （ 年次生以降の必修科目）を の履修順序に従って履修すること。

履修方法について

これらの科目を履修する必要のある学生は， の履修時間帯にあるブロックのうち，学科の必修時間割等と重複の

ない（英語科目を登録可能な）ブロックをすべて所定のフォームに記入の上，各学期の授業期間開始日の前日までに

言語教育研究センター（ 号館 階）に提出し，クラスの指定を受けること。ただし，登録できるのは各学期 科目

単位 ，年間 科目 単位 までである。

）履修時間帯

時限／曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

・ のレベルを履修する学生は，「 ， 」（月・火・木・金の 時限（ ）

単位 学期）を履修すること。

・再履修，未履修者用科目として，秋学期の ，春学期の を少数ながら開講する（ただし を除

く）。学生は時間割上の都合がつけば，これらの科目を登録してよいこととする（但し，抽選科目である）。レベル

と時間割は を参照すること。

履修順序について

看護英語（ 年次）の単位を未修得の場合は， を修得後に を履修すること。看護英語（ 年次）の単位を未

修得の場合，履修の順序は問わない。ただし同科目名の場合，同一教員の科目は不可とする。

通常パターン

年目 年目

看護英語（ 年次）を 単位 → 看護英語（ 年次）（ 年次と同一レベル）を 単位

看護英語（ 年次・ 年次）の再履修が必要な場合

年目 年目

単位 を修得後， 単位 を履修 → または で 単位

を履修した場合は， （ 技能試験）を必ず受験すること。

受験日等の詳細は 月末までに 掲示板（学事センター［教務］）に掲載するので確認すること。また，授業内に

おいても教員から案内する。

レベルについて

プレイスメント・テストの結果に基づき，学生は「初級」「中級」いずれかのレベルに分けられているが， を看

護英語の読替科目として履修する場合は，プレイスメント・テストの結果に基づき，「 」から

「 Ⅱ」の レベルのうち，該当するレベルを言語教育研究センターが指定する。

初 級（ 年次）

ゆっくり話された英語を理解し，簡単な質問をしたり，答えたりすることができる。自分や家族，身

の回りのことがらについて簡単な英語で話すことができる。また，やさしい英文を読んだり，簡単な
文を書いたりすることができる。

初 級（ 年次） 一般的な日常場面で，英語を聞いて理解したり，話したりすることがなんとかできる。

中 級（ 年次・ 年次）
いろいろな場面で英語を聞いて理解したり話したりすることができ，英語で授業を受けたり学習する
こともそれほど苦ではない。

― ―

単位認定制度について

・申請方法，申請期間，申請基準は を参照すること。

・認定を受けた場合，看護英語（ 単位分）として認定される。

・既に 単位以上を修得済の学生が，残りの 単位分の読替科目として を履修中に認定を受けた場合，これを履修

中止することができる。

ただしその場合，下記の申請期限を守ること。

春学期： 月 日 金 迄 秋学期： 月 日 金 迄

選択科目について

看護学科生（ ～ 年次生）が選択科目を履修した場合，成績評価はつくが，卒業要件に算入されない。
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英 語（看護学科 ・ 年次生） （ 年次生以降は を参照）

従来， 年次生以前の学生は看護英語（ 年次・ 年次）を履修することになっていたが， 年度より看護英語は全て

廃止となった。このため，卒業に必要な単位を修得し終えていない学生は，自身のレベルに見合った

， （ 年次生以降の必修科目）を の履修順序に従って履修すること。

履修方法について

これらの科目を履修する必要のある学生は， の履修時間帯にあるブロックのうち，学科の必修時間割等と重複の

ない（英語科目を登録可能な）ブロックをすべて所定のフォームに記入の上，各学期の授業期間開始日の前日までに

言語教育研究センター（ 号館 階）に提出し，クラスの指定を受けること。ただし，登録できるのは各学期 科目

単位 ，年間 科目 単位 までである。

）履修時間帯

時限／曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

・ のレベルを履修する学生は，「 ， 」（月・火・木・金の 時限（ ）

単位 学期）を履修すること。

・再履修，未履修者用科目として，秋学期の ，春学期の を少数ながら開講する（ただし を除

く）。学生は時間割上の都合がつけば，これらの科目を登録してよいこととする（但し，抽選科目である）。レベル

と時間割は を参照すること。

履修順序について

看護英語（ 年次）の単位を未修得の場合は， を修得後に を履修すること。看護英語（ 年次）の単位を未

修得の場合，履修の順序は問わない。ただし同科目名の場合，同一教員の科目は不可とする。

通常パターン

年目 年目

看護英語（ 年次）を 単位 → 看護英語（ 年次）（ 年次と同一レベル）を 単位

看護英語（ 年次・ 年次）の再履修が必要な場合

年目 年目

単位 を修得後， 単位 を履修 → または で 単位

を履修した場合は， （ 技能試験）を必ず受験すること。

受験日等の詳細は 月末までに 掲示板（学事センター［教務］）に掲載するので確認すること。また，授業内に

おいても教員から案内する。

レベルについて

プレイスメント・テストの結果に基づき，学生は「初級」「中級」いずれかのレベルに分けられているが， を看

護英語の読替科目として履修する場合は，プレイスメント・テストの結果に基づき，「 」から

「 Ⅱ」の レベルのうち，該当するレベルを言語教育研究センターが指定する。

初 級（ 年次）

ゆっくり話された英語を理解し，簡単な質問をしたり，答えたりすることができる。自分や家族，身

の回りのことがらについて簡単な英語で話すことができる。また，やさしい英文を読んだり，簡単な
文を書いたりすることができる。

初 級（ 年次） 一般的な日常場面で，英語を聞いて理解したり，話したりすることがなんとかできる。

中 級（ 年次・ 年次）
いろいろな場面で英語を聞いて理解したり話したりすることができ，英語で授業を受けたり学習する
こともそれほど苦ではない。

― ―

単位認定制度について

・申請方法，申請期間，申請基準は を参照すること。

・認定を受けた場合，看護英語（ 単位分）として認定される。

・既に 単位以上を修得済の学生が，残りの 単位分の読替科目として を履修中に認定を受けた場合，これを履修

中止することができる。

ただしその場合，下記の申請期限を守ること。

春学期： 月 日 金 迄 秋学期： 月 日 金 迄

選択科目について

看護学科生（ ～ 年次生）が選択科目を履修した場合，成績評価はつくが，卒業要件に算入されない。
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― ―

初習言語（全般）

初習言語とは，英語･日本語以外の外国語，すなわちドイツ語，フランス語，イスパニア語，イタリア語，中国語，コ

リア語，ロシア語，（ブラジル）ポルトガル語，ラテン語，インドネシア語，フィリピン語，アラビア語，タイ語，ペル

シア語，カンボジア語，ビルマ語，トルコ語，ベトナム語，ヒンディー語，スワヒリ語の 言語を指す。

卒業要件となる言語は学科によって異なる（詳細は ～ 参照）。なお，文学部および外国語学部の学生で，自学科

の専攻として学んでいる言語は履修できない。

【重要】

初習言語とは，文字通り大学で初めて学習する言語のことである。よって，大学入学以前にその言語の学習経験や

使用経験がある者の中で，本学で開講する初習言語のレベルの範囲や到達目標に合致しない場合は，その言語を履修

することはできない。許可なく不適切なレベルで履修登録を行った場合は，学期途中であっても履修登録を削除する。

以下に該当する者で，当該言語の履修を希望する場合は，必ず各学期の初めに行うレベルアップ面接（ 参照）

にて適切なレベル判定を受けること。レベルアップ面接に出席できなかった場合，その学期の当該言語の履修登録は

できない。レベルアップ面接を行わない言語（ロシア語，ポルトガル語，ラテン語，アジア・アフリカ諸語）につい

ては，初回授業より前に言語教育研究センター（ 号館 階）に相談すること。

・大学入学以前に当該言語を学習したことがある者。

・家族に当該言語の話者がおり，日常的に当該言語に接している者。または使用している者。

・当該言語が使用されている地域での生活経験や留学経験がある者。

・その他の理由で当該言語を使用することが初めてではない者。

なお，ドイツ語・フランス語・イスパニア語・イタリア語は検定試験の結果でレベルアップ（ 参照）を行うこ

ともできる。

） 履修登録の前に

語学科目の「必修科目」もしくは「選択必修科目」として初習言語を履修する場合，履修する言語を つ決め「自

言語登録」を行う必要がある。自言語登録を行わない場合，抽選科目へのエントリーはできない。

なお，「選択科目」として抽選科目を登録する場合は，抽選エントリー期間の終了後の先着順登録以降にしか登録

できない（抽選科目登録の流れについては，履修要覧〔ガイド・資料編〕 参照）。

） 履修できる単位数について

言語につき，各学期 単位を上限とする。ただし，上級科目・オプション科目・海外短期語学講座はこれに含まな

い。上級科目を必修科目・選択必修科目として 学期 単位を超えて履修する場合は，履修登録期間中に学事センター

で手続きを行うこと。また，同学期中に複数の言語を同時に履修することができる。

） 科目のレベルについて

●ドイツ語・フランス語・イスパニア語・イタリア語・中国語・コリア語

ドイツ語・フランス語・イスパニア語・中国語・コリア語は 年度まで，イタリア語は 年度まで，初級・中

級・上級の つのレベルに分けられていたが，現在 言語については，レベル ～ の つのレベルに分けられている。

原則として，レベル から履修を始め，所定の科目を修得した場合，次学期から次のレベルに進む。履修順序につい

ては， ～ を参照すること。

・レベルアップについて

大学入学以前に当該言語を学習したことがある者（既習者）や，当該言語を使用したことのある者は，必ず次ペー

ジの手続きを行うこと。長期休暇中に海外短期語学講座を履修する等して，指定されたレベルより上のレベルの履修

を希望する者も，必ず次ページの手続きを行うこと。

― ―

＜レベルアップ面接＞

・各学期の初めに行うレベルアップ面接を受け，判定されたレベルから履修を始めること。

・レベルアップ面接の日程は，各学期の履修登録前に 掲示板（言語教育研究センター）に掲示する。

・一度受けた面接の結果を取り消すことはできない。また，レベルダウンのための面接は受け付けない。

・「レベル 」の科目は開講数が少ないため，時間割によっては希望する期間内に履修できない場合がある。卒業まで

に必要な単位数を確認のうえ，履修計画を立てること。

＜検定試験でのレベルアップ＞

下表に示す検定試験のいずれかの合格証明書のコピーを所定の期間中に提出し，レベルアップの手続きを行うこと。

なお，具体的な手続きについては， 掲示板（学事センター〔教務〕）に掲示する。

履修

可能な

レベル

ドイツ語 フランス語 イスパニア語 イタリア語

・ドイツ語技能検定

試験 級

・ｹﾞｰﾃ･ｲﾝｽﾃｨﾄｩｰﾄの

検定試験

・実用フランス語技能検定

試験 級

・

・

・実用イタリア語

検定試験 級

・ イタリア語

検定試験

・ イタリア語

検定試験

・ドイツ語技能検定

試験 級

・実用フランス語技能検定

試験 級

・

・

・実用イタリア語

検定試験 級

・ イタリア語

検定試験

・ イタリア語

検定試験

・ドイツ語技能検定

試験 級

【注意】

・一度レベルアップした後にその結果を取り消すことはできない。

・レベルダウンのための検定試験の提出は受け付けない。

・「レベル 」の科目は開講数が少ないため，時間割によっては希望する期間内に履修できない場合がある。卒業までに

必要な単位数を確認のうえ，履修計画を立てること。

・履修可能なレベル「 」に記載の検定試験の級・レベルを超えている者は各学期の初めに行うレベルアップ面接を受

けること。

●その他の言語

初級・中級・上級の つのレベルに分けられている（中級・上級のない言語もある）。原則として，初級から履修を

始め，初級科目を 単位（タイ語・ペルシア語・カンボジア語・スワヒリ語は 単位）修得した場合，次学期から中級

科目に進む。履修順序については， ～ を参照すること。

大学入学以前に当該言語を学習したことがある者（既習者）や，当該言語を使用したことのある者は，初回授業よ

り前に言語教育研究センター（ 号館 階）に相談すること。授業担当教員が妥当と認めた場合は，中級以上から履修

を始めることもできる。中級以上のレベルから履修を始める場合は，履修登録期間中に学事センターにて手続きを行

うこと。レベルアップをする場合，言語によっては卒業に必要な単位数が揃わないことがあるので，単位数を各言語

のページで確認すること。当該言語のレベルの範囲や到達目標に合致しない場合は，その言語を履修することはでき

ない。

─ 133 ── 132 ─

05_学科科目（14年次以降）.indd   132 2020/03/13   15:20:01



語
学
科
目

に
つ
い
て
学
科
別
履
修

指
定
言
語

英

語
初
習
言
語

（
全
般
）

ロ
シ
ア
語
・

（
ブ
ラ
ジ
ル
）

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

ラ
テ
ン
語
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
諸
語

履
修
科
目

対
応
表
日
本
語
・

翻
訳
科
目
海
外
短
期

語
学
講
座
交
換
留
学

海
外
英
語

集
中
講
座
開
講
科
目

担
当
表

ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

イ
ス
パ
ニ
ア
語
・
イ
タ
リ
ア
語
・

中
国
語
・
コ
リ
ア
語

― ―

初習言語（全般）

初習言語とは，英語･日本語以外の外国語，すなわちドイツ語，フランス語，イスパニア語，イタリア語，中国語，コ

リア語，ロシア語，（ブラジル）ポルトガル語，ラテン語，インドネシア語，フィリピン語，アラビア語，タイ語，ペル

シア語，カンボジア語，ビルマ語，トルコ語，ベトナム語，ヒンディー語，スワヒリ語の 言語を指す。

卒業要件となる言語は学科によって異なる（詳細は ～ 参照）。なお，文学部および外国語学部の学生で，自学科

の専攻として学んでいる言語は履修できない。

【重要】

初習言語とは，文字通り大学で初めて学習する言語のことである。よって，大学入学以前にその言語の学習経験や

使用経験がある者の中で，本学で開講する初習言語のレベルの範囲や到達目標に合致しない場合は，その言語を履修

することはできない。許可なく不適切なレベルで履修登録を行った場合は，学期途中であっても履修登録を削除する。

以下に該当する者で，当該言語の履修を希望する場合は，必ず各学期の初めに行うレベルアップ面接（ 参照）

にて適切なレベル判定を受けること。レベルアップ面接に出席できなかった場合，その学期の当該言語の履修登録は

できない。レベルアップ面接を行わない言語（ロシア語，ポルトガル語，ラテン語，アジア・アフリカ諸語）につい

ては，初回授業より前に言語教育研究センター（ 号館 階）に相談すること。

・大学入学以前に当該言語を学習したことがある者。

・家族に当該言語の話者がおり，日常的に当該言語に接している者。または使用している者。

・当該言語が使用されている地域での生活経験や留学経験がある者。

・その他の理由で当該言語を使用することが初めてではない者。

なお，ドイツ語・フランス語・イスパニア語・イタリア語は検定試験の結果でレベルアップ（ 参照）を行うこ

ともできる。

） 履修登録の前に

語学科目の「必修科目」もしくは「選択必修科目」として初習言語を履修する場合，履修する言語を つ決め「自

言語登録」を行う必要がある。自言語登録を行わない場合，抽選科目へのエントリーはできない。

なお，「選択科目」として抽選科目を登録する場合は，抽選エントリー期間の終了後の先着順登録以降にしか登録

できない（抽選科目登録の流れについては，履修要覧〔ガイド・資料編〕 参照）。

） 履修できる単位数について

言語につき，各学期 単位を上限とする。ただし，上級科目・オプション科目・海外短期語学講座はこれに含まな

い。上級科目を必修科目・選択必修科目として 学期 単位を超えて履修する場合は，履修登録期間中に学事センター

で手続きを行うこと。また，同学期中に複数の言語を同時に履修することができる。

） 科目のレベルについて

●ドイツ語・フランス語・イスパニア語・イタリア語・中国語・コリア語

ドイツ語・フランス語・イスパニア語・中国語・コリア語は 年度まで，イタリア語は 年度まで，初級・中

級・上級の つのレベルに分けられていたが，現在 言語については，レベル ～ の つのレベルに分けられている。

原則として，レベル から履修を始め，所定の科目を修得した場合，次学期から次のレベルに進む。履修順序につい

ては， ～ を参照すること。

・レベルアップについて

大学入学以前に当該言語を学習したことがある者（既習者）や，当該言語を使用したことのある者は，必ず次ペー

ジの手続きを行うこと。長期休暇中に海外短期語学講座を履修する等して，指定されたレベルより上のレベルの履修

を希望する者も，必ず次ページの手続きを行うこと。

― ―

＜レベルアップ面接＞

・各学期の初めに行うレベルアップ面接を受け，判定されたレベルから履修を始めること。

・レベルアップ面接の日程は，各学期の履修登録前に 掲示板（言語教育研究センター）に掲示する。

・一度受けた面接の結果を取り消すことはできない。また，レベルダウンのための面接は受け付けない。

・「レベル 」の科目は開講数が少ないため，時間割によっては希望する期間内に履修できない場合がある。卒業まで

に必要な単位数を確認のうえ，履修計画を立てること。

＜検定試験でのレベルアップ＞

下表に示す検定試験のいずれかの合格証明書のコピーを所定の期間中に提出し，レベルアップの手続きを行うこと。

なお，具体的な手続きについては， 掲示板（学事センター〔教務〕）に掲示する。

履修

可能な

レベル

ドイツ語 フランス語 イスパニア語 イタリア語

・ドイツ語技能検定

試験 級

・ｹﾞｰﾃ･ｲﾝｽﾃｨﾄｩｰﾄの

検定試験

・実用フランス語技能検定

試験 級

・

・

・実用イタリア語

検定試験 級

・ イタリア語

検定試験

・ イタリア語

検定試験

・ドイツ語技能検定

試験 級

・実用フランス語技能検定

試験 級

・

・

・実用イタリア語

検定試験 級

・ イタリア語

検定試験

・ イタリア語

検定試験

・ドイツ語技能検定

試験 級

【注意】

・一度レベルアップした後にその結果を取り消すことはできない。

・レベルダウンのための検定試験の提出は受け付けない。

・「レベル 」の科目は開講数が少ないため，時間割によっては希望する期間内に履修できない場合がある。卒業までに

必要な単位数を確認のうえ，履修計画を立てること。

・履修可能なレベル「 」に記載の検定試験の級・レベルを超えている者は各学期の初めに行うレベルアップ面接を受

けること。

●その他の言語

初級・中級・上級の つのレベルに分けられている（中級・上級のない言語もある）。原則として，初級から履修を

始め，初級科目を 単位（タイ語・ペルシア語・カンボジア語・スワヒリ語は 単位）修得した場合，次学期から中級

科目に進む。履修順序については， ～ を参照すること。

大学入学以前に当該言語を学習したことがある者（既習者）や，当該言語を使用したことのある者は，初回授業よ

り前に言語教育研究センター（ 号館 階）に相談すること。授業担当教員が妥当と認めた場合は，中級以上から履修

を始めることもできる。中級以上のレベルから履修を始める場合は，履修登録期間中に学事センターにて手続きを行

うこと。レベルアップをする場合，言語によっては卒業に必要な単位数が揃わないことがあるので，単位数を各言語

のページで確認すること。当該言語のレベルの範囲や到達目標に合致しない場合は，その言語を履修することはでき

ない。

─ 133 ── 132 ─

05_学科科目（14年次以降）.indd   133 2020/03/13   15:20:02



― ―

） 単位を修得できなかった場合

卒業に必要な科目で単位を修得できなかった場合，履修順序は以下のとおりとなる。

●ドイツ語・フランス語・イスパニア語・イタリア語・中国語・コリア語

不合格だった場合，次の学期に前学期と同じ科目を履修すること。教員は前学期と同じでも，異なってもよい。

例 学期目の総合 初級が不合格だった場合，①または②のパターンで履修する。

①

学期目 学期目 学期目 学期目 学期目

総合 初級

不合格
総合 初級 総合 初級 総合 中級 総合 中級

②

学期目 学期目 学期目 学期目 学期目 学期目

総合 初級

不合格
履修せず 総合 初級 総合 初級 総合 中級 総合 中級

※①の方が早く修得し終わるが， 学期目が秋学期の場合，「総合 （初級）」の開講数が少ないため，時間割の都合

上，履修できない場合がある。その場合は②のパターンで履修すること。

●その他の言語

不合格だった場合，同じ科目が開講される学期まで履修できない。また，中級を履修するためには，初級を 単位

（タイ語・ペルシア語・カンボジア語・スワヒリ語は 単位）修得し終えなければならない。

例 ） 学期目の初級が片方不合格だった場合

年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期

初級Ⅰ 初級Ⅰ 履修できない 履修できない 中級Ⅰ 中級Ⅰ

初級Ⅱ

不合格
履修できない 初級Ⅱ 初級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ

例 ） 学期目の初級が両方とも不合格だった場合

年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期

初級Ⅰ

不合格
履修できない 初級Ⅰ 初級Ⅰ 中級Ⅰ 中級Ⅰ

初級Ⅱ

不合格
履修できない 初級Ⅱ 初級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ

例 ） 学期目の初級が片方不合格だった場合

年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期

初級Ⅰ 初級Ⅰ 履修できない 履修できない 中級Ⅰ 中級Ⅰ

初級Ⅱ
初級Ⅱ

不合格
履修できない 初級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ

例 ） 学期目の初級が両方とも不合格だった場合

年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期

初級Ⅰ
初級Ⅰ

不合格
履修できない 初級Ⅰ 中級Ⅰ 中級Ⅰ

初級Ⅱ
初級Ⅱ

不合格
履修できない 初級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ

― ―

）履修モデル

初習言語は，各学生の目標や学習スタイルに合わせて履修計画を組めるよう設計されている。各自，目標を設

定し，効率よく学べるよう履修計画を立てて学習すること。

なお，言語別／目的別の履修モデルについては言語教育研究センターのウェブサイトで紹介している。

） 年度以前に入学した学生へ

・ 年度に，ドイツ語・フランス語・イスパニア語・中国語・コリア語の初級・中級科目においてカリキュラム変

更を行っており，旧科目の履修者（再履修者）用の科目は， 年度をもって廃止となった。

従って， 年度以前に履修を始めた上記語学科目において，順当に単位を修めていない場合， 年度には指定

された科目を履修しなければならない。詳細は，各言語のページを参照するとともに， 以降の「履修科目対応

表」を確認すること。

・過去に 単位科目（○○語中級 や ）で中級科目 単位を修得し終わった ～ 年次生は，ドイツ語，フランス

語，イスパニア語については新しい総合科目（中級）も選択科目として履修できる。登録希望の学生は，履修登録

期間中に言語教育研究センター窓口に申し出ること。

） 年度以前に入学した学生へ

・ 年度に，イタリア語の初級・中級科目においてカリキュラム変更を行った。従って， 年度以前に履修を始

めたイタリア語科目において，順当に単位を修めていない場合， 年度には指定された科目を履修しなければな

らない。詳細は，イタリア語のページを参照するとともに， ～ の「履修科目対応表」を確認すること。
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） 単位を修得できなかった場合

卒業に必要な科目で単位を修得できなかった場合，履修順序は以下のとおりとなる。

●ドイツ語・フランス語・イスパニア語・イタリア語・中国語・コリア語

不合格だった場合，次の学期に前学期と同じ科目を履修すること。教員は前学期と同じでも，異なってもよい。

例 学期目の総合 初級が不合格だった場合，①または②のパターンで履修する。

①

学期目 学期目 学期目 学期目 学期目

総合 初級

不合格
総合 初級 総合 初級 総合 中級 総合 中級

②

学期目 学期目 学期目 学期目 学期目 学期目

総合 初級

不合格
履修せず 総合 初級 総合 初級 総合 中級 総合 中級

※①の方が早く修得し終わるが， 学期目が秋学期の場合，「総合 （初級）」の開講数が少ないため，時間割の都合

上，履修できない場合がある。その場合は②のパターンで履修すること。

●その他の言語

不合格だった場合，同じ科目が開講される学期まで履修できない。また，中級を履修するためには，初級を 単位

（タイ語・ペルシア語・カンボジア語・スワヒリ語は 単位）修得し終えなければならない。

例 ） 学期目の初級が片方不合格だった場合

年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期

初級Ⅰ 初級Ⅰ 履修できない 履修できない 中級Ⅰ 中級Ⅰ

初級Ⅱ

不合格
履修できない 初級Ⅱ 初級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ

例 ） 学期目の初級が両方とも不合格だった場合

年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期

初級Ⅰ

不合格
履修できない 初級Ⅰ 初級Ⅰ 中級Ⅰ 中級Ⅰ

初級Ⅱ

不合格
履修できない 初級Ⅱ 初級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ

例 ） 学期目の初級が片方不合格だった場合

年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期

初級Ⅰ 初級Ⅰ 履修できない 履修できない 中級Ⅰ 中級Ⅰ

初級Ⅱ
初級Ⅱ

不合格
履修できない 初級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ

例 ） 学期目の初級が両方とも不合格だった場合

年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期 年目春学期 年目秋学期

初級Ⅰ
初級Ⅰ

不合格
履修できない 初級Ⅰ 中級Ⅰ 中級Ⅰ

初級Ⅱ
初級Ⅱ

不合格
履修できない 初級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ

― ―

）履修モデル

初習言語は，各学生の目標や学習スタイルに合わせて履修計画を組めるよう設計されている。各自，目標を設

定し，効率よく学べるよう履修計画を立てて学習すること。

なお，言語別／目的別の履修モデルについては言語教育研究センターのウェブサイトで紹介している。

） 年度以前に入学した学生へ

・ 年度に，ドイツ語・フランス語・イスパニア語・中国語・コリア語の初級・中級科目においてカリキュラム変

更を行っており，旧科目の履修者（再履修者）用の科目は， 年度をもって廃止となった。

従って， 年度以前に履修を始めた上記語学科目において，順当に単位を修めていない場合， 年度には指定

された科目を履修しなければならない。詳細は，各言語のページを参照するとともに， 以降の「履修科目対応

表」を確認すること。

・過去に 単位科目（○○語中級 や ）で中級科目 単位を修得し終わった ～ 年次生は，ドイツ語，フランス

語，イスパニア語については新しい総合科目（中級）も選択科目として履修できる。登録希望の学生は，履修登録

期間中に言語教育研究センター窓口に申し出ること。

） 年度以前に入学した学生へ

・ 年度に，イタリア語の初級・中級科目においてカリキュラム変更を行った。従って， 年度以前に履修を始

めたイタリア語科目において，順当に単位を修めていない場合， 年度には指定された科目を履修しなければな

らない。詳細は，イタリア語のページを参照するとともに， ～ の「履修科目対応表」を確認すること。
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ドイツ語・フランス語・イスパニア語・イタリア語・中国語・コリア語

科目の種類について

大きく つの科目群に分けられている。

●コア科目

・科目名に「総合 （初級）」，「総合 （初級）」，「総合 （中級）」，「総合 （中級）」，「上級」，「 」と記載

されている科目。

・「必修科目」・「選択必修科目」としても，「選択科目」としても履修できる。

●オプション科目

・「ことばと文化」，「演習」，「検定対策」がある。

・「選択科目」としてのみ履修できる。

・詳細は 参照

初級・中級のコア科目の履修登録について

初級・中級のコア科目は週 回授業を行う。 年度より ・ 年次生は学部によって履修する時間帯を以下ブロッ

ク表のとおりに定めることとする（セメスター対応科目を除く）。学年や履修度によって登録できる期間やブロック

が異なるので，以下「履修登録手順」について確認のうえ，所定の期間中に履修登録を行うこと。

●履修登録手順

・ 年次生 ・ 年次生

「必修科目」・「選択必修科目」

として履修する言語※注

「選択科目」

として履修

する言語

「必修科目」・「選択必修科目」

として履修する言語※注

「選択科目」

として履修

する言語

①
抽選エントリー期間

※注

下表で指定されたブロック内の

科目をエントリーできる

エントリー

できない

すべてのブロック内の科目を

エントリーできる

エントリー

できない

②
抽選科目登録期間

（先着順）
下表で指定されたブロック内で残席のある科目※注 すべてのブロック内で残席のある科目※注

③ 履修登録修正期間 すべてのブロック内で残席のある科目※注

※注 ：エントリーの前に，「必修科目」・「選択必修科目」として履修する初習言語を つ決め，「自言語登録」を行う必要があ
る。

※注 ：「必修科目」・「選択必修科目」として必要な単位を修得し終えた言語をさらに履修する場合は，【「選択科目」として履修
する言語】を参照すること。

※注 ：希望する言語の抽選に外れた場合や空席がなかった場合で，「必修科目」・「選択必修科目」としての初習言語を変更する
際，「自言語」の変更を行うこと。

ブロック表

時限／曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

ブロック 学部分類

経済学部・理工学部※注

外国語学部

文学部

神学部・総合人間科学部・総合グローバル学部

法学部

※注 ： ブロックはイタリア語の中級科目を開講しないため，イタリア語の中級科目の履修を希望する者は ・ ・ ・ ブロックか
ら選ぶこと。

― ―

コア科目の履修について

●レベル から履修する場合（初学者の場合）

・レベル から始め，以下の履修順序で履修すること。

・「必修科目」・「選択必修科目」としても，「選択科目」としても履修できる。

・卒業に必要な単位が 単位の場合は， 学期間（＝ 年間）の履修が必要。 単位の場合は， 学期間（＝ 年間）の履

修が必要。

・「必修科目」・「選択必修科目」として当該言語を履修する場合， 学期目を 年次生の春学期とすることを推奨する。

秋学期から始めることもできるが，開講数が少ないため時間割の調整がつかない可能性がある。

・「選択科目」として履修する者は，春学期のみもしくは秋学期のみの履修も可。

・総合 ・ ・ ・ は同一教員でも，それぞれ異なる教員でも履修できる。

・同じ科目名のものは重複履修できない。

履修時期 レベル 科目 修得単位

学期目 総合 （初級） 単位 週 回

学期目 総合 （初級） 単位 週 回

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

●レベル 以上から履修する場合（既習者の場合）

・レベルアップ面接または検定試験でのレベルアップで許可を受けた者だけが，レベル 以上から履修を始めること

ができる（ 参照）。

・以下の履修順序で履修すること。

・「必修科目」・「選択必修科目」としても，「選択科目」としても履修できる。

・卒業に必要な単位が 単位の場合は，原則 学期間（＝ 年間）の履修が必要。 単位の場合は，原則 学期間（＝ 年

間）の履修が必要。

・春学期開講の「総合 （初級）」・「総合 （中級）」および秋学期開講の「総合 （中級）」は，開講数が少ないため時

間割の調整がつかない可能性があるので注意すること。

・「選択科目」として履修する者は，春学期のみもしくは秋学期のみの履修も可。

・総合 ・ ・ は同一教員でも，それぞれ異なる教員でも履修できる。

・同じ科目名のものは重複履修できない。ただし （ ）を除く上級科目については担

当教員が異なれば同じ科目名のものを履修できる。

・レベル の中での履修順序は問わない。

＜レベル から履修する場合＞

履修時期 レベル 科目 修得単位

学期目 総合 （初級） 単位 週 回

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

学期目
①上級 ～ ※注

②ADVANCED（ ） ～ ※注

① 単位 週 回

② 単位 週 回 ※注

＜レベル から履修する場合＞

履修時期 レベル 科目 修得単位

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

学期目 ①上級 ～ ※注

②ADVANCED（ ） ～ ※注

① 単位 週 回

② 単位 週 回 ※注学期目
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ドイツ語・フランス語・イスパニア語・イタリア語・中国語・コリア語

科目の種類について

大きく つの科目群に分けられている。

●コア科目

・科目名に「総合 （初級）」，「総合 （初級）」，「総合 （中級）」，「総合 （中級）」，「上級」，「 」と記載

されている科目。

・「必修科目」・「選択必修科目」としても，「選択科目」としても履修できる。

●オプション科目

・「ことばと文化」，「演習」，「検定対策」がある。

・「選択科目」としてのみ履修できる。

・詳細は 参照

初級・中級のコア科目の履修登録について

初級・中級のコア科目は週 回授業を行う。 年度より ・ 年次生は学部によって履修する時間帯を以下ブロッ

ク表のとおりに定めることとする（セメスター対応科目を除く）。学年や履修度によって登録できる期間やブロック

が異なるので，以下「履修登録手順」について確認のうえ，所定の期間中に履修登録を行うこと。

●履修登録手順

・ 年次生 ・ 年次生

「必修科目」・「選択必修科目」

として履修する言語※注

「選択科目」

として履修

する言語

「必修科目」・「選択必修科目」

として履修する言語※注

「選択科目」

として履修

する言語

①
抽選エントリー期間

※注

下表で指定されたブロック内の

科目をエントリーできる

エントリー

できない

すべてのブロック内の科目を

エントリーできる

エントリー

できない

②
抽選科目登録期間

（先着順）
下表で指定されたブロック内で残席のある科目※注 すべてのブロック内で残席のある科目※注

③ 履修登録修正期間 すべてのブロック内で残席のある科目※注

※注 ：エントリーの前に，「必修科目」・「選択必修科目」として履修する初習言語を つ決め，「自言語登録」を行う必要があ
る。

※注 ：「必修科目」・「選択必修科目」として必要な単位を修得し終えた言語をさらに履修する場合は，【「選択科目」として履修
する言語】を参照すること。

※注 ：希望する言語の抽選に外れた場合や空席がなかった場合で，「必修科目」・「選択必修科目」としての初習言語を変更する
際，「自言語」の変更を行うこと。

ブロック表

時限／曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

ブロック 学部分類

経済学部・理工学部※注

外国語学部

文学部

神学部・総合人間科学部・総合グローバル学部

法学部

※注 ： ブロックはイタリア語の中級科目を開講しないため，イタリア語の中級科目の履修を希望する者は ・ ・ ・ ブロックか
ら選ぶこと。

― ―

コア科目の履修について

●レベル から履修する場合（初学者の場合）

・レベル から始め，以下の履修順序で履修すること。

・「必修科目」・「選択必修科目」としても，「選択科目」としても履修できる。

・卒業に必要な単位が 単位の場合は， 学期間（＝ 年間）の履修が必要。 単位の場合は， 学期間（＝ 年間）の履

修が必要。

・「必修科目」・「選択必修科目」として当該言語を履修する場合， 学期目を 年次生の春学期とすることを推奨する。

秋学期から始めることもできるが，開講数が少ないため時間割の調整がつかない可能性がある。

・「選択科目」として履修する者は，春学期のみもしくは秋学期のみの履修も可。

・総合 ・ ・ ・ は同一教員でも，それぞれ異なる教員でも履修できる。

・同じ科目名のものは重複履修できない。

履修時期 レベル 科目 修得単位

学期目 総合 （初級） 単位 週 回

学期目 総合 （初級） 単位 週 回

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

●レベル 以上から履修する場合（既習者の場合）

・レベルアップ面接または検定試験でのレベルアップで許可を受けた者だけが，レベル 以上から履修を始めること

ができる（ 参照）。

・以下の履修順序で履修すること。

・「必修科目」・「選択必修科目」としても，「選択科目」としても履修できる。

・卒業に必要な単位が 単位の場合は，原則 学期間（＝ 年間）の履修が必要。 単位の場合は，原則 学期間（＝ 年

間）の履修が必要。

・春学期開講の「総合 （初級）」・「総合 （中級）」および秋学期開講の「総合 （中級）」は，開講数が少ないため時

間割の調整がつかない可能性があるので注意すること。

・「選択科目」として履修する者は，春学期のみもしくは秋学期のみの履修も可。

・総合 ・ ・ は同一教員でも，それぞれ異なる教員でも履修できる。

・同じ科目名のものは重複履修できない。ただし （ ）を除く上級科目については担

当教員が異なれば同じ科目名のものを履修できる。

・レベル の中での履修順序は問わない。

＜レベル から履修する場合＞

履修時期 レベル 科目 修得単位

学期目 総合 （初級） 単位 週 回

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

学期目
①上級 ～ ※注

②ADVANCED（ ） ～ ※注

① 単位 週 回

② 単位 週 回 ※注

＜レベル から履修する場合＞

履修時期 レベル 科目 修得単位

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

学期目 ①上級 ～ ※注

②ADVANCED（ ） ～ ※注

① 単位 週 回

② 単位 週 回 ※注学期目
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― ―

＜レベル から履修する場合＞

履修時期 レベル 科目 修得単位

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

学期目
①上級 ～ ※注

②ADVANCED（ ） ～ ※注

① 単位 週 回

② 単位 週 回 ※注
学期目

学期目

＜レベル から履修する場合＞

履修時期 レベル 科目 修得単位

学期目

①上級 ～ ※注

②ADVANCED（ ） ～ ※注

① 単位 週 回

② 単位 週 回 ※注

学期目

学期目

学期目

※注 ：フランス語は上級 ～ 。
※注 ： （ ） ～ はフランス語とイスパニア語のみ開講。
※注 ：「レベル 」の科目は開講数が少ないため，各学期の開講科目の中から履修すること。時間割によっては希望する期間

内に履修できない場合がある。卒業までに必要な単位数を確認のうえ，履修計画を立てること。

オプション科目の履修について

・「ことばと文化」，「演習」，「検定対策」がある。

・「選択科目」としてのみ履修できる（必修科目または選択必修科目とすることはできない）。全学共通科目の選択科

目として 単位まで算入することができる。また，学科によっては，学科科目の選択科目にも算入できる（ 参

照）。

・自分のレベルに該当する必要単位数分の科目を履修すること。

・当該言語を初めて履修する者は，レベル 対象の科目を履修すること。ただし，当該言語の「総合 （初級）」を同

時履修することが望ましい。

・春学期のみもしくは秋学期のみの履修も可。

・オプション科目については，担当教員が異なれば同じ科目名のものを重複履修できる。

ことばと文化 履修可能なレベル 修得単位

ドイツ語圏のことばと文化 ・ ※注

～ 単位 週 回

フランス語圏のことばと文化 ・ ※注

イスパニア語圏のことばと文化 ・ ※注

イタリアのことばと文化 ※注

中国語圏のことばと文化 ・ ※注

コリアのことばと文化 ・ ※注

※注 ：旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，重複履修可。
例）「フランス語演習Ⅱ フランス語圏の言語と文化 」（ 年度科目）と「フランス語圏のことばと文化 」（ 年

度以降の科目）は重複履修可。

演習 履修可能なレベル 修得単位

ドイツ語演習Ⅰ ・Ⅰ （文法・読解）※注

～

単位 週 回

フランス語演習Ⅰ ・Ⅰ （スキルアップ－文法）

フランス語演習Ⅰ ・Ⅰ （スキルアップ－発音・会話）

イスパニア語演習Ⅰ ・Ⅰ （スキルアップ）

ドイツ語演習Ⅱ ・Ⅱ （文法・読解）※注

～フランス語演習Ⅱ ・Ⅱ （スキルアップ）

イスパニア語演習Ⅱ ・Ⅱ （スキルアップ）

※注 ：旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，重複履修可。
例）「ドイツ語演習Ⅰ 文法 」（ 年度科目）・「ドイツ語演習Ⅰ 読解 」（ 年度科目）と「ドイツ語演習Ⅰ 文法・

読解 」（ 年度以降の科目）は重複履修可。

検定対策 ※注 履修可能なレベル 修得単位

ドイツ語検定対策Ⅱ ・Ⅱ

～ 単位 週 回フランス語検定対策Ⅱ ・Ⅱ

中国語検定対策Ⅱ ・Ⅱ

※注 ： 年次生以前が「検定対策科目」を履修する場合，初習言語で開講している全ての検定対策科目をあわせて 単位まで，
全学共通科目の選択科目として算入可能な 単位にのみ算入することができる。

― ―

ロシア語・ ブラジル ポルトガル語

・「必修科目」・「選択必修科目」としても，「選択科目」としても履修できる。

・初学者の場合，初級から始め，以下の履修順序で履修すること。

・初級科目 単位を修得した場合，次年度に中級科目に進むことができる。初級・中級科目は 単位を超えて履修すること

はできない。

・卒業に必要な単位が 単位の場合は， 学期間（＝ 年間）の履修が必要。 単位の場合は， 学期間（＝ 年間）の履修が

必要。

・開講科目が少ないため，時間割の都合で 年間または 年間で履修できない可能性もある。

・秋学期は，春学期で修得した科目の「 」の続きの科目「 」を履修しなければならない。

・同じ科目名のものは重複履修できない。

●科目の種類および履修順序

履修時期 科目 修得単位

年目

春学期

初級Ⅰ

週 回 単位

初級Ⅱ

年目

秋学期

初級Ⅰ

初級Ⅱ

年目

春学期

中級Ⅰ

中級Ⅱ

年目

秋学期

中級Ⅰ

中級Ⅱ

中級科目を 単位修得した者は，外国語学部（ロシア語学科）の開講科目，ポルトガル語学科の学科科目のうち，以下

に記載された科目を語学科目として履修することができる。

履修を希望する者は，履修登録期間中に学事センター語学科目担当へ成績証明書と願書（自由書式）を提出すること。

願書を提出しない場合，語学科目として履修することができない。履修登録期間終了後は語学科目への変更手続き等は一

切できないので注意すること。

科目コード 授業科目 単位 備考

ロシア語文法研究 外国語学部開講科目

ロシア語文法研究 外国語学部開講科目

ロシア語文献研究Ａ 外国語学部開講科目

ロシア語文献研究Ａ 外国語学部開講科目

ロシア語アクティヴ・コミュニケーション 外国語学部開講科目

ロシア語アクティヴ・コミュニケーション 外国語学部開講科目

ロシア語原書講読 外国語学部開講科目

ロシア語原書講読 外国語学部開講科目

現代ロシア語研究 外国語学部開講科目

現代ロシア語研究 外国語学部開講科目

現代ロシア語研究 外国語学部開講科目

現代ロシア語研究 外国語学部開講科目

ロシア語文献研究 外国語学部開講科目

ロシア語文献研究 外国語学部開講科目

ロシア語表現法 外国語学部開講科目

ロシア語翻訳研究 外国語学部開講科目

ロシア語翻訳研究 外国語学部開講科目

ロシア語翻訳基礎研究 外国語学部開講科目

ロシア語翻訳基礎研究 外国語学部開講科目

ロシア語通訳法 ※注 外国語学部開講科目

総合ポルトガル語 ポルトガル語学科開講科目

総合ポルトガル語 ポルトガル語学科開講科目

総合ポルトガル語 ポルトガル語学科開講科目

総合ポルトガル語 ポルトガル語学科開講科目

※注 ：入門履修済者は履修不可
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＜レベル から履修する場合＞

履修時期 レベル 科目 修得単位

学期目 総合 （中級） 単位 週 回

学期目
①上級 ～ ※注

②ADVANCED（ ） ～ ※注

① 単位 週 回

② 単位 週 回 ※注
学期目

学期目

＜レベル から履修する場合＞

履修時期 レベル 科目 修得単位

学期目

①上級 ～ ※注

②ADVANCED（ ） ～ ※注

① 単位 週 回

② 単位 週 回 ※注

学期目

学期目

学期目

※注 ：フランス語は上級 ～ 。
※注 ： （ ） ～ はフランス語とイスパニア語のみ開講。
※注 ：「レベル 」の科目は開講数が少ないため，各学期の開講科目の中から履修すること。時間割によっては希望する期間

内に履修できない場合がある。卒業までに必要な単位数を確認のうえ，履修計画を立てること。

オプション科目の履修について

・「ことばと文化」，「演習」，「検定対策」がある。

・「選択科目」としてのみ履修できる（必修科目または選択必修科目とすることはできない）。全学共通科目の選択科

目として 単位まで算入することができる。また，学科によっては，学科科目の選択科目にも算入できる（ 参

照）。

・自分のレベルに該当する必要単位数分の科目を履修すること。

・当該言語を初めて履修する者は，レベル 対象の科目を履修すること。ただし，当該言語の「総合 （初級）」を同

時履修することが望ましい。

・春学期のみもしくは秋学期のみの履修も可。

・オプション科目については，担当教員が異なれば同じ科目名のものを重複履修できる。

ことばと文化 履修可能なレベル 修得単位

ドイツ語圏のことばと文化 ・ ※注

～ 単位 週 回

フランス語圏のことばと文化 ・ ※注

イスパニア語圏のことばと文化 ・ ※注

イタリアのことばと文化 ※注

中国語圏のことばと文化 ・ ※注

コリアのことばと文化 ・ ※注

※注 ：旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，重複履修可。
例）「フランス語演習Ⅱ フランス語圏の言語と文化 」（ 年度科目）と「フランス語圏のことばと文化 」（ 年

度以降の科目）は重複履修可。

演習 履修可能なレベル 修得単位

ドイツ語演習Ⅰ ・Ⅰ （文法・読解）※注

～

単位 週 回

フランス語演習Ⅰ ・Ⅰ （スキルアップ－文法）

フランス語演習Ⅰ ・Ⅰ （スキルアップ－発音・会話）

イスパニア語演習Ⅰ ・Ⅰ （スキルアップ）

ドイツ語演習Ⅱ ・Ⅱ （文法・読解）※注

～フランス語演習Ⅱ ・Ⅱ （スキルアップ）

イスパニア語演習Ⅱ ・Ⅱ （スキルアップ）

※注 ：旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，重複履修可。
例）「ドイツ語演習Ⅰ 文法 」（ 年度科目）・「ドイツ語演習Ⅰ 読解 」（ 年度科目）と「ドイツ語演習Ⅰ 文法・

読解 」（ 年度以降の科目）は重複履修可。

検定対策 ※注 履修可能なレベル 修得単位

ドイツ語検定対策Ⅱ ・Ⅱ

～ 単位 週 回フランス語検定対策Ⅱ ・Ⅱ

中国語検定対策Ⅱ ・Ⅱ

※注 ： 年次生以前が「検定対策科目」を履修する場合，初習言語で開講している全ての検定対策科目をあわせて 単位まで，
全学共通科目の選択科目として算入可能な 単位にのみ算入することができる。

― ―

ロシア語・ ブラジル ポルトガル語

・「必修科目」・「選択必修科目」としても，「選択科目」としても履修できる。

・初学者の場合，初級から始め，以下の履修順序で履修すること。

・初級科目 単位を修得した場合，次年度に中級科目に進むことができる。初級・中級科目は 単位を超えて履修すること

はできない。

・卒業に必要な単位が 単位の場合は， 学期間（＝ 年間）の履修が必要。 単位の場合は， 学期間（＝ 年間）の履修が

必要。

・開講科目が少ないため，時間割の都合で 年間または 年間で履修できない可能性もある。

・秋学期は，春学期で修得した科目の「 」の続きの科目「 」を履修しなければならない。

・同じ科目名のものは重複履修できない。

●科目の種類および履修順序

履修時期 科目 修得単位

年目

春学期

初級Ⅰ

週 回 単位

初級Ⅱ

年目

秋学期

初級Ⅰ

初級Ⅱ

年目

春学期

中級Ⅰ

中級Ⅱ

年目

秋学期

中級Ⅰ

中級Ⅱ

中級科目を 単位修得した者は，外国語学部（ロシア語学科）の開講科目，ポルトガル語学科の学科科目のうち，以下

に記載された科目を語学科目として履修することができる。

履修を希望する者は，履修登録期間中に学事センター語学科目担当へ成績証明書と願書（自由書式）を提出すること。

願書を提出しない場合，語学科目として履修することができない。履修登録期間終了後は語学科目への変更手続き等は一

切できないので注意すること。

科目コード 授業科目 単位 備考

ロシア語文法研究 外国語学部開講科目

ロシア語文法研究 外国語学部開講科目

ロシア語文献研究Ａ 外国語学部開講科目

ロシア語文献研究Ａ 外国語学部開講科目

ロシア語アクティヴ・コミュニケーション 外国語学部開講科目

ロシア語アクティヴ・コミュニケーション 外国語学部開講科目

ロシア語原書講読 外国語学部開講科目

ロシア語原書講読 外国語学部開講科目

現代ロシア語研究 外国語学部開講科目

現代ロシア語研究 外国語学部開講科目

現代ロシア語研究 外国語学部開講科目

現代ロシア語研究 外国語学部開講科目

ロシア語文献研究 外国語学部開講科目

ロシア語文献研究 外国語学部開講科目

ロシア語表現法 外国語学部開講科目

ロシア語翻訳研究 外国語学部開講科目

ロシア語翻訳研究 外国語学部開講科目

ロシア語翻訳基礎研究 外国語学部開講科目

ロシア語翻訳基礎研究 外国語学部開講科目

ロシア語通訳法 ※注 外国語学部開講科目

総合ポルトガル語 ポルトガル語学科開講科目

総合ポルトガル語 ポルトガル語学科開講科目

総合ポルトガル語 ポルトガル語学科開講科目

総合ポルトガル語 ポルトガル語学科開講科目

※注 ：入門履修済者は履修不可
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― ―

ラテン語（哲学科開講）

・「必修科目」・「選択必修科目」としても，「選択科目」としても履修できる。

・初学者の場合，初級から始め，以下の履修順序で履修すること。

・初級科目 単位を修得した場合，次年度に中級科目に進むことができる。初級・中級科目は 単位を超えて履修すること

はできない。

・卒業に必要な単位が 単位の場合は， 学期間（＝ 年間）の履修が必要。 単位の場合は， 学期間（＝ 年間）の履修が

必要。

・開講科目が少ないため，時間割の都合で 年間または 年間で履修できない可能性もある。

●科目の種類および履修順序

履修時期 科目 修得単位

年目

春学期
ラテン語Ⅰ

単位 週 回

年目

秋学期
ラテン語Ⅰ

年目

春学期
ラテン語Ⅱ

年目

秋学期
ラテン語Ⅱ

― ―

アジア･アフリカ諸語

・「必修科目」・「選択必修科目」としても，「選択科目」としても履修できる。

・初学者の場合，初級から始め，下表に定められた履修順序を守ること。

・開講科目が少ないため，時間割によっては希望する期間内に履修できない場合がある。卒業までに必要な単位数を確認

のうえ，履修計画を立てること。

・秋学期は，春学期で修得した科目「 」の続きの科目「 」を履修しなければならない。

●科目の種類および履修順序…全科目，週 回・ 単位

言語名 年目（春学期） 年目（秋学期） 年目（春学期） 年目（秋学期） 年目（春学期） 年目（秋学期）

レベル 初級 中級 上級

インドネシア語

初級
初級 ※
初級

しょきゅ

初級
初級 ※
初級

中級 中級 上級 上級

フィリピン語
初級文法
初級読本

初級文法
初級読本

中級 中級 上級 上級

アラビア語

初級
初級 ※
初級

しょきゅ

初級
初級 ※
初級

中級 中級 上級 上級

タイ語 初級 初級 中級 中級

ペルシア語 初級 初級 中級 中級

カンボジア語 初級 初級 中級 中級

ビルマ語 初級 初級

トルコ語 初級 初級

ベトナム語 初級 初級

ヒンディー語 初級 初級

スワヒリ語 初級 初級 中級 中級

＜注意事項＞

・※の科目を必修・選択必修として履修する場合，インドネシア語とアラビア語の初級科目は，原則として初級 ， ，

の 科目のうち 科目を選び，秋学期はその続きを履修すること（計 単位）。必修・選択必修または選択のどちらで履修

する場合でも，初級科目は 単位を超えて履修することができない。

・原則として，「 」の科目を履修するためには，「 」の単位を修得するか，それと同等の学力があることを前提とする。

・中級科目を履修するためには，初級科目を 単位（タイ語・ペルシア語・カンボジア語・スワヒリ語は 単位）修得する

か，それと同等の学力があることを前提とする。

・上級科目を履修するためには，中級科目の単位をすべて修得するか，それと同等の学力があることを前提とする。

・同じ科目名のものは重複履修できない。

＜ 年度までにインドネシア語またはアラビア語の初級科目の単位を修得し終えていない学生へ＞

年度より，インドネシア語とアラビア語の初級科目が 科目から 科目に変更になり，「初級文法」と「初級読本」

科目は，それぞれ「初級 」，「初級 」という名称に変更した（以下の科目対応表を確認すること）。

旧科目を修得済みの学生は，それに相当する新科目は履修できない。また旧科目の続き（「 」）を未修得の学生は，新

科目の「 」を履修すること。

科目対応表

新科目名称 旧科目名称 新科目名称 旧科目名称

インドネシア語初級 旧「インドネシア語初級文法 」 アラビア語初級 旧「アラビア語初級文法 」

インドネシア語初級 旧「インドネシア語初級文法 」 アラビア語初級 旧「アラビア語初級文法 」

インドネシア語初級 旧「インドネシア語初級読本 」 アラビア語初級 旧「アラビア語初級読本 」

インドネシア語初級 旧「インドネシア語初級読本 」 アラビア語初級 旧「アラビア語初級読本 」

インドネシア語初級 ※新設科目 アラビア語初級 ※新設科目

インドネシア語初級 ※新設科目 アラビア語初級 ※新設科目
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ラテン語（哲学科開講）

・「必修科目」・「選択必修科目」としても，「選択科目」としても履修できる。

・初学者の場合，初級から始め，以下の履修順序で履修すること。

・初級科目 単位を修得した場合，次年度に中級科目に進むことができる。初級・中級科目は 単位を超えて履修すること

はできない。

・卒業に必要な単位が 単位の場合は， 学期間（＝ 年間）の履修が必要。 単位の場合は， 学期間（＝ 年間）の履修が

必要。

・開講科目が少ないため，時間割の都合で 年間または 年間で履修できない可能性もある。

●科目の種類および履修順序

履修時期 科目 修得単位

年目

春学期
ラテン語Ⅰ

単位 週 回

年目

秋学期
ラテン語Ⅰ

年目

春学期
ラテン語Ⅱ

年目

秋学期
ラテン語Ⅱ

― ―

アジア･アフリカ諸語

・「必修科目」・「選択必修科目」としても，「選択科目」としても履修できる。

・初学者の場合，初級から始め，下表に定められた履修順序を守ること。

・開講科目が少ないため，時間割によっては希望する期間内に履修できない場合がある。卒業までに必要な単位数を確認

のうえ，履修計画を立てること。

・秋学期は，春学期で修得した科目「 」の続きの科目「 」を履修しなければならない。

●科目の種類および履修順序…全科目，週 回・ 単位

言語名 年目（春学期） 年目（秋学期） 年目（春学期） 年目（秋学期） 年目（春学期） 年目（秋学期）

レベル 初級 中級 上級

インドネシア語

初級
初級 ※
初級

しょきゅ

初級
初級 ※
初級

中級 中級 上級 上級

フィリピン語
初級文法
初級読本

初級文法
初級読本

中級 中級 上級 上級

アラビア語

初級
初級 ※
初級

しょきゅ

初級
初級 ※
初級

中級 中級 上級 上級

タイ語 初級 初級 中級 中級

ペルシア語 初級 初級 中級 中級

カンボジア語 初級 初級 中級 中級

ビルマ語 初級 初級

トルコ語 初級 初級

ベトナム語 初級 初級

ヒンディー語 初級 初級

スワヒリ語 初級 初級 中級 中級

＜注意事項＞

・※の科目を必修・選択必修として履修する場合，インドネシア語とアラビア語の初級科目は，原則として初級 ， ，

の 科目のうち 科目を選び，秋学期はその続きを履修すること（計 単位）。必修・選択必修または選択のどちらで履修

する場合でも，初級科目は 単位を超えて履修することができない。

・原則として，「 」の科目を履修するためには，「 」の単位を修得するか，それと同等の学力があることを前提とする。

・中級科目を履修するためには，初級科目を 単位（タイ語・ペルシア語・カンボジア語・スワヒリ語は 単位）修得する

か，それと同等の学力があることを前提とする。

・上級科目を履修するためには，中級科目の単位をすべて修得するか，それと同等の学力があることを前提とする。

・同じ科目名のものは重複履修できない。

＜ 年度までにインドネシア語またはアラビア語の初級科目の単位を修得し終えていない学生へ＞

年度より，インドネシア語とアラビア語の初級科目が 科目から 科目に変更になり，「初級文法」と「初級読本」

科目は，それぞれ「初級 」，「初級 」という名称に変更した（以下の科目対応表を確認すること）。

旧科目を修得済みの学生は，それに相当する新科目は履修できない。また旧科目の続き（「 」）を未修得の学生は，新

科目の「 」を履修すること。

科目対応表

新科目名称 旧科目名称 新科目名称 旧科目名称

インドネシア語初級 旧「インドネシア語初級文法 」 アラビア語初級 旧「アラビア語初級文法 」

インドネシア語初級 旧「インドネシア語初級文法 」 アラビア語初級 旧「アラビア語初級文法 」

インドネシア語初級 旧「インドネシア語初級読本 」 アラビア語初級 旧「アラビア語初級読本 」

インドネシア語初級 旧「インドネシア語初級読本 」 アラビア語初級 旧「アラビア語初級読本 」

インドネシア語初級 ※新設科目 アラビア語初級 ※新設科目

インドネシア語初級 ※新設科目 アラビア語初級 ※新設科目
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― ―

履修科目対応表（ ・ 年次生対象）ドイツ語

■ 年度までに，ドイツ語の単位を修得し終えていない者は，下表を参照し，必要な科目を履修すること。

・必修科目との時間割重複により，以下の表通りに履修できない場合は，履修登録期間中に言語教育研究センター窓口に

問い合わせること。

・春学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」，秋学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」は開講数が少ないため，時間

割の調整がつかない可能性があるので注意すること。

●初級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級総合（コミ） 総合 （初級） （総合 ） ※

初級総合（読解） 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級総合（コミ） 初級総合（コミ）

総合 （中級） 総合 （中級） ※初級総合（読解） 初級総合（読解）

初級 初級 初級 初級

●中級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級総合（コミ） 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級総合（コミ） 中級総合（コミ）
※ ※

中級 中級

※ 履修希望の学生は，所定の期間中に言語教育研究センター窓口にて申し出ること。希望に応じて超過単位の区分を全学共通の選択
（学科のカリキュラムによっては学科選択のいずれか）へ付け替える。なお，詳細は 掲示板（学事センター〔教務〕）で確
認すること。

※ 履修希望の学生は，履修登録期間中に にて各自登録すること。
※ 中級から履修を始め， 単位必要な学生は，残り必要単位数分を上級科目にて履修すること。

●上級

・必要単位数分を，上級（ ～ ）の中から履修すること。

・旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，同じアルファベットがついた科目を履修してもよい。

例）「ドイツ語上級 （コミュニケーション総合） ， 」 年度科目）と「ドイツ語上級 」（ 年度以降の科

目）は重複履修可。ただし，「ドイツ語上級 」は隔年開講のため， 年度は開講するが， 年度は開講しな

い。

― ―

履修科目対応表（ ・ 年次生対象）フランス語

■ 年度までに，フランス語の単位を修得し終えていない者は，下表を参照し，必要な科目を履修すること。

・必修科目との時間割重複により，以下の表通りに履修できない場合は，履修登録期間中に言語教育研究センター窓口に

問い合わせること。

・春学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」，秋学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」は開講数が少ないため，時間

割の調整がつかない可能性があるので注意すること。

●初級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級総合 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級総合 初級総合
総合 （中級） 総合 （中級） ※

初級 初級 初級 初級

●中級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級総合 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級総合 中級総合
※ ※

中級 中級

※ 履修希望の学生は，所定の期間中に言語教育研究センター窓口にて申し出ること。希望に応じて超過単位の区分を全学共通の選択
（学科のカリキュラムによっては学科選択のいずれか）へ付け替える。なお，詳細は 掲示板（学事センター〔教務〕）で確
認すること。

※ 履修希望の学生は，履修登録期間中に にて各自登録すること。
※ 中級から履修を始め， 単位必要な学生は，残り必要単位数分を上級科目にて履修すること。

●上級

・必要単位数分を，上級（ ～ ）， （ ） ～ の中から履修すること。

・旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，同じアルファベットがついた科目を履修してもよい。

例）「フランス語上級 （コミュニケーション） ， 」 年度科目）と「フランス語上級 」（ 年度以降の科

目）は重複履修可。ただし，「フランス語上級 」は 年度は開講するが， 年度は開講しない。
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履修科目対応表（ ・ 年次生対象）ドイツ語

■ 年度までに，ドイツ語の単位を修得し終えていない者は，下表を参照し，必要な科目を履修すること。

・必修科目との時間割重複により，以下の表通りに履修できない場合は，履修登録期間中に言語教育研究センター窓口に

問い合わせること。

・春学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」，秋学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」は開講数が少ないため，時間

割の調整がつかない可能性があるので注意すること。

●初級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級総合（コミ） 総合 （初級） （総合 ） ※

初級総合（読解） 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級総合（コミ） 初級総合（コミ）

総合 （中級） 総合 （中級） ※初級総合（読解） 初級総合（読解）

初級 初級 初級 初級

●中級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級総合（コミ） 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級総合（コミ） 中級総合（コミ）
※ ※

中級 中級

※ 履修希望の学生は，所定の期間中に言語教育研究センター窓口にて申し出ること。希望に応じて超過単位の区分を全学共通の選択
（学科のカリキュラムによっては学科選択のいずれか）へ付け替える。なお，詳細は 掲示板（学事センター〔教務〕）で確
認すること。

※ 履修希望の学生は，履修登録期間中に にて各自登録すること。
※ 中級から履修を始め， 単位必要な学生は，残り必要単位数分を上級科目にて履修すること。

●上級

・必要単位数分を，上級（ ～ ）の中から履修すること。

・旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，同じアルファベットがついた科目を履修してもよい。

例）「ドイツ語上級 （コミュニケーション総合） ， 」 年度科目）と「ドイツ語上級 」（ 年度以降の科

目）は重複履修可。ただし，「ドイツ語上級 」は隔年開講のため， 年度は開講するが， 年度は開講しな

い。

― ―

履修科目対応表（ ・ 年次生対象）フランス語

■ 年度までに，フランス語の単位を修得し終えていない者は，下表を参照し，必要な科目を履修すること。

・必修科目との時間割重複により，以下の表通りに履修できない場合は，履修登録期間中に言語教育研究センター窓口に

問い合わせること。

・春学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」，秋学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」は開講数が少ないため，時間

割の調整がつかない可能性があるので注意すること。

●初級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級総合 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級総合 初級総合
総合 （中級） 総合 （中級） ※

初級 初級 初級 初級

●中級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級総合 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級総合 中級総合
※ ※

中級 中級

※ 履修希望の学生は，所定の期間中に言語教育研究センター窓口にて申し出ること。希望に応じて超過単位の区分を全学共通の選択
（学科のカリキュラムによっては学科選択のいずれか）へ付け替える。なお，詳細は 掲示板（学事センター〔教務〕）で確
認すること。

※ 履修希望の学生は，履修登録期間中に にて各自登録すること。
※ 中級から履修を始め， 単位必要な学生は，残り必要単位数分を上級科目にて履修すること。

●上級

・必要単位数分を，上級（ ～ ）， （ ） ～ の中から履修すること。

・旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，同じアルファベットがついた科目を履修してもよい。

例）「フランス語上級 （コミュニケーション） ， 」 年度科目）と「フランス語上級 」（ 年度以降の科

目）は重複履修可。ただし，「フランス語上級 」は 年度は開講するが， 年度は開講しない。
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― ―

履修科目対応表（ ・ 年次生対象）イスパニア語

■ 年度までに，イスパニア語の単位を修得し終えていない者は，下表を参照し，必要な科目を履修すること。

・必修科目との時間割重複により，以下の表通りに履修できない場合は，履修登録期間中に言語教育研究センター窓口に

問い合わせること。

・春学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」，秋学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」は開講数が少ないため，時間

割の調整がつかない可能性があるので注意すること。

●初級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級総合 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級総合 初級総合
総合 （中級） 総合 （中級） ※

初級 初級 初級 初級

●中級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級総合 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級総合 中級総合
※ ※

中級 中級

※ 履修希望の学生は，所定の期間中に言語教育研究センター窓口にて申し出ること。希望に応じて超過単位の区分を全学共通の選択
（学科のカリキュラムによっては学科選択のいずれか）へ付け替える。なお，詳細は 掲示板（学事センター〔教務〕）で確
認すること。

※ 履修希望の学生は，履修登録期間中に にて各自登録すること。
※ 中級から履修を始め， 単位必要な学生は，残り必要単位数分を上級科目にて履修すること。

●上級

・必要単位数分を，上級（ ～ ）， （ ） ～ の中から履修すること。

・旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，同じアルファベットがついた科目を履修してもよい。

例）「イスパニア語上級 （コミュニケーション） ， 」 年度科目）と「イスパニア語上級 」（ 年度以降の

科目）は重複履修可。ただし，「イスパニア語上級 」は隔年開講のため， 年度は開講するが， 年度は開

講しない。

― ―

履修科目対応表（ ・ ・ ・ ・ 年次生対象）イタリア語

■ 年度までに，イタリア語の単位を修得し終えていない者は，下表を参照し，必要な科目を履修すること。

・必修科目との時間割重複により，以下の表通りに履修できない場合は，履修登録期間中に言語教育研究センター窓口に

問い合わせること。

・春学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」，秋学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」は開講数が少ないため，時間

割の調整がつかない可能性があるので注意すること。

●初級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

初級Ⅱ 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級Ⅱ 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級Ⅱ 初級Ⅱ 総合 （初級） 総合 （初級） ※ ※

初級Ⅱ 初級Ⅱ 総合 （初級） 総合 （初級） ※ ※

初級Ⅱ 初級Ⅱ 総合 （初級） （総合 ） ※

初級Ⅱ 初級Ⅱ 初級Ⅱ 総合 （初級） （総合 ） ※ ※

初級Ⅱ 初級Ⅱ 初級Ⅱ 総合 （初級） （総合 ） ※ ※

初級Ⅱ 初級Ⅱ 初級Ⅱ 初級Ⅱ 総合 （中級） 総合 （中級） ※

※ 履修希望の学生は，所定の期間中に言語教育研究センター窓口にて申し出ること。希望に応じて超過単位の区分を全学共通の選択
（学科のカリキュラムによっては学科選択のいずれか）へ付け替える。 年次生以前は超過単位は卒業要件には含まれない。なお，
詳細は 掲示板（学事センター〔教務〕）で確認すること。

※ 履修希望の学生は，履修登録期間中に にて各自登録すること。
※ 年度までに修得した科目と「総合 （初級）」は，一部内容が重複している。シラバスで科目の内容を確認の上，「総合 （初

級）」をスキップして「総合 （初級）」に進むことを希望する者は，各学期の初めに行われるレベルアップ面接で「総合 （初級）」
の履修の許可を得ること。

※ 年度までに修得した科目と「総合 （初級）」は，一部内容が重複している。シラバスで科目の内容を確認の上，「総合 （初
級）」をスキップして「総合 （中級）」に進むことを希望する者は，各学期の初めに行われるレベルアップ面接で「総合 （中級）」
の履修の許可を得ること。

●中級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

中級Ⅱ 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級Ⅱ 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級Ⅱ 中級Ⅱ 総合 （中級）（総合 ）※ ※ ※

中級Ⅱ 中級Ⅱ 総合 （中級）（総合 ）※ ※ ※

中級Ⅱ 中級Ⅱ 総合 （中級） ※ ※

中級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ 総合 （中級） ※ ※ ※

中級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ 総合 （中級） ※ ※ ※

中級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ ※ ※

※ 履修希望の学生は，所定の期間中に言語教育研究センター窓口にて申し出ること。希望に応じて超過単位の区分を全学共通の選択
（学科のカリキュラムによっては学科選択のいずれか）へ付け替える。 年次生以前は超過単位は卒業要件には含まれない。なお，
詳細は 掲示板（学事センター〔教務〕）で確認すること。

※ 履修希望の学生は，履修登録期間中に にて各自登録すること。

※ 中級から履修を始め， 単位必要な学生は，残り必要単位数分を「総合 （中級）」と上級科目を履修すること。

※ 年度までに修得した科目と「総合 （中級）」は，一部内容が重複している。シラバスで科目の内容を確認の上，「総合 （中
級）」をスキップして「総合 （中級）」に進むことを希望する者は，各学期の初めに行われるレベルアップ面接で「総合 （中級）」
の履修の許可を得ること。

※ 年度までに修得した科目と「総合 （中級）」は，一部内容が重複している。シラバスで科目の内容を確認の上，「総合 （中
級）」をスキップして上級科目に進むことを希望する者は，各学期の初めに行われるレベルアップ面接で上級科目の履修の許可を得
ること。

※ 中級から履修を始め， 単位必要な学生は，残り必要単位数分を上級科目にて履修すること。
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履修科目対応表（ ・ 年次生対象）イスパニア語

■ 年度までに，イスパニア語の単位を修得し終えていない者は，下表を参照し，必要な科目を履修すること。

・必修科目との時間割重複により，以下の表通りに履修できない場合は，履修登録期間中に言語教育研究センター窓口に

問い合わせること。

・春学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」，秋学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」は開講数が少ないため，時間

割の調整がつかない可能性があるので注意すること。

●初級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級総合 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級総合 初級総合
総合 （中級） 総合 （中級） ※

初級 初級 初級 初級

●中級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級総合 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級総合 中級総合
※ ※

中級 中級

※ 履修希望の学生は，所定の期間中に言語教育研究センター窓口にて申し出ること。希望に応じて超過単位の区分を全学共通の選択
（学科のカリキュラムによっては学科選択のいずれか）へ付け替える。なお，詳細は 掲示板（学事センター〔教務〕）で確
認すること。

※ 履修希望の学生は，履修登録期間中に にて各自登録すること。
※ 中級から履修を始め， 単位必要な学生は，残り必要単位数分を上級科目にて履修すること。

●上級

・必要単位数分を，上級（ ～ ）， （ ） ～ の中から履修すること。

・旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，同じアルファベットがついた科目を履修してもよい。

例）「イスパニア語上級 （コミュニケーション） ， 」 年度科目）と「イスパニア語上級 」（ 年度以降の

科目）は重複履修可。ただし，「イスパニア語上級 」は隔年開講のため， 年度は開講するが， 年度は開

講しない。

― ―

履修科目対応表（ ・ ・ ・ ・ 年次生対象）イタリア語

■ 年度までに，イタリア語の単位を修得し終えていない者は，下表を参照し，必要な科目を履修すること。

・必修科目との時間割重複により，以下の表通りに履修できない場合は，履修登録期間中に言語教育研究センター窓口に

問い合わせること。

・春学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」，秋学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」は開講数が少ないため，時間

割の調整がつかない可能性があるので注意すること。

●初級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

初級Ⅱ 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級Ⅱ 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級Ⅱ 初級Ⅱ 総合 （初級） 総合 （初級） ※ ※

初級Ⅱ 初級Ⅱ 総合 （初級） 総合 （初級） ※ ※

初級Ⅱ 初級Ⅱ 総合 （初級） （総合 ） ※

初級Ⅱ 初級Ⅱ 初級Ⅱ 総合 （初級） （総合 ） ※ ※

初級Ⅱ 初級Ⅱ 初級Ⅱ 総合 （初級） （総合 ） ※ ※

初級Ⅱ 初級Ⅱ 初級Ⅱ 初級Ⅱ 総合 （中級） 総合 （中級） ※

※ 履修希望の学生は，所定の期間中に言語教育研究センター窓口にて申し出ること。希望に応じて超過単位の区分を全学共通の選択
（学科のカリキュラムによっては学科選択のいずれか）へ付け替える。 年次生以前は超過単位は卒業要件には含まれない。なお，
詳細は 掲示板（学事センター〔教務〕）で確認すること。

※ 履修希望の学生は，履修登録期間中に にて各自登録すること。
※ 年度までに修得した科目と「総合 （初級）」は，一部内容が重複している。シラバスで科目の内容を確認の上，「総合 （初

級）」をスキップして「総合 （初級）」に進むことを希望する者は，各学期の初めに行われるレベルアップ面接で「総合 （初級）」
の履修の許可を得ること。

※ 年度までに修得した科目と「総合 （初級）」は，一部内容が重複している。シラバスで科目の内容を確認の上，「総合 （初
級）」をスキップして「総合 （中級）」に進むことを希望する者は，各学期の初めに行われるレベルアップ面接で「総合 （中級）」
の履修の許可を得ること。

●中級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

中級Ⅱ 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級Ⅱ 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級Ⅱ 中級Ⅱ 総合 （中級）（総合 ）※ ※ ※

中級Ⅱ 中級Ⅱ 総合 （中級）（総合 ）※ ※ ※

中級Ⅱ 中級Ⅱ 総合 （中級） ※ ※

中級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ 総合 （中級） ※ ※ ※

中級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ 総合 （中級） ※ ※ ※

中級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ 中級Ⅱ ※ ※

※ 履修希望の学生は，所定の期間中に言語教育研究センター窓口にて申し出ること。希望に応じて超過単位の区分を全学共通の選択
（学科のカリキュラムによっては学科選択のいずれか）へ付け替える。 年次生以前は超過単位は卒業要件には含まれない。なお，
詳細は 掲示板（学事センター〔教務〕）で確認すること。

※ 履修希望の学生は，履修登録期間中に にて各自登録すること。

※ 中級から履修を始め， 単位必要な学生は，残り必要単位数分を「総合 （中級）」と上級科目を履修すること。

※ 年度までに修得した科目と「総合 （中級）」は，一部内容が重複している。シラバスで科目の内容を確認の上，「総合 （中
級）」をスキップして「総合 （中級）」に進むことを希望する者は，各学期の初めに行われるレベルアップ面接で「総合 （中級）」
の履修の許可を得ること。

※ 年度までに修得した科目と「総合 （中級）」は，一部内容が重複している。シラバスで科目の内容を確認の上，「総合 （中
級）」をスキップして上級科目に進むことを希望する者は，各学期の初めに行われるレベルアップ面接で上級科目の履修の許可を得
ること。

※ 中級から履修を始め， 単位必要な学生は，残り必要単位数分を上級科目にて履修すること。
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― ―

●上級

・必要単位数分を，上級（ ～ ）の中から履修すること。

・旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，同じアルファベットがついた科目を履修してもよい。

例）「イタリア語上級 ， 」（ 年度科目）と，「イタリア語上級 」（隔年開講のため， 年度は開講するが，

年度は開講しない。）は重複履修可。「イタリア語上級 ， 」（ 年度開講科目）は， 年度開講の上級

科目のいずれとも重複履修可。

― ―

履修科目対応表（ ・ 年次生対象）中国語・コリア語

■ 年度までに，中国語・コリア語の単位を修得し終えていない者は，下表を参照し，必要な科目を履修すること。

・必修科目との時間割重複により，以下の表通りに履修できない場合は，履修登録期間中に言語教育研究センター窓口に

問い合わせること。

・春学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」，秋学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」は開講数が少ないため，時間

割の調整がつかない可能性があるので注意すること。

●初級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 初級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

●中級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 中級 ※ ※

※ 履修希望の学生は，所定の期間中に言語教育研究センター窓口にて申し出ること。希望に応じて超過単位の区分を全学共通の選択
（学科のカリキュラムによっては学科選択のいずれか）へ付け替える。なお，詳細は 掲示板（学事センター〔教務〕）で確
認すること。

※ 履修希望の学生は，履修登録期間中に にて各自登録すること。
※ 中級から履修を始め， 単位必要な学生は，残り必要単位数分を上級科目にて履修すること。

●上級

・必要単位数分を，上級（ ～ ）の中から履修すること。

・旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，同じアルファベットがついた科目を履修してもよい。

例）「中国語上級 ， 」 年度科目）と「中国語上級 」（ 年度以降の科目）は重複履修可。ただし，「中国

語上級 」は隔年開講のため， 年度は開講するが， 年度は開講しない。
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●上級

・必要単位数分を，上級（ ～ ）の中から履修すること。

・旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，同じアルファベットがついた科目を履修してもよい。

例）「イタリア語上級 ， 」（ 年度科目）と，「イタリア語上級 」（隔年開講のため， 年度は開講するが，

年度は開講しない。）は重複履修可。「イタリア語上級 ， 」（ 年度開講科目）は， 年度開講の上級

科目のいずれとも重複履修可。

― ―

履修科目対応表（ ・ 年次生対象）中国語・コリア語

■ 年度までに，中国語・コリア語の単位を修得し終えていない者は，下表を参照し，必要な科目を履修すること。

・必修科目との時間割重複により，以下の表通りに履修できない場合は，履修登録期間中に言語教育研究センター窓口に

問い合わせること。

・春学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」，秋学期の「総合 （初級）」「総合 （中級）」は開講数が少ないため，時間

割の調整がつかない可能性があるので注意すること。

●初級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

初級 総合 （初級） 総合 （初級） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 総合 （初級） （総合 ） ※

初級 初級 初級 初級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

●中級

年度までに修得した科目 年度に履修する科目 超過

単位
備考

科目 科目 科目 科目 単位数 科目 科目 単位数

中級 総合 （中級） 総合 （中級） ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 総合 （中級） ※ ※

中級 中級 中級 中級 ※ ※

※ 履修希望の学生は，所定の期間中に言語教育研究センター窓口にて申し出ること。希望に応じて超過単位の区分を全学共通の選択
（学科のカリキュラムによっては学科選択のいずれか）へ付け替える。なお，詳細は 掲示板（学事センター〔教務〕）で確
認すること。

※ 履修希望の学生は，履修登録期間中に にて各自登録すること。
※ 中級から履修を始め， 単位必要な学生は，残り必要単位数分を上級科目にて履修すること。

●上級

・必要単位数分を，上級（ ～ ）の中から履修すること。

・旧カリキュラムと新カリキュラムは科目の内容が異なるため，同じアルファベットがついた科目を履修してもよい。

例）「中国語上級 ， 」 年度科目）と「中国語上級 」（ 年度以降の科目）は重複履修可。ただし，「中国

語上級 」は隔年開講のため， 年度は開講するが， 年度は開講しない。
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― ―

日本語

言語教育研究センターでは，学生のバックグラウンド及び本学での所属に応じ，トラック別に日本語科目を開講して

いる。

）日本語プレイスメント・テストについて

これまでセンター開講の日本語科目を受講したことがなく，履修を希望する学生は，日本語プレイスメント・テスト

を受け，指定されたレベルの科目を履修すること。

日時 場所

春学期プレイスメント・テスト 年 月 日 （金） 時 分試験開始 号館 階 教室は当日指示する

秋学期プレイスメント・テスト 年 月 日（火） 時 分試験開始 号館 階 教室は当日指示する

※オリエンテーションキャンプの日程が重なる等やむを得ない事情により上記日程で受験できない学生は，追試日

（ 月 日（水） 時 分～）に受験すること。手続きの詳細は言語教育研究センターが発行する冊子“日本語

科目履修のしかた”を確認すること。

※日本語科目を履修したことのある学生，以前プレイスメント・テストを受験した学生は，受験できない。

）履修対象者

① 留学生（日本語を母語としない学部正規生。国際教養学部，理工学部英語コース所属の学生を除く。）

履修できる科目について， ～ を確認すること。また，言語教育研究センターが発行する冊子“日本語科

目の履修のしかた”を入手して読んでおくこと。

② 日本語で授業を実施する学部に所属し，所属学科の指導により履修の必要性が認められた日本人学生

履修できる科目については， ～ を確認すること。

③ 国際教養学部，理工学部英語コースに所属する学生

自分が所属する学部の“BULLETIN OF INFORMATION ”の日本語科目についての説明箇所および言語

教育研究センターが発行する冊子“JAPANESE LANGUAGE PROGRAM”を確認すること。

④ 交換留学生，ノンディグリー生

言語教育研究センターが発行する冊子“JAPANESE LANGUAGE PROGRAM”を確認すること。日本語で授業を実

施する学部に所属する学生は“日本語科目の履修のしかた”も参照すること。

）履修科目と履修順序

① 留学生（日本語を母語としない学部正規生。国際教養学部，理工学部英語コース所属の学生を除く。）

上記学生を対象に「アカデミック日本語」「留学生のための日本経済入門」及び「ビジネス日本語」を開講している。

・「アカデミック日本語」及び「留学生のための日本経済入門」は所属学科により，「必修科目」，「選択必修科目」あ

るいは「選択科目」に算入可能な科目である。学科ごとの扱いについては ～ を参照すること。

・「ビジネス日本語」は「選択科目」にのみ算入可能な科目である。

・同じ科目コードの科目は重複履修できない。

「アカデミック日本語」

科目コード 科目名 修得単位 開講期

アカデミック日本語入門※ 週 回 単位 春学期・秋学期

アカデミック日本語 週 回 単位 春学期

アカデミック日本語 週 回 単位 秋学期

アカデミック日本語 週 回 単位 春学期

アカデミック日本語 週 回 単位 秋学期

※ 本科目は，春学期と秋学期に開講する。内容が同じであるため，重複履修できない。

― ―

年度から履修を始める学生は，プレイスメント・テストで指定されたレベルから履修する。

アカデミック日本語入門から履修する場合

学期目 → 学期目 → 学期目 → 学期目 → 学期目

アカデミック

日本語入門

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック日本語 から履修する場合

学期目 → 学期目 → 学期目 → 学期目

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

※アカデミック日本語 と の履修順序は問わないが，各 単位ずつ修得した後でなければ，アカデミック日本

語 および を履修することが出来ない（ と の履修順序は問わない）。

※ 年度までに旧科目（アカデミック日本語Ⅰ ～Ⅱ ）の単位を修得したことがあり，これから続きの新科目を

履修したい学生は，これまでの修得単位によって履修する科目が異なるため，学事センター窓口に申し出ること。

「留学生のための日本経済入門」

本科目は，日本語の （内容言語統合型学習）科目である。大学の学習・研究活動に必要な日本語力や学習スキ

ルの獲得と，経済学の専門的な知識・理解を同時に深めることを目標とする。授業は，経済を専門とする教員と，日

本語を教授する教員が担当する。

科目コード 科目名 修得単位 開講期 履修できるレベル

留学生のための日本経済入門 週 回 単位 春学期 アカデミック日本語 相当以上

留学生のための日本経済入門 週 回 単位 秋学期 アカデミック日本語 相当以上

※春学期と秋学期の内容が異なるため，いずれかの科目のみの履修も，両科目を履修することもできる。

※「アカデミック日本語」（入門レベルを除く）と同時に履修することもできる。

※日本語を母語としない経済学部正規生の履修を優先とするが，定員に空きがある場合は他学部の学生の履修も認め

る。

※科目の詳細および履修登録の手続きについては言語教育研究センターが発行する冊子“日本語科目の履修のしかた”

およびシラバスを確認すること。

「ビジネス日本語」

下記の「ビジネス日本語」科目群は，主にビジネス・コミュニケーションや企業文化等を学びたい留学生を対象と

した科目である。

科目コード 科目名 修得単位 開講期 履修できるレベル

週 回 単位 春学期・秋学期 アカデミック日本語入門以上

週 回 単位 春学期・秋学期 アカデミック日本語 相当以上

インターンシップのためのビジ

ネス日本語
週 回 単位 春学期・秋学期 アカデミック日本語 相当以上

※「アカデミック日本語入門」レベルの学生は， を履修できる。

※「アカデミック日本語 」相当以上の学生は，「ビジネス日本語」のいずれの科目も履修できる。同時に履修するこ

ともできる。

※「アカデミック日本語 」相当以上の学生は，「アカデミック日本語」と上記科目の同時の履修も可能。

※科目の詳細および履修登録の手続きについては言語教育研究センターが発行する冊子“日本語科目の履修のしかた”

およびシラバスを確認すること。
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日本語

言語教育研究センターでは，学生のバックグラウンド及び本学での所属に応じ，トラック別に日本語科目を開講して

いる。

）日本語プレイスメント・テストについて

これまでセンター開講の日本語科目を受講したことがなく，履修を希望する学生は，日本語プレイスメント・テスト

を受け，指定されたレベルの科目を履修すること。

日時 場所

春学期プレイスメント・テスト 年 月 日 （金） 時 分試験開始 号館 階 教室は当日指示する

秋学期プレイスメント・テスト 年 月 日（火） 時 分試験開始 号館 階 教室は当日指示する

※オリエンテーションキャンプの日程が重なる等やむを得ない事情により上記日程で受験できない学生は，追試日

（ 月 日（水） 時 分～）に受験すること。手続きの詳細は言語教育研究センターが発行する冊子“日本語

科目履修のしかた”を確認すること。

※日本語科目を履修したことのある学生，以前プレイスメント・テストを受験した学生は，受験できない。

）履修対象者

① 留学生（日本語を母語としない学部正規生。国際教養学部，理工学部英語コース所属の学生を除く。）

履修できる科目について， ～ を確認すること。また，言語教育研究センターが発行する冊子“日本語科

目の履修のしかた”を入手して読んでおくこと。

② 日本語で授業を実施する学部に所属し，所属学科の指導により履修の必要性が認められた日本人学生

履修できる科目については， ～ を確認すること。

③ 国際教養学部，理工学部英語コースに所属する学生

自分が所属する学部の“BULLETIN OF INFORMATION ”の日本語科目についての説明箇所および言語

教育研究センターが発行する冊子“JAPANESE LANGUAGE PROGRAM”を確認すること。

④ 交換留学生，ノンディグリー生

言語教育研究センターが発行する冊子“JAPANESE LANGUAGE PROGRAM”を確認すること。日本語で授業を実

施する学部に所属する学生は“日本語科目の履修のしかた”も参照すること。

）履修科目と履修順序

① 留学生（日本語を母語としない学部正規生。国際教養学部，理工学部英語コース所属の学生を除く。）

上記学生を対象に「アカデミック日本語」「留学生のための日本経済入門」及び「ビジネス日本語」を開講している。

・「アカデミック日本語」及び「留学生のための日本経済入門」は所属学科により，「必修科目」，「選択必修科目」あ

るいは「選択科目」に算入可能な科目である。学科ごとの扱いについては ～ を参照すること。

・「ビジネス日本語」は「選択科目」にのみ算入可能な科目である。

・同じ科目コードの科目は重複履修できない。

「アカデミック日本語」

科目コード 科目名 修得単位 開講期

アカデミック日本語入門※ 週 回 単位 春学期・秋学期

アカデミック日本語 週 回 単位 春学期

アカデミック日本語 週 回 単位 秋学期

アカデミック日本語 週 回 単位 春学期

アカデミック日本語 週 回 単位 秋学期

※ 本科目は，春学期と秋学期に開講する。内容が同じであるため，重複履修できない。

― ―

年度から履修を始める学生は，プレイスメント・テストで指定されたレベルから履修する。

アカデミック日本語入門から履修する場合

学期目 → 学期目 → 学期目 → 学期目 → 学期目

アカデミック

日本語入門

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック日本語 から履修する場合

学期目 → 学期目 → 学期目 → 学期目

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

アカデミック

日本語

または

（ 単位）

※アカデミック日本語 と の履修順序は問わないが，各 単位ずつ修得した後でなければ，アカデミック日本

語 および を履修することが出来ない（ と の履修順序は問わない）。

※ 年度までに旧科目（アカデミック日本語Ⅰ ～Ⅱ ）の単位を修得したことがあり，これから続きの新科目を

履修したい学生は，これまでの修得単位によって履修する科目が異なるため，学事センター窓口に申し出ること。

「留学生のための日本経済入門」

本科目は，日本語の （内容言語統合型学習）科目である。大学の学習・研究活動に必要な日本語力や学習スキ

ルの獲得と，経済学の専門的な知識・理解を同時に深めることを目標とする。授業は，経済を専門とする教員と，日

本語を教授する教員が担当する。

科目コード 科目名 修得単位 開講期 履修できるレベル

留学生のための日本経済入門 週 回 単位 春学期 アカデミック日本語 相当以上

留学生のための日本経済入門 週 回 単位 秋学期 アカデミック日本語 相当以上

※春学期と秋学期の内容が異なるため，いずれかの科目のみの履修も，両科目を履修することもできる。

※「アカデミック日本語」（入門レベルを除く）と同時に履修することもできる。

※日本語を母語としない経済学部正規生の履修を優先とするが，定員に空きがある場合は他学部の学生の履修も認め

る。

※科目の詳細および履修登録の手続きについては言語教育研究センターが発行する冊子“日本語科目の履修のしかた”

およびシラバスを確認すること。

「ビジネス日本語」

下記の「ビジネス日本語」科目群は，主にビジネス・コミュニケーションや企業文化等を学びたい留学生を対象と

した科目である。

科目コード 科目名 修得単位 開講期 履修できるレベル

週 回 単位 春学期・秋学期 アカデミック日本語入門以上

週 回 単位 春学期・秋学期 アカデミック日本語 相当以上

インターンシップのためのビジ

ネス日本語
週 回 単位 春学期・秋学期 アカデミック日本語 相当以上

※「アカデミック日本語入門」レベルの学生は， を履修できる。

※「アカデミック日本語 」相当以上の学生は，「ビジネス日本語」のいずれの科目も履修できる。同時に履修するこ

ともできる。

※「アカデミック日本語 」相当以上の学生は，「アカデミック日本語」と上記科目の同時の履修も可能。

※科目の詳細および履修登録の手続きについては言語教育研究センターが発行する冊子“日本語科目の履修のしかた”

およびシラバスを確認すること。
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― ―

② 日本語で授業を実施する学部に所属し，所属学科の指導により履修の必要性が認められた日本人学生

一定の経歴にあてはまる場合と，あてはまらない場合によって，履修条件が異なる。履修する前に所属学科の許可

が必要となるので，事前に学事センターに相談すること。

【 年次生以降の学生】修得単位は「全学共通科目選択科目（語学科目）」もしくは「学科選択科目」（学科が日本

語の算入を認めている場合のみ）に算入される。ただし，所属学科の指導により， の「学科別履修指定言語（必

修・選択必修）」として日本語を選択することが望ましい場合は，（事前に所属学科の許可を得て，学事センターにて

履修登録の手続きをすること。

【 年次生以前の学生】「学科選択科目」に日本語の算入を認めている場合のみ算入される。ただし，所属学科の

指導により， 「学科別履修指定言語（ 年次生以前）」に基づき「必修」として日本語を選択することが望まし

い場合は，事前に所属学科の許可を得て，学事センターにて履修登録の手続きをすること。

ア）日本語で授業が行われている高校を卒業した者，もしくは日本の高校卒業ではないが，日本語で授業が行われる

中学・高校で少なくとも 年間過ごした者

原則として日本語科目の履修はできないが，幼少期の海外生活が長いというような理由で日本語科目の履修を希

望する場合には，日本語コーディネーター教員の許可を得た上で ・ に限り履修できる（ →

の順で履修すること）。この場合，日本語プレイスメント・テストの受験は不要。但し， 上での履修

登録はできない。「日本語科目登録用紙」に必要事項を記載の上，春は 月 日（金），秋は 月 日（金）の 時

分までに言語教育研究センターに提出すること。

科目コード 科目名 修得単位 開講期

※ ※ 週 回 単位 春学期・秋学期

※ 週 回 単位 春学期・秋学期

※ 「 （ 単位）」に代わり， 年度より「 （ 単位）」が開講された。

※ 「 」，「 」は 年度以前に開講した「 」「 」

それぞれと同一科目とみなす

の ）の①を

参照すること。

はい

いいえ

日本語で授業が行われて

いる高校を卒業した。

はい
幼少期の海外

生活が長い。

日本語で授業が行われる中

学・高校で少なくとも

年間を過ごした。

いいえ

はい

ア ， に限り履修できる。事

前に日本語コーディネーター教員の許

可を得ること。

日本語〔翻訳科目〕の履修も

可能。
はい

いいえ

イ）「日本語プレイスメント・テスト」

を受験の上，指定されたレベルの科目を

履修する。

日本語科目の履修はできない。

但し， 日本語〔翻訳科目〕の履

修は可能。

いいえ

日本人学生

である。

― ―

イ）ア）に該当しない場合

「日本語プレイスメント・テスト」を受験の上，下記の科目のうち指定されたレベルの日本語科目を 上で

履修登録する。日本語プレイスメント・テストついては，冊子“ ”を確認すること。

科目コード 科目名 修得単位 開講期

週 回 単位 春学期・秋学期

週 回 単位 春学期・秋学期

Ⅱ 週 回 単位 春学期・秋学期

Ⅲ 週 回 単位 春学期・秋学期

※ ※ 週 回 単位 春学期・秋学期

※ 週 回 単位 春学期・秋学期

※ 「 単位 」に代わり， 年度より「 （ 単位）」が開講された。

※ 「 」，「 」は 年度以前に開講した「 」「 」

それぞれと同一科目とみなす。
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― ―

② 日本語で授業を実施する学部に所属し，所属学科の指導により履修の必要性が認められた日本人学生

一定の経歴にあてはまる場合と，あてはまらない場合によって，履修条件が異なる。履修する前に所属学科の許可

が必要となるので，事前に学事センターに相談すること。

【 年次生以降の学生】修得単位は「全学共通科目選択科目（語学科目）」もしくは「学科選択科目」（学科が日本

語の算入を認めている場合のみ）に算入される。ただし，所属学科の指導により， の「学科別履修指定言語（必

修・選択必修）」として日本語を選択することが望ましい場合は，（事前に所属学科の許可を得て，学事センターにて

履修登録の手続きをすること。

【 年次生以前の学生】「学科選択科目」に日本語の算入を認めている場合のみ算入される。ただし，所属学科の

指導により， 「学科別履修指定言語（ 年次生以前）」に基づき「必修」として日本語を選択することが望まし

い場合は，事前に所属学科の許可を得て，学事センターにて履修登録の手続きをすること。

ア）日本語で授業が行われている高校を卒業した者，もしくは日本の高校卒業ではないが，日本語で授業が行われる

中学・高校で少なくとも 年間過ごした者

原則として日本語科目の履修はできないが，幼少期の海外生活が長いというような理由で日本語科目の履修を希

望する場合には，日本語コーディネーター教員の許可を得た上で ・ に限り履修できる（ →

の順で履修すること）。この場合，日本語プレイスメント・テストの受験は不要。但し， 上での履修

登録はできない。「日本語科目登録用紙」に必要事項を記載の上，春は 月 日（金），秋は 月 日（金）の 時

分までに言語教育研究センターに提出すること。

科目コード 科目名 修得単位 開講期

※ ※ 週 回 単位 春学期・秋学期

※ 週 回 単位 春学期・秋学期

※ 「 （ 単位）」に代わり， 年度より「 （ 単位）」が開講された。

※ 「 」，「 」は 年度以前に開講した「 」「 」

それぞれと同一科目とみなす

の ）の①を

参照すること。

はい

いいえ

日本語で授業が行われて

いる高校を卒業した。

はい
幼少期の海外

生活が長い。

日本語で授業が行われる中

学・高校で少なくとも

年間を過ごした。

いいえ

はい

ア ， に限り履修できる。事

前に日本語コーディネーター教員の許

可を得ること。

日本語〔翻訳科目〕の履修も

可能。
はい

いいえ

イ）「日本語プレイスメント・テスト」

を受験の上，指定されたレベルの科目を

履修する。

日本語科目の履修はできない。

但し， 日本語〔翻訳科目〕の履

修は可能。

いいえ

日本人学生

である。

― ―

イ）ア）に該当しない場合

「日本語プレイスメント・テスト」を受験の上，下記の科目のうち指定されたレベルの日本語科目を 上で

履修登録する。日本語プレイスメント・テストついては，冊子“ ”を確認すること。

科目コード 科目名 修得単位 開講期

週 回 単位 春学期・秋学期

週 回 単位 春学期・秋学期

Ⅱ 週 回 単位 春学期・秋学期

Ⅲ 週 回 単位 春学期・秋学期

※ ※ 週 回 単位 春学期・秋学期

※ 週 回 単位 春学期・秋学期

※ 「 単位 」に代わり， 年度より「 （ 単位）」が開講された。

※ 「 」，「 」は 年度以前に開講した「 」「 」

それぞれと同一科目とみなす。
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― ―

日本語〔翻訳科目〕

「翻訳科目」は「日本語科目」に分類されるが，日本語を母語か否かに関わらず一定の条件を満たしたものが履修で

きる。

科目コード 科目名 修得単位 開講期

週 回 単位 春学期

週 回 単位 秋学期

週 回 単位 春学期・秋学期

※同じ科目コードの科目は重複履修できない。

履修上の注意

【日本語で授業を実施する学部に在籍する学生について】

●履修条件

英語力

「国際教養学部開講科目の履修について」に記載の条件と同等の条件が必要となる。履修要覧〔ガイド・資

料編〕 「国際教養学部開講科目の履修について」を参照し，履修登録手続きの際に証明となる書類を持

参すること。

日本語力 （該当する学生のみ）

・大学入学以前に日本語で授業が行われる教育機関における就学期間が短く，所属学科の指導により日本語

の履修の必要性が認められた日本人学生で， の②のイ に該当する者は，「

Ⅲ」の単位を修得済みか，それと同等以上の学力があることを前提とする。

・留学生（日本語を母語としない学生）は，「 」のみ履修可能。

●履修登録は学事センター窓口で行うこと。

●修得単位

［ 年次生以降の学生］「全学共通科目選択科目」（語学科目を 単位まで算入可能）もしくは所属学科で日本

語科目の算入が認められている場合に限り「学科科目選択科目」として卒業要件に算入される。

［ 年次生以前の学生］「他学部・他学科科目」として算入される（学科によっては，他学部・他学科科目の

卒業要件への算入に関して制限を設けているので，注意すること）。

【国際教養学部生・理工学部英語コース生について】

自分が所属する学部の“ ”の日本語科目についての説明箇所およ

び言語教育研究センターが発行する冊子“JAPANESE LANGUAGE PROGRAM”を確認すること。

― ―

海外短期語学講座］

海外短期語学講座は，本学の交換留学協定校等が主催する語学プログラムに参加するもので，語学能力の向上を目的

とする。各プログラムは，本学の開講科目として扱われ，事前指導に全て参加し，留学先で所定の成果を修めた者には，

当該語学科目の 単位が付与される。

⇒詳細はグローバル教育センター発行の「留学ハンドブック」および掲示等を参照すること。

⇒参加手続きについては事前に行われる説明会で確認すること。

・本学で開講する事前指導を含む所定のプログラムを修了し，海外での講座 プログラム に参加して所定の成果を修めた

者は，単位が付与され，成績評価は「 」となる。年間最高履修限度には算入されない。

・開講期が春のものは夏期休業中に，秋のものは春期休業中に実施される。履修登録が必要だが，登録時期は通常と異

なるため，事前の説明会で確認すること。

・スケジュールが重ならないことを前提に同学期に複数の講座を履修することもできる。また，重複履修も可とする。

・卒業を予定している最終学期開講のプログラムにも参加可能だが，単位は付与されないので注意すること。

・英語圏の講座で付与された単位は語学選択科目として算入され，英語圏以外の講座の単位は，語学必修・選択必修科

目もしくは選択科目として算入される。ただし，文学部および外国語学部の学生で，自学科の専門として学んでいる

言語の講座は，履修することはできるが，卒業要件には算入されない。国際教養学部および理工学部英語コースの学

生が英語圏の講座を履修した場合も，卒業要件には算入されない。

科目

コード
ナンバリング 授業科目 単位

開

講

期

担当者 備考 履修年次

海外短期語学講座（英語）
春・秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
春 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
春・秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
春・秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
春・秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
春 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（ドイツ語）
Universität 

春 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（フランス語）
Université Catholique de I'Ouest, 

秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（フランス語）
é é, Besanç

春 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（イスパニア語）
ò

秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（イタリア語）
à

春 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（中国語）
香港中文大学

休講 ※注 ～

海外短期語学講座（中国語）
北京大学

秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（コリア語）
韓国カトリック大学

春 言語教育研究センター教員 ※注 ～

海外短期語学講座（コリア語）
韓国外国語大学

春・秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（ポルトガル語）
春 市之瀬 敦 ～

※注 ：香港中文大学，韓国カトリック大学については，本学との交換協定に基づき実施されるため，授業料は免除とな

る。ただし 年度以前に入学した国際教養学部生が単位認定された場合は， 単位分の授業料が発生する。
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― ―

日本語〔翻訳科目〕

「翻訳科目」は「日本語科目」に分類されるが，日本語を母語か否かに関わらず一定の条件を満たしたものが履修で

きる。

科目コード 科目名 修得単位 開講期

週 回 単位 春学期

週 回 単位 秋学期

週 回 単位 春学期・秋学期

※同じ科目コードの科目は重複履修できない。

履修上の注意

【日本語で授業を実施する学部に在籍する学生について】

●履修条件

英語力

「国際教養学部開講科目の履修について」に記載の条件と同等の条件が必要となる。履修要覧〔ガイド・資

料編〕 「国際教養学部開講科目の履修について」を参照し，履修登録手続きの際に証明となる書類を持

参すること。

日本語力 （該当する学生のみ）

・大学入学以前に日本語で授業が行われる教育機関における就学期間が短く，所属学科の指導により日本語

の履修の必要性が認められた日本人学生で， の②のイ に該当する者は，「

Ⅲ」の単位を修得済みか，それと同等以上の学力があることを前提とする。

・留学生（日本語を母語としない学生）は，「 」のみ履修可能。

●履修登録は学事センター窓口で行うこと。

●修得単位

［ 年次生以降の学生］「全学共通科目選択科目」（語学科目を 単位まで算入可能）もしくは所属学科で日本

語科目の算入が認められている場合に限り「学科科目選択科目」として卒業要件に算入される。

［ 年次生以前の学生］「他学部・他学科科目」として算入される（学科によっては，他学部・他学科科目の

卒業要件への算入に関して制限を設けているので，注意すること）。

【国際教養学部生・理工学部英語コース生について】

自分が所属する学部の“ ”の日本語科目についての説明箇所およ

び言語教育研究センターが発行する冊子“JAPANESE LANGUAGE PROGRAM”を確認すること。

― ―

海外短期語学講座］

海外短期語学講座は，本学の交換留学協定校等が主催する語学プログラムに参加するもので，語学能力の向上を目的

とする。各プログラムは，本学の開講科目として扱われ，事前指導に全て参加し，留学先で所定の成果を修めた者には，

当該語学科目の 単位が付与される。

⇒詳細はグローバル教育センター発行の「留学ハンドブック」および掲示等を参照すること。

⇒参加手続きについては事前に行われる説明会で確認すること。

・本学で開講する事前指導を含む所定のプログラムを修了し，海外での講座 プログラム に参加して所定の成果を修めた

者は，単位が付与され，成績評価は「 」となる。年間最高履修限度には算入されない。

・開講期が春のものは夏期休業中に，秋のものは春期休業中に実施される。履修登録が必要だが，登録時期は通常と異

なるため，事前の説明会で確認すること。

・スケジュールが重ならないことを前提に同学期に複数の講座を履修することもできる。また，重複履修も可とする。

・卒業を予定している最終学期開講のプログラムにも参加可能だが，単位は付与されないので注意すること。

・英語圏の講座で付与された単位は語学選択科目として算入され，英語圏以外の講座の単位は，語学必修・選択必修科

目もしくは選択科目として算入される。ただし，文学部および外国語学部の学生で，自学科の専門として学んでいる

言語の講座は，履修することはできるが，卒業要件には算入されない。国際教養学部および理工学部英語コースの学

生が英語圏の講座を履修した場合も，卒業要件には算入されない。

科目

コード
ナンバリング 授業科目 単位

開

講

期

担当者 備考 履修年次

海外短期語学講座（英語）
春・秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
春 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
春・秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
春・秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
春・秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
春 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（英語）
秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（ドイツ語）
Universität 

春 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（フランス語）
Université Catholique de I'Ouest, 

秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（フランス語）
é é, Besanç

春 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（イスパニア語）
ò

秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（イタリア語）
à

春 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（中国語）
香港中文大学

休講 ※注 ～

海外短期語学講座（中国語）
北京大学

秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（コリア語）
韓国カトリック大学

春 言語教育研究センター教員 ※注 ～

海外短期語学講座（コリア語）
韓国外国語大学

春・秋 言語教育研究センター教員 ～

海外短期語学講座（ポルトガル語）
春 市之瀬 敦 ～

※注 ：香港中文大学，韓国カトリック大学については，本学との交換協定に基づき実施されるため，授業料は免除とな

る。ただし 年度以前に入学した国際教養学部生が単位認定された場合は， 単位分の授業料が発生する。
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― ―

交換留学海外英語集中講座］

交換留学海外英語集中講座は，交換留学英語集中コースに参加する学生が履修する科目である。交換留学英語集中

コースでは， 学期間交換留学協定校で行われている語学プログラムに参加し，英語を集中的に学ぶ。渡航費・滞在費

等は参加者の負担だが，学費を本学に納入することにより留学先大学での授業料は免除される。本プログラムに参加す

る場合は，帰国後に指定の英語検定試験（費用は自己負担）の受験が必須となる。

⇒詳細はグローバル教育センター発行の「留学ハンドブック」および掲示等を参照すること。

⇒参加手続きについては，事前に行われる説明会で確認すること。

・前年度中に交換留学英語集中コースの学内選考を受け，合格した者が参加する（出願には指定の英語検定試験のスコ

アの提出が必要）。

・本学で開講される事前指導を含む所定のプログラムを修了し，海外での講座 プログラム に参加して所定の成果を修め

たものは，単位が付与され，成績評価は「 」となる。年間最高履修限度には算入されない。

・秋学期開講科目となる。履修登録が必要だが，登録時期は通常と異なるため，事前の説明会で確認すること。

・卒業を予定している最終学期開講のプログラムにも参加可能だが，単位は付与されないので注意すること。

・付与された単位は語学選択科目として算入される。ただし，英文学科，英語学科，国際教養学部，および理工学部英

語コースの学生は，履修することはできるが，卒業要件には算入されない。

科目

コード
ナンバリング 授業科目 単位

開

講

期

担当者 備考 履修年次

交換留学海外英語集中講座 秋 言語教育研究センター教員 ～

― ―

開講科目担当表 

○英語

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考 履修年次

［ ］

春 横 本 勝 也 ―

秋 横 本 勝 也 ― ［ 名］

［ ］

春 岩 川 倫 子

秋 岩 川 倫 子 ［ 名］

春 今 井 康 博

秋 杉 木 良 明 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春 峰 松 愛 子

秋 峰 松 愛 子 ［ 名］

春 福 川 美 沙

秋 福 川 美 沙 ［ 名］

春 角 田 美 知

秋 角 田 美 知 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春 中 村 啓 子

秋 中 村 啓 子 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春 中 村 啓 子

秋 中 村 啓 子 ［ 名］

春 小 室 龍之介

秋 小 室 龍之介 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春 相 川 弘 子

秋 相 川 弘 子 ［ 名］

春 中 村 美帆子

秋 中 村 美帆子 ［ 名］

春 小 幡 裕 子

秋 小 幡 裕 子 ［ 名］

春 山ノ内 麻 美

秋 山ノ内 麻 美 ［ 名］

春 小 室 龍之介

秋 小 室 龍之介 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春 小 幡 裕 子

秋 小 幡 裕 子 ［ 名］
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― ―

交換留学海外英語集中講座］

交換留学海外英語集中講座は，交換留学英語集中コースに参加する学生が履修する科目である。交換留学英語集中

コースでは， 学期間交換留学協定校で行われている語学プログラムに参加し，英語を集中的に学ぶ。渡航費・滞在費

等は参加者の負担だが，学費を本学に納入することにより留学先大学での授業料は免除される。本プログラムに参加す

る場合は，帰国後に指定の英語検定試験（費用は自己負担）の受験が必須となる。

⇒詳細はグローバル教育センター発行の「留学ハンドブック」および掲示等を参照すること。

⇒参加手続きについては，事前に行われる説明会で確認すること。

・前年度中に交換留学英語集中コースの学内選考を受け，合格した者が参加する（出願には指定の英語検定試験のスコ

アの提出が必要）。

・本学で開講される事前指導を含む所定のプログラムを修了し，海外での講座 プログラム に参加して所定の成果を修め

たものは，単位が付与され，成績評価は「 」となる。年間最高履修限度には算入されない。

・秋学期開講科目となる。履修登録が必要だが，登録時期は通常と異なるため，事前の説明会で確認すること。

・卒業を予定している最終学期開講のプログラムにも参加可能だが，単位は付与されないので注意すること。

・付与された単位は語学選択科目として算入される。ただし，英文学科，英語学科，国際教養学部，および理工学部英

語コースの学生は，履修することはできるが，卒業要件には算入されない。

科目

コード
ナンバリング 授業科目 単位

開

講

期

担当者 備考 履修年次

交換留学海外英語集中講座 秋 言語教育研究センター教員 ～

― ―

開講科目担当表 

○英語

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考 履修年次

［ ］

春 横 本 勝 也 ―

秋 横 本 勝 也 ― ［ 名］

［ ］

春 岩 川 倫 子

秋 岩 川 倫 子 ［ 名］

春 今 井 康 博

秋 杉 木 良 明 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春 峰 松 愛 子

秋 峰 松 愛 子 ［ 名］

春 福 川 美 沙

秋 福 川 美 沙 ［ 名］

春 角 田 美 知

秋 角 田 美 知 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春 中 村 啓 子

秋 中 村 啓 子 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春 中 村 啓 子

秋 中 村 啓 子 ［ 名］

春 小 室 龍之介

秋 小 室 龍之介 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春 相 川 弘 子

秋 相 川 弘 子 ［ 名］

春 中 村 美帆子

秋 中 村 美帆子 ［ 名］

春 小 幡 裕 子

秋 小 幡 裕 子 ［ 名］

春 山ノ内 麻 美

秋 山ノ内 麻 美 ［ 名］

春 小 室 龍之介

秋 小 室 龍之介 ［ 名］

春

秋 ［ 名］

春 小 幡 裕 子

秋 小 幡 裕 子 ［ 名］
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科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考 履修年次

［ Ⅰ］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 相 川 弘 子

Ⅰ 秋 相 川 弘 子 ［ 名］

Ⅰ 春 横 本 勝 也

Ⅰ 秋 横 本 勝 也 ［ 名］

Ⅰ 春 角 田 美 知

Ⅰ 秋 角 田 美 知 ［ 名］

Ⅰ 春 臼 倉 綾 乃

Ⅰ 秋 深 澤 英 美 ［ 名］

Ⅰ 春 峰 松 愛 子

Ⅰ 秋 峰 松 愛 子 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 桑 村 和 孝

Ⅰ 秋 桑 村 和 孝 ［ 名］

Ⅰ 春 相 川 弘 子

Ⅰ 秋 相 川 弘 子 ［ 名］

Ⅰ 春 山 田 裕 美

Ⅰ 秋 山 田 裕 美 ［ 名］

Ⅰ 春 作 間 和 子

Ⅰ 秋 作 間 和 子 ［ 名］

Ⅰ 春 山 田 裕 美

Ⅰ 秋 山 田 裕 美 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 相 川 弘 子

Ⅰ 秋 相 川 弘 子 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 峰 松 愛 子

Ⅰ 秋 峰 松 愛 子 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 横 本 勝 也

Ⅰ 秋 横 本 勝 也 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 横 本 勝 也

Ⅰ 秋 横 本 勝 也 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 鈴 木 由 美

Ⅰ 秋 鈴 木 由 美 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 山ノ内 麻 美

Ⅰ 秋 山ノ内 麻 美 ［ 名］

Ⅰ 春 鈴 木 由 美

Ⅰ 秋 鈴 木 由 美 ［ 名］

Ⅰ 春 中 山 千 尋

Ⅰ 秋 中 山 千 尋 ［ 名］

― ―

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考 履修年次

［ Ⅱ］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 クンス マシュー

Ⅱ 秋 クンス マシュー ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 武 岡 由樹子

Ⅱ 秋 武 岡 由樹子 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 クンス マシュー

Ⅱ 秋 クンス マシュー ［ 名］

Ⅱ 春 上 田 法 子

Ⅱ 秋 上 田 法 子 ［ 名］

Ⅱ 春 藤 田 保

Ⅱ 秋 藤 田 保 ［ 名］

Ⅱ 春 逸見 シャンタール

Ⅱ 秋 逸見 シャンタール ［ 名］

Ⅱ 春 荒 井 貴 和

Ⅱ 秋 荒 井 貴 和 ［ 名］

Ⅱ 春 今 井 康 博

Ⅱ 秋 杉 木 良 明 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 浦 口 理 麻

Ⅱ 秋 浦 口 理 麻 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 小 出 和 代

Ⅱ 秋 小 出 和 代 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 小 出 和 代

Ⅱ 秋 小 出 和 代 ［ 名］

Ⅱ 春 馬 上 紗矢香

Ⅱ 秋 馬 上 紗矢香 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 馬 上 紗矢香

Ⅱ 秋 馬 上 紗矢香 ［ 名］

［ Ⅰ］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 下 郡 祐次郎

Ⅰ 秋 下 郡 祐次郎 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春
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・
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― ―

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考 履修年次

［ Ⅰ］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 相 川 弘 子

Ⅰ 秋 相 川 弘 子 ［ 名］

Ⅰ 春 横 本 勝 也

Ⅰ 秋 横 本 勝 也 ［ 名］

Ⅰ 春 角 田 美 知

Ⅰ 秋 角 田 美 知 ［ 名］

Ⅰ 春 臼 倉 綾 乃

Ⅰ 秋 深 澤 英 美 ［ 名］

Ⅰ 春 峰 松 愛 子

Ⅰ 秋 峰 松 愛 子 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 桑 村 和 孝

Ⅰ 秋 桑 村 和 孝 ［ 名］

Ⅰ 春 相 川 弘 子

Ⅰ 秋 相 川 弘 子 ［ 名］

Ⅰ 春 山 田 裕 美

Ⅰ 秋 山 田 裕 美 ［ 名］

Ⅰ 春 作 間 和 子

Ⅰ 秋 作 間 和 子 ［ 名］

Ⅰ 春 山 田 裕 美

Ⅰ 秋 山 田 裕 美 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 相 川 弘 子

Ⅰ 秋 相 川 弘 子 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 峰 松 愛 子

Ⅰ 秋 峰 松 愛 子 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 横 本 勝 也

Ⅰ 秋 横 本 勝 也 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 横 本 勝 也

Ⅰ 秋 横 本 勝 也 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 鈴 木 由 美

Ⅰ 秋 鈴 木 由 美 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 山ノ内 麻 美

Ⅰ 秋 山ノ内 麻 美 ［ 名］

Ⅰ 春 鈴 木 由 美

Ⅰ 秋 鈴 木 由 美 ［ 名］

Ⅰ 春 中 山 千 尋

Ⅰ 秋 中 山 千 尋 ［ 名］

― ―

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考 履修年次

［ Ⅱ］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 クンス マシュー

Ⅱ 秋 クンス マシュー ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 武 岡 由樹子

Ⅱ 秋 武 岡 由樹子 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 クンス マシュー

Ⅱ 秋 クンス マシュー ［ 名］

Ⅱ 春 上 田 法 子

Ⅱ 秋 上 田 法 子 ［ 名］

Ⅱ 春 藤 田 保

Ⅱ 秋 藤 田 保 ［ 名］

Ⅱ 春 逸見 シャンタール

Ⅱ 秋 逸見 シャンタール ［ 名］

Ⅱ 春 荒 井 貴 和

Ⅱ 秋 荒 井 貴 和 ［ 名］

Ⅱ 春 今 井 康 博

Ⅱ 秋 杉 木 良 明 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 浦 口 理 麻

Ⅱ 秋 浦 口 理 麻 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 小 出 和 代

Ⅱ 秋 小 出 和 代 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 小 出 和 代

Ⅱ 秋 小 出 和 代 ［ 名］

Ⅱ 春 馬 上 紗矢香

Ⅱ 秋 馬 上 紗矢香 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春 馬 上 紗矢香

Ⅱ 秋 馬 上 紗矢香 ［ 名］

［ Ⅰ］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 下 郡 祐次郎

Ⅰ 秋 下 郡 祐次郎 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春
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― ―

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考 履修年次

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 佐 藤 敬 典

Ⅰ 秋 佐 藤 敬 典 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

［ Ⅱ］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

― ―

○英語（再履修者向け）

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考 履修年次

［ ］

秋 相 川 弘 子 ― ［ 名］ ～

春 相 川 弘 子 ― ［ 名］ ～

休講 ― ［ 名］ ～

春 ― ［ 名］ ～

［ ］

秋 藤 田 保 ― ［ 名］ ～

春 藤 田 保 ― ［ 名］ ～

休講 ― ［ 名］ ～

春 ― ［ 名］ ～

秋 峰 松 愛 子 ― ［ 名］ ～

春 峰 松 愛 子 ― ［ 名］ ～

［ ］

秋 佐 藤 敬 典 ― ［ 名］ ～

春 佐 藤 敬 典 ― ［ 名］ ～
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― ―

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考 履修年次

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春 佐 藤 敬 典

Ⅰ 秋 佐 藤 敬 典 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

Ⅰ 春

Ⅰ 秋 ［ 名］

［ Ⅱ］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

Ⅱ 春

Ⅱ 秋 ［ 名］

― ―

○英語（再履修者向け）

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考 履修年次

［ ］

秋 相 川 弘 子 ― ［ 名］ ～

春 相 川 弘 子 ― ［ 名］ ～

休講 ― ［ 名］ ～

春 ― ［ 名］ ～

［ ］

秋 藤 田 保 ― ［ 名］ ～

春 藤 田 保 ― ［ 名］ ～

休講 ― ［ 名］ ～

春 ― ［ 名］ ～

秋 峰 松 愛 子 ― ［ 名］ ～

春 峰 松 愛 子 ― ［ 名］ ～

［ ］

秋 佐 藤 敬 典 ― ［ 名］ ～

春 佐 藤 敬 典 ― ［ 名］ ～
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― ―

○英語（選択科目）

選択科目はレベルが目安のものと，指定されているものがあり，ナンバリングがそれを表している。詳細は を参照のこと。

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考 履修年次

［ ］

秋 下 條 恵 子 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 下 條 恵 子 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

秋 横 江 百合子 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 今 井 康 博 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 福 川 美 沙 ［ 名］ ～

秋 福 川 美 沙 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 椿 まゆみ ［ 名］ ～

秋 椿 まゆみ ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

秋 堀 口 佐知子 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 坂 口 世 良 ［ 名］ ～

秋 坂 口 世 良 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 中 村 美帆子 ［ 名］ ～

秋 中 村 美帆子 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 松 田 真 木 ［ 名］ ～

秋 松 田 真 木 ［ 名］ ～

［ ］

春 染 谷 泰 正 ［ 名］ ～

秋 染 谷 泰 正 ［ 名］ ～

春 榊 原 奈津子 ［ 名］ ～

秋 榊 原 奈津子 ［ 名］ ～

春 染 谷 泰 正 ［ 名］ ～

秋 染 谷 泰 正 ［ 名］ ～

― ―

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考 履修年次

春 浦 口 理 麻 ［ 名］ ～

秋 浦 口 理 麻 ［ 名］ ～

春 上 田 麻由子 ［ 名］ ～

秋 上 田 麻由子 ［ 名］ ～

春 浦 口 理 麻 ［ 名］ ～

秋 浦 口 理 麻 ［ 名］ ～

春 堀 口 佐知子 ［ 名］ ～

秋 堀 口 佐知子 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 上 田 麻由子 ［ 名］ ～

秋 上 田 麻由子 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 坂 口 世 良 ［ 名］ ～

秋 坂 口 世 良 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

［ ］
●

春 松 田 真 木 ［ 名］ ～

秋 松 田 真 木 ［ 名］ ～

春 冨 田 三 穂 ［ 名］ ～

秋 冨 田 三 穂 ［ 名］ ～

春 逸見 シャンタール ［ 名］ ～

秋 逸見 シャンタール ［ 名］ ～

春 逸見 シャンタール ［ 名］ ～

秋 未 定 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 吉 岡 愛 子 ［ 名］ ～

秋 吉 岡 愛 子 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 桑 村 和 孝 ［ 名］ ～

秋 桑 村 和 孝 ［ 名］ ～

秋 藤 田 祐 美 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 藤 田 祐 美 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 篠 田 愛 理 ［ 名］ ～

秋 篠 田 愛 理 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 武 岡 由樹子 ［ 名］ ～

秋 武 岡 由樹子 ［ 名］ ～

春 佐 野 陽 子 ［ 名］ ～

秋 佐 野 陽 子 ［ 名］ ～

春 吉 岡 愛 子 ［ 名］ ～

秋 吉 岡 愛 子 ［ 名］ ～

春 田 中 みんね ［ 名］ ～

秋 未 定 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～
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座
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学
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ス
語
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イ
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・
イ
タ
リ
ア
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・

中
国
語
・
コ
リ
ア
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― ―

○英語（選択科目）

選択科目はレベルが目安のものと，指定されているものがあり，ナンバリングがそれを表している。詳細は を参照のこと。

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考 履修年次

［ ］

秋 下 條 恵 子 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 下 條 恵 子 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

秋 横 江 百合子 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 今 井 康 博 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 福 川 美 沙 ［ 名］ ～

秋 福 川 美 沙 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 椿 まゆみ ［ 名］ ～

秋 椿 まゆみ ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

秋 堀 口 佐知子 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 坂 口 世 良 ［ 名］ ～

秋 坂 口 世 良 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 中 村 美帆子 ［ 名］ ～

秋 中 村 美帆子 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 松 田 真 木 ［ 名］ ～

秋 松 田 真 木 ［ 名］ ～

［ ］

春 染 谷 泰 正 ［ 名］ ～

秋 染 谷 泰 正 ［ 名］ ～

春 榊 原 奈津子 ［ 名］ ～

秋 榊 原 奈津子 ［ 名］ ～

春 染 谷 泰 正 ［ 名］ ～

秋 染 谷 泰 正 ［ 名］ ～

― ―

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考 履修年次

春 浦 口 理 麻 ［ 名］ ～

秋 浦 口 理 麻 ［ 名］ ～

春 上 田 麻由子 ［ 名］ ～

秋 上 田 麻由子 ［ 名］ ～

春 浦 口 理 麻 ［ 名］ ～

秋 浦 口 理 麻 ［ 名］ ～

春 堀 口 佐知子 ［ 名］ ～

秋 堀 口 佐知子 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 上 田 麻由子 ［ 名］ ～

秋 上 田 麻由子 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 坂 口 世 良 ［ 名］ ～

秋 坂 口 世 良 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

［ ］
●

春 松 田 真 木 ［ 名］ ～

秋 松 田 真 木 ［ 名］ ～

春 冨 田 三 穂 ［ 名］ ～

秋 冨 田 三 穂 ［ 名］ ～

春 逸見 シャンタール ［ 名］ ～

秋 逸見 シャンタール ［ 名］ ～

春 逸見 シャンタール ［ 名］ ～

秋 未 定 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 吉 岡 愛 子 ［ 名］ ～

秋 吉 岡 愛 子 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 桑 村 和 孝 ［ 名］ ～

秋 桑 村 和 孝 ［ 名］ ～

秋 藤 田 祐 美 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 藤 田 祐 美 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 篠 田 愛 理 ［ 名］ ～

秋 篠 田 愛 理 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～

秋 ［ 名］ ～

春 武 岡 由樹子 ［ 名］ ～

秋 武 岡 由樹子 ［ 名］ ～

春 佐 野 陽 子 ［ 名］ ～

秋 佐 野 陽 子 ［ 名］ ～

春 吉 岡 愛 子 ［ 名］ ～

秋 吉 岡 愛 子 ［ 名］ ～

春 田 中 みんね ［ 名］ ～

秋 未 定 ［ 名］ ～

春 ［ 名］ ～
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― ―

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考 履修年次

秋 ［ 名］ ～

春 武 岡 由樹子 ［ 名］ ～

秋 武 岡 由樹子 ［ 名］ ～

●

篠 田 愛 理 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

篠 田 愛 理 ［ 名］ ～

岡 部 了 也 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

岡 部 了 也 ［ 名］ ～

― ―

○ドイツ語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［初級総合］（コア科目）

ドイツ語総合 （初級） 春
栗 田 圭 子

Ｂ 名

ドイツ語総合 （初級） 秋
栗 田 圭 子

Ｂ 名

ドイツ語総合 （初級） 春 Ｂ 名
正 木 晶 子

ドイツ語総合 （初級） 秋 Ｂ 名
正 木 晶 子

ドイツ語総合 （初級） 春 Ｃ 名
本 田 博 之

ドイツ語総合 （初級） 秋 Ｃ 名
本 田 博 之

ドイツ語総合 （初級） 春
高 橋 文 子

Ｆ 名
栗 田 圭 子

ドイツ語総合 （初級） 秋
高 橋 文 子

Ｆ 名
栗 田 圭 子

ドイツ語総合 （初級） 春
藤 沢

Ｆ 名
清 水 紀 子

ドイツ語総合 （初級） 秋
藤 沢

Ｆ 名
清 水 紀 子

ドイツ語総合 （初級） 春
正 木 晶 子

Ｆ 名

ドイツ語総合 （初級） 秋
正 木 晶 子

Ｆ 名

ドイツ語総合 （初級） 春
藤 沢

Ｇ 名
栗 田 圭 子

ドイツ語総合 （初級） 秋
藤 沢

Ｇ 名
栗 田 圭 子

ドイツ語総合 （初級） 春 Ｇ 名
清 水 紀 子

ドイツ語総合 （初級） 秋 Ｇ 名
清 水 紀 子

ドイツ語総合 （初級） 春
高 橋 文 子

Ｇ 名
川 名 真 矢

ドイツ語総合 （初級） 秋
高 橋 文 子

Ｇ 名
川 名 真 矢

ドイツ語総合 （初級） 春
高 橋 文 子

Ｈ 名
正 木 晶 子

ドイツ語総合 （初級） 秋
高 橋 文 子

Ｈ 名
正 木 晶 子

ドイツ語総合 （初級） 春
横 山 淳 子

Ｈ 名

ドイツ語総合 （初級） 秋
横 山 淳 子

Ｈ 名

ドイツ語総合 （初級） 春 Ｈ 名
川 名 真 矢

ドイツ語総合 （初級） 秋 Ｈ 名
川 名 真 矢

ドイツ語総合 （初級） 春 名 ，セメスター対応科目
立 川 睦 美

ドイツ語総合 （初級） 秋 名 ，セメスター対応科目
立 川 睦 美
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語

― ―

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考 履修年次

秋 ［ 名］ ～

春 武 岡 由樹子 ［ 名］ ～

秋 武 岡 由樹子 ［ 名］ ～

●

篠 田 愛 理 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

篠 田 愛 理 ［ 名］ ～

岡 部 了 也 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

休講 ［ 名］ ～

岡 部 了 也 ［ 名］ ～

― ―

○ドイツ語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［初級総合］（コア科目）

ドイツ語総合 （初級） 春
栗 田 圭 子

Ｂ 名

ドイツ語総合 （初級） 秋
栗 田 圭 子

Ｂ 名

ドイツ語総合 （初級） 春 Ｂ 名
正 木 晶 子

ドイツ語総合 （初級） 秋 Ｂ 名
正 木 晶 子

ドイツ語総合 （初級） 春 Ｃ 名
本 田 博 之

ドイツ語総合 （初級） 秋 Ｃ 名
本 田 博 之

ドイツ語総合 （初級） 春
高 橋 文 子

Ｆ 名
栗 田 圭 子

ドイツ語総合 （初級） 秋
高 橋 文 子

Ｆ 名
栗 田 圭 子

ドイツ語総合 （初級） 春
藤 沢

Ｆ 名
清 水 紀 子

ドイツ語総合 （初級） 秋
藤 沢

Ｆ 名
清 水 紀 子

ドイツ語総合 （初級） 春
正 木 晶 子

Ｆ 名

ドイツ語総合 （初級） 秋
正 木 晶 子

Ｆ 名

ドイツ語総合 （初級） 春
藤 沢

Ｇ 名
栗 田 圭 子

ドイツ語総合 （初級） 秋
藤 沢

Ｇ 名
栗 田 圭 子

ドイツ語総合 （初級） 春 Ｇ 名
清 水 紀 子

ドイツ語総合 （初級） 秋 Ｇ 名
清 水 紀 子

ドイツ語総合 （初級） 春
高 橋 文 子

Ｇ 名
川 名 真 矢

ドイツ語総合 （初級） 秋
高 橋 文 子

Ｇ 名
川 名 真 矢

ドイツ語総合 （初級） 春
高 橋 文 子

Ｈ 名
正 木 晶 子

ドイツ語総合 （初級） 秋
高 橋 文 子

Ｈ 名
正 木 晶 子

ドイツ語総合 （初級） 春
横 山 淳 子

Ｈ 名

ドイツ語総合 （初級） 秋
横 山 淳 子

Ｈ 名

ドイツ語総合 （初級） 春 Ｈ 名
川 名 真 矢

ドイツ語総合 （初級） 秋 Ｈ 名
川 名 真 矢

ドイツ語総合 （初級） 春 名 ，セメスター対応科目
立 川 睦 美

ドイツ語総合 （初級） 秋 名 ，セメスター対応科目
立 川 睦 美
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― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

演習 （オプション科目）

ドイツ語演習Ⅰ （文法・読解） 春 立 川 睦 美 ※注 ，

ドイツ語演習Ⅰ （文法・読解） 秋 立 川 睦 美 ※注 ，

［中級総合］（コア科目）

ドイツ語総合 （中級） 春 Ｂ 名
立 川 睦 美

ドイツ語総合 （中級） 秋 Ｂ 名
立 川 睦 美

ドイツ語総合 （中級） 春
高 橋 文 子

Ｃ 名

ドイツ語総合 （中級） 秋
高 橋 文 子

Ｃ 名

ドイツ語総合 （中級） 春
栗 田 圭 子

Ｆ 名

ドイツ語総合 （中級） 秋
栗 田 圭 子

Ｆ 名

ドイツ語総合 （中級） 春 Ｆ 名
正 木 晶 子

ドイツ語総合 （中級） 秋 Ｆ 名
正 木 晶 子

ドイツ語総合 （中級） 春 Ｇ 名
本 田 博 之

ドイツ語総合 （中級） 秋 Ｇ 名
本 田 博 之

ドイツ語総合 （中級） 春
立 川 睦 美

Ｈ 名

ドイツ語総合 （中級） 秋
立 川 睦 美

Ｈ 名

ドイツ語総合 （中級） 春
栗 田 圭 子

Ｈ 名

ドイツ語総合 （中級） 秋
栗 田 圭 子

Ｈ 名

ドイツ語総合 （中級） 春
高 橋 文 子

名 ，セメスター対応科目

ドイツ語総合 （中級） 秋
高 橋 文 子

名 ，セメスター対応科目

ことばと文化 （オプション科目）

ドイツ語圏のことばと文化 春 長谷川 悦 朗 ※注 ，

ドイツ語圏のことばと文化 秋 横 山 淳 子 ※注 ，

演習 （オプション科目）

ドイツ語演習Ⅱ （文法・読解） 春 長谷川 悦 朗 ※注 ，

ドイツ語演習Ⅱ （文法・読解） 秋 長谷川 悦 朗 ※注 ，

検定対策 （オプション科目）

ドイツ語検定対策Ⅱ 休講

ドイツ語検定対策Ⅱ 休講

［上級］（コア科目）

ドイツ語上級 春 新 倉 真矢子 隔年開講

ドイツ語上級 秋 新 倉 真矢子 隔年開講

ドイツ語上級 春 隔年開講

ドイツ語上級 秋 隔年開講

ドイツ語上級 休講 隔年開講

ドイツ語上級 休講 隔年開講

― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

ドイツ語上級 休講 隔年開講

ドイツ語上級 休講 隔年開講

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ： 年次生以前は，履修はできるが卒業要件外となる
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学
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語

集
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座
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・
フ
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ス
語
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イ
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パ
ニ
ア
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イ
タ
リ
ア
語
・

中
国
語
・
コ
リ
ア
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― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

演習 （オプション科目）

ドイツ語演習Ⅰ （文法・読解） 春 立 川 睦 美 ※注 ，

ドイツ語演習Ⅰ （文法・読解） 秋 立 川 睦 美 ※注 ，

［中級総合］（コア科目）

ドイツ語総合 （中級） 春 Ｂ 名
立 川 睦 美

ドイツ語総合 （中級） 秋 Ｂ 名
立 川 睦 美

ドイツ語総合 （中級） 春
高 橋 文 子

Ｃ 名

ドイツ語総合 （中級） 秋
高 橋 文 子

Ｃ 名

ドイツ語総合 （中級） 春
栗 田 圭 子

Ｆ 名

ドイツ語総合 （中級） 秋
栗 田 圭 子

Ｆ 名

ドイツ語総合 （中級） 春 Ｆ 名
正 木 晶 子

ドイツ語総合 （中級） 秋 Ｆ 名
正 木 晶 子

ドイツ語総合 （中級） 春 Ｇ 名
本 田 博 之

ドイツ語総合 （中級） 秋 Ｇ 名
本 田 博 之

ドイツ語総合 （中級） 春
立 川 睦 美

Ｈ 名

ドイツ語総合 （中級） 秋
立 川 睦 美

Ｈ 名

ドイツ語総合 （中級） 春
栗 田 圭 子

Ｈ 名

ドイツ語総合 （中級） 秋
栗 田 圭 子

Ｈ 名

ドイツ語総合 （中級） 春
高 橋 文 子

名 ，セメスター対応科目

ドイツ語総合 （中級） 秋
高 橋 文 子

名 ，セメスター対応科目

ことばと文化 （オプション科目）

ドイツ語圏のことばと文化 春 長谷川 悦 朗 ※注 ，

ドイツ語圏のことばと文化 秋 横 山 淳 子 ※注 ，

演習 （オプション科目）

ドイツ語演習Ⅱ （文法・読解） 春 長谷川 悦 朗 ※注 ，

ドイツ語演習Ⅱ （文法・読解） 秋 長谷川 悦 朗 ※注 ，

検定対策 （オプション科目）

ドイツ語検定対策Ⅱ 休講

ドイツ語検定対策Ⅱ 休講

［上級］（コア科目）

ドイツ語上級 春 新 倉 真矢子 隔年開講

ドイツ語上級 秋 新 倉 真矢子 隔年開講

ドイツ語上級 春 隔年開講

ドイツ語上級 秋 隔年開講

ドイツ語上級 休講 隔年開講

ドイツ語上級 休講 隔年開講

― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

ドイツ語上級 休講 隔年開講

ドイツ語上級 休講 隔年開講

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ： 年次生以前は，履修はできるが卒業要件外となる
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― ―

○フランス語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［初級総合］（コア科目）

フランス語総合 （初級） 春
眞紀

Ｂ 名

フランス語総合 （初級） 秋
眞紀

Ｂ 名

フランス語総合 （初級） 春 Ｂ 名
大 柳 貴

フランス語総合 （初級） 秋 Ｂ 名
大 柳 貴

フランス語総合 （初級） 春
眞紀

Ｃ 名

フランス語総合 （初級） 秋
眞紀

Ｃ 名

フランス語総合 （初級） 春 Ｃ 名
大 柳 貴

フランス語総合 （初級） 秋 Ｃ 名
大 柳 貴

フランス語総合 （初級） 春
北 村 亜矢子

Ｃ 名

フランス語総合 （初級） 秋
北 村 亜矢子

Ｃ 名

フランス語総合 （初級） 春 Ｆ 名
山 邑 久仁子

フランス語総合 （初級） 秋 Ｆ 名
山 邑 久仁子

フランス語総合 （初級） 春
北 村 亜矢子

Ｆ 名
眞紀

フランス語総合 （初級） 秋
北 村 亜矢子

Ｆ 名
眞紀

フランス語総合 （初級） 春
室 井 幾世子

Ｆ 名

フランス語総合 （初級） 秋
室 井 幾世子

Ｆ 名

フランス語総合 （初級） 春 Ｇ 名
横 田 千 晶

フランス語総合 （初級） 秋 Ｇ 名
横 田 千 晶

フランス語総合 （初級） 春 Ｇ 名
山 邑 久仁子

フランス語総合 （初級） 秋 Ｇ 名
山 邑 久仁子

フランス語総合 （初級） 春 Ｇ 名
榎 本 恵 子

フランス語総合 （初級） 秋 Ｇ 名
榎 本 恵 子

フランス語総合 （初級） 春
角 津 美 愛

Ｇ 名

フランス語総合 （初級） 秋
角 津 美 愛

Ｇ 名

フランス語総合 （初級） 春
角 津 美 愛

Ｈ 名

フランス語総合 （初級） 秋
角 津 美 愛

Ｈ 名

フランス語総合 （初級） 春
猪 口 好 彦

Ｈ 名

フランス語総合 （初級） 秋
猪 口 好 彦

Ｈ 名

― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

フランス語総合 （初級） 春
猪 口 好 彦

名 ，セメスター対応科目
é

フランス語総合 （初級） 秋
猪 口 好 彦

名 ，セメスター対応科目
é

［演習］（オプション科目）

フランス語演習Ⅰ （スキルアップ－文法） 春 加 藤 行 男 ※注 ，

フランス語演習Ⅰ （スキルアップ－文法） 秋 加 藤 行 男 ※注 ，

フランス語演習Ⅰ （スキルアップ－発音・会話） 春
授業内抽選※注 ， ，

旧「演習 （スキルアップ）」と同科目

フランス語演習Ⅰ （スキルアップ－発音・会話） 秋
授業内抽選※注 ， ，

旧「演習 （スキルアップ）」と同科目

［中級総合］（コア科目）

フランス語総合 （中級） 春
松 浦 寛

Ｂ 名
é

フランス語総合 （中級） 秋
松 浦 寛

Ｂ 名
é

フランス語総合 （中級） 春
井 上 美 穂

Ｃ 名

フランス語総合 （中級） 秋
井 上 美 穂

Ｃ 名

フランス語総合 （中級） 春
三 浦 直 希

Ｃ 名

フランス語総合 （中級） 秋
三 浦 直 希

Ｃ 名

フランス語総合 （中級） 春
角 津 美 愛

Ｆ 名
古 賀 健太郎

フランス語総合 （中級） 秋
角 津 美 愛

Ｆ 名
古 賀 健太郎

フランス語総合 （中級） 春
白 石 嘉 治

Ｆ 名
山 上 昌 子

フランス語総合 （中級） 秋
白 石 嘉 治

Ｆ 名
山 上 昌 子

フランス語総合 （中級） 春
黒 木 朋 興

白 石 嘉 治
Ｆ 名

フランス語総合 （中級） 秋
黒 木 朋 興

白 石 嘉 治
Ｆ 名

フランス語総合 （中級） 春
白 石 嘉 治

Ｇ 名
三 浦 直 希

フランス語総合 （中級） 秋
白 石 嘉 治

Ｇ 名
三 浦 直 希

フランス語総合 （中級） 春
横 田 千 晶

Ｈ 名

フランス語総合 （中級） 秋
横 田 千 晶

Ｈ 名

フランス語総合 （中級） 春
岩 井 俊 一

Ｈ 名
山 上 昌 子

フランス語総合 （中級） 秋
岩 井 俊 一

Ｈ 名
山 上 昌 子

フランス語総合 （中級） 春 名 ，セメスター対応科目
山 上 昌 子

フランス語総合 （中級） 秋 名 ，セメスター対応科目
山 上 昌 子

［ことばと文化］（オプション科目）

フランス語圏のことばと文化 春 ※注 ，

フランス語圏のことばと文化 秋 LE BOIS Jérôme ※注 ，
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― ―

○フランス語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［初級総合］（コア科目）

フランス語総合 （初級） 春
眞紀

Ｂ 名

フランス語総合 （初級） 秋
眞紀

Ｂ 名

フランス語総合 （初級） 春 Ｂ 名
大 柳 貴

フランス語総合 （初級） 秋 Ｂ 名
大 柳 貴

フランス語総合 （初級） 春
眞紀

Ｃ 名

フランス語総合 （初級） 秋
眞紀

Ｃ 名

フランス語総合 （初級） 春 Ｃ 名
大 柳 貴

フランス語総合 （初級） 秋 Ｃ 名
大 柳 貴

フランス語総合 （初級） 春
北 村 亜矢子

Ｃ 名

フランス語総合 （初級） 秋
北 村 亜矢子

Ｃ 名

フランス語総合 （初級） 春 Ｆ 名
山 邑 久仁子

フランス語総合 （初級） 秋 Ｆ 名
山 邑 久仁子

フランス語総合 （初級） 春
北 村 亜矢子

Ｆ 名
眞紀

フランス語総合 （初級） 秋
北 村 亜矢子

Ｆ 名
眞紀

フランス語総合 （初級） 春
室 井 幾世子

Ｆ 名

フランス語総合 （初級） 秋
室 井 幾世子

Ｆ 名

フランス語総合 （初級） 春 Ｇ 名
横 田 千 晶

フランス語総合 （初級） 秋 Ｇ 名
横 田 千 晶

フランス語総合 （初級） 春 Ｇ 名
山 邑 久仁子

フランス語総合 （初級） 秋 Ｇ 名
山 邑 久仁子

フランス語総合 （初級） 春 Ｇ 名
榎 本 恵 子

フランス語総合 （初級） 秋 Ｇ 名
榎 本 恵 子

フランス語総合 （初級） 春
角 津 美 愛

Ｇ 名

フランス語総合 （初級） 秋
角 津 美 愛

Ｇ 名

フランス語総合 （初級） 春
角 津 美 愛

Ｈ 名

フランス語総合 （初級） 秋
角 津 美 愛

Ｈ 名

フランス語総合 （初級） 春
猪 口 好 彦

Ｈ 名

フランス語総合 （初級） 秋
猪 口 好 彦

Ｈ 名

― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

フランス語総合 （初級） 春
猪 口 好 彦

名 ，セメスター対応科目
é

フランス語総合 （初級） 秋
猪 口 好 彦

名 ，セメスター対応科目
é

［演習］（オプション科目）

フランス語演習Ⅰ （スキルアップ－文法） 春 加 藤 行 男 ※注 ，

フランス語演習Ⅰ （スキルアップ－文法） 秋 加 藤 行 男 ※注 ，

フランス語演習Ⅰ （スキルアップ－発音・会話） 春
授業内抽選※注 ， ，

旧「演習 （スキルアップ）」と同科目

フランス語演習Ⅰ （スキルアップ－発音・会話） 秋
授業内抽選※注 ， ，

旧「演習 （スキルアップ）」と同科目

［中級総合］（コア科目）

フランス語総合 （中級） 春
松 浦 寛

Ｂ 名
é

フランス語総合 （中級） 秋
松 浦 寛

Ｂ 名
é

フランス語総合 （中級） 春
井 上 美 穂

Ｃ 名

フランス語総合 （中級） 秋
井 上 美 穂

Ｃ 名

フランス語総合 （中級） 春
三 浦 直 希

Ｃ 名

フランス語総合 （中級） 秋
三 浦 直 希

Ｃ 名

フランス語総合 （中級） 春
角 津 美 愛

Ｆ 名
古 賀 健太郎

フランス語総合 （中級） 秋
角 津 美 愛

Ｆ 名
古 賀 健太郎

フランス語総合 （中級） 春
白 石 嘉 治

Ｆ 名
山 上 昌 子

フランス語総合 （中級） 秋
白 石 嘉 治

Ｆ 名
山 上 昌 子

フランス語総合 （中級） 春
黒 木 朋 興

白 石 嘉 治
Ｆ 名

フランス語総合 （中級） 秋
黒 木 朋 興

白 石 嘉 治
Ｆ 名

フランス語総合 （中級） 春
白 石 嘉 治

Ｇ 名
三 浦 直 希

フランス語総合 （中級） 秋
白 石 嘉 治

Ｇ 名
三 浦 直 希

フランス語総合 （中級） 春
横 田 千 晶

Ｈ 名

フランス語総合 （中級） 秋
横 田 千 晶

Ｈ 名

フランス語総合 （中級） 春
岩 井 俊 一

Ｈ 名
山 上 昌 子

フランス語総合 （中級） 秋
岩 井 俊 一

Ｈ 名
山 上 昌 子

フランス語総合 （中級） 春 名 ，セメスター対応科目
山 上 昌 子

フランス語総合 （中級） 秋 名 ，セメスター対応科目
山 上 昌 子

［ことばと文化］（オプション科目）

フランス語圏のことばと文化 春 ※注 ，

フランス語圏のことばと文化 秋 LE BOIS Jérôme ※注 ，
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科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［演習］（オプション科目）

フランス語演習Ⅱ （スキルアップ） 休講

フランス語演習Ⅱ （スキルアップ） 休講

［検定対策］（オプション科目）

フランス語検定対策Ⅱ （仏検 級） 休講

フランス語検定対策Ⅱ （仏検準 級・ 級） 休講

［上級］（コア科目）

フランス語上級 春 北 村 亜矢子 授業内抽選※注

フランス語上級 秋 北 村 亜矢子 授業内抽選※注

フランス語上級 春

フランス語上級 秋

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 春 授業内抽選※注

フランス語上級 秋 授業内抽選※注

春 隔年開講
é

秋
LE BOIS Jérôme

隔年開講
é

休講 隔年開講

休講 隔年開講

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可

※注 ： 年次生以前は，履修はできるが卒業要件外となる

※注 ：授業内抽選についてはシラバスを確認すること

― ―

○イスパニア語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［初級総合］（コア科目）

イスパニア語総合 （初級） 春 Ｂ 名
政 岡 潔 子

イスパニア語総合 （初級） 秋 Ｂ 名
政 岡 潔 子

イスパニア語総合 （初級） 春
髙 橋 沙恵子

Ｂ 名

イスパニア語総合 （初級） 秋
髙 橋 沙恵子

Ｂ 名

イスパニア語総合 （初級） 春
柏 木 典 子

Ｂ 名
GARZÓN BRAVO Fran

イスパニア語総合 （初級） 秋
柏 木 典 子

Ｂ 名
GARZÓN BRAVO Fran

イスパニア語総合 （初級） 春
中 野 隆 基

Ｂ 名
未 定

イスパニア語総合 （初級） 秋
中 野 隆 基

Ｂ 名
未 定

イスパニア語総合 （初級） 春 廣 康 好 美 Ｃ 名

イスパニア語総合 （初級） 秋 廣 康 好 美 Ｃ 名

イスパニア語総合 （初級） 春
藤 井 礼 奈

Ｃ 名
GARZÓN BRAVO Fran

イスパニア語総合 （初級） 秋
中 野 隆 基

Ｃ 名
GARZÓN BRAVO Fran

イスパニア語総合 （初級） 春 Ｃ 名
大 森 洋 子

イスパニア語総合 （初級） 秋 Ｃ 名
大 森 洋 子

イスパニア語総合 （初級） 春
河 崎 佳 代

Ｆ 名

イスパニア語総合 （初級） 秋
河 崎 佳 代

Ｆ 名

イスパニア語総合 （初級） 春 Ｆ 名
四 宮 瑞 枝

イスパニア語総合 （初級） 秋
QUIRÓS Ignacio

Ｆ 名
四 宮 瑞 枝

イスパニア語総合 （初級） 春
藤 井 礼 奈

Ｆ 名

イスパニア語総合 （初級） 秋
大 堂 果 林

Ｆ 名

イスパニア語総合 （初級） 春
Á é

Ｇ 名
菅 原 昭 江

イスパニア語総合 （初級） 秋
Á é

Ｇ 名
菅 原 昭 江

イスパニア語総合 （初級） 春
河 崎 佳 代

Ｇ 名
高 木 和 子

イスパニア語総合 （初級） 秋
河 崎 佳 代

Ｇ 名
É

イスパニア語総合 （初級） 春 Ｈ 名
GONZÁLEZ Salomé

イスパニア語総合 （初級） 秋 Ｈ 名
GONZÁLEZ Salomé

イスパニア語総合 （初級） 春
河 崎 佳 代

Ｈ 名
YAMAURA Ángela

イスパニア語総合 （初級） 秋
河 崎 佳 代

Ｈ 名
YAMAURA Ángela

イスパニア語総合 （初級） 春
藤 井 礼 奈

Ｈ 名
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科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［演習］（オプション科目）

フランス語演習Ⅱ （スキルアップ） 休講

フランス語演習Ⅱ （スキルアップ） 休講

［検定対策］（オプション科目）

フランス語検定対策Ⅱ （仏検 級） 休講

フランス語検定対策Ⅱ （仏検準 級・ 級） 休講

［上級］（コア科目）

フランス語上級 春 北 村 亜矢子 授業内抽選※注

フランス語上級 秋 北 村 亜矢子 授業内抽選※注

フランス語上級 春

フランス語上級 秋

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 休講

フランス語上級 春 授業内抽選※注

フランス語上級 秋 授業内抽選※注

春 隔年開講
é

秋
LE BOIS Jérôme

隔年開講
é

休講 隔年開講

休講 隔年開講

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可

※注 ： 年次生以前は，履修はできるが卒業要件外となる

※注 ：授業内抽選についてはシラバスを確認すること

― ―

○イスパニア語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［初級総合］（コア科目）

イスパニア語総合 （初級） 春 Ｂ 名
政 岡 潔 子

イスパニア語総合 （初級） 秋 Ｂ 名
政 岡 潔 子

イスパニア語総合 （初級） 春
髙 橋 沙恵子

Ｂ 名

イスパニア語総合 （初級） 秋
髙 橋 沙恵子

Ｂ 名

イスパニア語総合 （初級） 春
柏 木 典 子

Ｂ 名
GARZÓN BRAVO Fran

イスパニア語総合 （初級） 秋
柏 木 典 子

Ｂ 名
GARZÓN BRAVO Fran

イスパニア語総合 （初級） 春
中 野 隆 基

Ｂ 名
未 定

イスパニア語総合 （初級） 秋
中 野 隆 基

Ｂ 名
未 定

イスパニア語総合 （初級） 春 廣 康 好 美 Ｃ 名

イスパニア語総合 （初級） 秋 廣 康 好 美 Ｃ 名

イスパニア語総合 （初級） 春
藤 井 礼 奈

Ｃ 名
GARZÓN BRAVO Fran

イスパニア語総合 （初級） 秋
中 野 隆 基

Ｃ 名
GARZÓN BRAVO Fran

イスパニア語総合 （初級） 春 Ｃ 名
大 森 洋 子

イスパニア語総合 （初級） 秋 Ｃ 名
大 森 洋 子

イスパニア語総合 （初級） 春
河 崎 佳 代

Ｆ 名

イスパニア語総合 （初級） 秋
河 崎 佳 代

Ｆ 名

イスパニア語総合 （初級） 春 Ｆ 名
四 宮 瑞 枝

イスパニア語総合 （初級） 秋
QUIRÓS Ignacio

Ｆ 名
四 宮 瑞 枝

イスパニア語総合 （初級） 春
藤 井 礼 奈

Ｆ 名

イスパニア語総合 （初級） 秋
大 堂 果 林

Ｆ 名

イスパニア語総合 （初級） 春
Á é

Ｇ 名
菅 原 昭 江

イスパニア語総合 （初級） 秋
Á é

Ｇ 名
菅 原 昭 江

イスパニア語総合 （初級） 春
河 崎 佳 代

Ｇ 名
高 木 和 子

イスパニア語総合 （初級） 秋
河 崎 佳 代

Ｇ 名
É

イスパニア語総合 （初級） 春 Ｈ 名
GONZÁLEZ Salomé

イスパニア語総合 （初級） 秋 Ｈ 名
GONZÁLEZ Salomé

イスパニア語総合 （初級） 春
河 崎 佳 代

Ｈ 名
YAMAURA Ángela

イスパニア語総合 （初級） 秋
河 崎 佳 代

Ｈ 名
YAMAURA Ángela

イスパニア語総合 （初級） 春
藤 井 礼 奈

Ｈ 名
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科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

イスパニア語総合 （初級） 秋
大 堂 果 林

Ｈ 名

イスパニア語総合 （初級） 春 Ｈ 名
千 代 勇 一

イスパニア語総合 （初級） 秋 Ｈ 名
千 代 勇 一

イスパニア語総合 （初級） 春 名 ，セメスター対応科目

イスパニア語総合 （初級） 秋 名 ，セメスター対応科目

［演習］（オプション科目）

イスパニア語演習Ⅰ スキルアップ 春 廣 康 好 美 ※注 ，

イスパニア語演習Ⅰ スキルアップ 秋 廣 康 好 美 ※注 ，

［中級総合］（コア科目）

イスパニア語総合 （中級） 春 Ｂ 名

イスパニア語総合 （中級） 秋 Ｂ 名

イスパニア語総合 （中級） 春
Ú À é

Ｃ 名
政 岡 潔 子

イスパニア語総合 （中級） 秋
MOYANO LÓPEZ Juan Carlos

Ｃ 名
政 岡 潔 子

イスパニア語総合 （中級） 春
髙 橋 沙恵子

Ｃ 名

イスパニア語総合 （中級） 秋
髙 橋 沙恵子

Ｃ 名

イスパニア語総合 （中級） 春
柏 木 典 子

Ｃ 名

イスパニア語総合 （中級） 秋
柏 木 典 子

Ｃ 名

イスパニア語総合 （中級） 春 Ｆ 名
高 木 和 子

イスパニア語総合 （中級） 秋 Ｆ 名
É

イスパニア語総合 （中級） 春 Ｆ 名
千 代 勇 一

イスパニア語総合 （中級） 秋 Ｆ 名
千 代 勇 一

イスパニア語総合 （中級） 春 Ｆ 名
菅 原 昭 江

イスパニア語総合 （中級） 秋 Ｆ 名
菅 原 昭 江

イスパニア語総合 （中級） 春
仲 道 慎 治

Ｇ 名

イスパニア語総合 （中級） 秋
仲 道 慎 治

Ｇ 名

イスパニア語総合 （中級） 春 Ｈ 名

イスパニア語総合 （中級） 秋 Ｈ 名

イスパニア語総合 （中級） 春
廣 康 好 美

Ｈ 名
É

イスパニア語総合 （中級） 秋
廣 康 好 美

Ｈ 名
É

イスパニア語総合 （中級） 春
GONZÁLEZ Salomé

Ｈ 名
菅 原 昭 江

イスパニア語総合 （中級） 秋
GONZÁLEZ Salomé

Ｈ 名
菅 原 昭 江

― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

イスパニア語総合 （中級） 春
仲 道 慎 治

Ｈ 名

イスパニア語総合 （中級） 秋
仲 道 慎 治

Ｈ 名

イスパニア語総合 （中級） 春 名 ，セメスター対応科目
髙 橋 沙恵子

イスパニア語総合 （中級） 秋 名 ，セメスター対応科目
髙 橋 沙恵子

［ことばと文化］（オプション科目）

イスパニア語圏のことばと文化 春 四 宮 瑞 枝 ※注 ，

イスパニア語圏のことばと文化 秋 四 宮 瑞 枝 ※注 ，

［演習］（オプション科目）

イスパニア語演習Ⅱ （スキルアップ） 春 ※注 ，

イスパニア語演習Ⅱ （スキルアップ） 秋 ※注 ，

［上級］（コア科目）

イスパニア語上級 春 廣 康 好 美 隔年開講

イスパニア語上級 秋 廣 康 好 美 隔年開講

イスパニア語上級 春 YAMAURA Ángela 隔年開講

イスパニア語上級 秋 YAMAURA Ángela 隔年開講

イスパニア語上級 休講 隔年開講

イスパニア語上級 休講 隔年開講

イスパニア語上級 休講 隔年開講

イスパニア語上級 休講 隔年開講

春 隔年開講

秋 隔年開講

休講 隔年開講

休講 隔年開講

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ： 年次生以前は，履修はできるが卒業要件外となる
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― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

イスパニア語総合 （初級） 秋
大 堂 果 林

Ｈ 名

イスパニア語総合 （初級） 春 Ｈ 名
千 代 勇 一

イスパニア語総合 （初級） 秋 Ｈ 名
千 代 勇 一

イスパニア語総合 （初級） 春 名 ，セメスター対応科目

イスパニア語総合 （初級） 秋 名 ，セメスター対応科目

［演習］（オプション科目）

イスパニア語演習Ⅰ スキルアップ 春 廣 康 好 美 ※注 ，

イスパニア語演習Ⅰ スキルアップ 秋 廣 康 好 美 ※注 ，

［中級総合］（コア科目）

イスパニア語総合 （中級） 春 Ｂ 名

イスパニア語総合 （中級） 秋 Ｂ 名

イスパニア語総合 （中級） 春
Ú À é

Ｃ 名
政 岡 潔 子

イスパニア語総合 （中級） 秋
MOYANO LÓPEZ Juan Carlos

Ｃ 名
政 岡 潔 子

イスパニア語総合 （中級） 春
髙 橋 沙恵子

Ｃ 名

イスパニア語総合 （中級） 秋
髙 橋 沙恵子

Ｃ 名

イスパニア語総合 （中級） 春
柏 木 典 子

Ｃ 名

イスパニア語総合 （中級） 秋
柏 木 典 子

Ｃ 名

イスパニア語総合 （中級） 春 Ｆ 名
高 木 和 子

イスパニア語総合 （中級） 秋 Ｆ 名
É

イスパニア語総合 （中級） 春 Ｆ 名
千 代 勇 一

イスパニア語総合 （中級） 秋 Ｆ 名
千 代 勇 一

イスパニア語総合 （中級） 春 Ｆ 名
菅 原 昭 江

イスパニア語総合 （中級） 秋 Ｆ 名
菅 原 昭 江

イスパニア語総合 （中級） 春
仲 道 慎 治

Ｇ 名

イスパニア語総合 （中級） 秋
仲 道 慎 治

Ｇ 名

イスパニア語総合 （中級） 春 Ｈ 名

イスパニア語総合 （中級） 秋 Ｈ 名

イスパニア語総合 （中級） 春
廣 康 好 美

Ｈ 名
É

イスパニア語総合 （中級） 秋
廣 康 好 美

Ｈ 名
É

イスパニア語総合 （中級） 春
GONZÁLEZ Salomé

Ｈ 名
菅 原 昭 江

イスパニア語総合 （中級） 秋
GONZÁLEZ Salomé

Ｈ 名
菅 原 昭 江

― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

イスパニア語総合 （中級） 春
仲 道 慎 治

Ｈ 名

イスパニア語総合 （中級） 秋
仲 道 慎 治

Ｈ 名

イスパニア語総合 （中級） 春 名 ，セメスター対応科目
髙 橋 沙恵子

イスパニア語総合 （中級） 秋 名 ，セメスター対応科目
髙 橋 沙恵子

［ことばと文化］（オプション科目）

イスパニア語圏のことばと文化 春 四 宮 瑞 枝 ※注 ，

イスパニア語圏のことばと文化 秋 四 宮 瑞 枝 ※注 ，

［演習］（オプション科目）

イスパニア語演習Ⅱ （スキルアップ） 春 ※注 ，

イスパニア語演習Ⅱ （スキルアップ） 秋 ※注 ，

［上級］（コア科目）

イスパニア語上級 春 廣 康 好 美 隔年開講

イスパニア語上級 秋 廣 康 好 美 隔年開講

イスパニア語上級 春 YAMAURA Ángela 隔年開講

イスパニア語上級 秋 YAMAURA Ángela 隔年開講

イスパニア語上級 休講 隔年開講

イスパニア語上級 休講 隔年開講

イスパニア語上級 休講 隔年開講

イスパニア語上級 休講 隔年開講

春 隔年開講

秋 隔年開講

休講 隔年開講

休講 隔年開講

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ： 年次生以前は，履修はできるが卒業要件外となる
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― ―

○イタリア語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［初級総合］（コア科目）

イタリア語総合 （初級） 春
横 田 さやか

名

イタリア語総合 （初級） 秋
横 田 さやか

名

イタリア語総合 （初級） 春
堤 康 徳

名
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （初級） 秋
堤 康 徳

名
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （初級） 春
山 手 昌 樹

名
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （初級） 秋
山 手 昌 樹

名
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （初級） 春
横 田 さやか

名

イタリア語総合 （初級） 秋
横 田 さやか

名

イタリア語総合 （初級） 春
粒 良 麻 央

名

イタリア語総合 （初級） 秋
粒 良 麻 央

名

イタリア語総合 （初級） 春
堤 康 徳

名 ，セメスター対応科目
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （初級） 秋
粒 良 麻 央

名 ，セメスター対応科目
未 定

［中級総合］（コア科目）

イタリア語総合 （中級） 春
粒 良 麻 央

Ｃ 名

イタリア語総合 （中級） 秋
粒 良 麻 央

Ｃ 名

イタリア語総合 （中級） 春
横 田 さやか

Ｆ 名

イタリア語総合 （中級） 秋
横 田 さやか

Ｆ 名

イタリア語総合 （中級） 春
堤 康 徳

Ｇ 名
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （中級） 秋
堤 康 徳

Ｇ 名
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （中級） 春
山 手 昌 樹

Ｈ 名

イタリア語総合 （中級） 秋
山 手 昌 樹

Ｈ 名

イタリア語総合 （中級） 春
横 田 さやか

名 ，セメスター対応科目

イタリア語総合 （中級） 秋
横 田 さやか

名 ，セメスター対応科目
未 定

［ことばと文化］（オプション科目）

イタリアのことばと文化 秋 堤 康 徳 ※注 ，

［上級］（コア科目）

イタリア語上級 春 隔年開講

イタリア語上級 秋 隔年開講

イタリア語上級 春 堤 康 徳 隔年開講

イタリア語上級 秋 堤 康 徳 隔年開講

イタリア語上級 休講 隔年開講

イタリア語上級 休講 隔年開講

イタリア語上級 休講 隔年開講

イタリア語上級 休講 隔年開講

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ： 年次生以前は，履修はできるが卒業要件外となる

― ―

○中国語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［初級総合］（コア科目）

中国語総合 （初級） 春
胡 興 智

名
島 田 亜 実

中国語総合 （初級） 秋
胡 興 智

名
島 田 亜 実

中国語総合 （初級） 春
張 彤

名
馮 日 珍

中国語総合 （初級） 秋
張 彤

名
馮 日 珍

中国語総合 （初級） 春
翁 璟

名
岩 井 伸 子

中国語総合 （初級） 秋
翁 璟

名
岩 井 伸 子

中国語総合 （初級） 春
費 燕

名
姚 南

中国語総合 （初級） 秋
費 燕

名
姚 南

中国語総合 （初級） 春
由 川 美 音

名
馮 日 珍

中国語総合 （初級） 秋
由 川 美 音

名
馮 日 珍

中国語総合 （初級） 春
中 原 裕 貴

名
吉 田 真 悟

中国語総合 （初級） 秋
中 原 裕 貴

名
吉 田 真 悟

中国語総合 （初級） 春
笠 見 弥 生

名
馮 小 喆

中国語総合 （初級） 秋
笠 見 弥 生

名
馮 小 喆

中国語総合 （初級） 春
岩 井 伸 子

名
陳 力

中国語総合 （初級） 秋
岩 井 伸 子

名
陳 力

中国語総合 （初級） 春
植 松 公 彦

名
吉 田 真 悟

中国語総合 （初級） 秋
植 松 公 彦

名
吉 田 真 悟

中国語総合 （初級） 春
劉 光 赤

名
陶 琳

中国語総合 （初級） 秋
劉 光 赤

名
陶 琳

中国語総合 （初級） 春
上 田 裕

名
陳 力

中国語総合 （初級） 秋
上 田 裕

名
陳 力

中国語総合 （初級） 春
費 燕

名
泉 杏 奈

中国語総合 （初級） 秋
費 燕

名
泉 杏 奈

中国語総合 （初級） 春
中 原 裕 貴

名
樋 口 幸 子

中国語総合 （初級） 秋
中 原 裕 貴

名
樋 口 幸 子

中国語総合 （初級） 春
翁 璟

名
由 川 美 音

中国語総合 （初級） 秋
翁 璟

名
由 川 美 音

中国語総合 （初級） 春
姚 南

名
佐々木 俊 雄
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― ―

○イタリア語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［初級総合］（コア科目）

イタリア語総合 （初級） 春
横 田 さやか

名

イタリア語総合 （初級） 秋
横 田 さやか

名

イタリア語総合 （初級） 春
堤 康 徳

名
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （初級） 秋
堤 康 徳

名
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （初級） 春
山 手 昌 樹

名
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （初級） 秋
山 手 昌 樹

名
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （初級） 春
横 田 さやか

名

イタリア語総合 （初級） 秋
横 田 さやか

名

イタリア語総合 （初級） 春
粒 良 麻 央

名

イタリア語総合 （初級） 秋
粒 良 麻 央

名

イタリア語総合 （初級） 春
堤 康 徳

名 ，セメスター対応科目
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （初級） 秋
粒 良 麻 央

名 ，セメスター対応科目
未 定

［中級総合］（コア科目）

イタリア語総合 （中級） 春
粒 良 麻 央

Ｃ 名

イタリア語総合 （中級） 秋
粒 良 麻 央

Ｃ 名

イタリア語総合 （中級） 春
横 田 さやか

Ｆ 名

イタリア語総合 （中級） 秋
横 田 さやか

Ｆ 名

イタリア語総合 （中級） 春
堤 康 徳

Ｇ 名
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （中級） 秋
堤 康 徳

Ｇ 名
柴 田 瑞 枝

イタリア語総合 （中級） 春
山 手 昌 樹

Ｈ 名

イタリア語総合 （中級） 秋
山 手 昌 樹

Ｈ 名

イタリア語総合 （中級） 春
横 田 さやか

名 ，セメスター対応科目

イタリア語総合 （中級） 秋
横 田 さやか

名 ，セメスター対応科目
未 定

［ことばと文化］（オプション科目）

イタリアのことばと文化 秋 堤 康 徳 ※注 ，

［上級］（コア科目）

イタリア語上級 春 隔年開講

イタリア語上級 秋 隔年開講

イタリア語上級 春 堤 康 徳 隔年開講

イタリア語上級 秋 堤 康 徳 隔年開講

イタリア語上級 休講 隔年開講

イタリア語上級 休講 隔年開講

イタリア語上級 休講 隔年開講

イタリア語上級 休講 隔年開講

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ： 年次生以前は，履修はできるが卒業要件外となる

― ―

○中国語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［初級総合］（コア科目）

中国語総合 （初級） 春
胡 興 智

名
島 田 亜 実

中国語総合 （初級） 秋
胡 興 智

名
島 田 亜 実

中国語総合 （初級） 春
張 彤

名
馮 日 珍

中国語総合 （初級） 秋
張 彤

名
馮 日 珍

中国語総合 （初級） 春
翁 璟

名
岩 井 伸 子

中国語総合 （初級） 秋
翁 璟

名
岩 井 伸 子

中国語総合 （初級） 春
費 燕

名
姚 南

中国語総合 （初級） 秋
費 燕

名
姚 南

中国語総合 （初級） 春
由 川 美 音

名
馮 日 珍

中国語総合 （初級） 秋
由 川 美 音

名
馮 日 珍

中国語総合 （初級） 春
中 原 裕 貴

名
吉 田 真 悟

中国語総合 （初級） 秋
中 原 裕 貴

名
吉 田 真 悟

中国語総合 （初級） 春
笠 見 弥 生

名
馮 小 喆

中国語総合 （初級） 秋
笠 見 弥 生

名
馮 小 喆

中国語総合 （初級） 春
岩 井 伸 子

名
陳 力

中国語総合 （初級） 秋
岩 井 伸 子

名
陳 力

中国語総合 （初級） 春
植 松 公 彦

名
吉 田 真 悟

中国語総合 （初級） 秋
植 松 公 彦

名
吉 田 真 悟

中国語総合 （初級） 春
劉 光 赤

名
陶 琳

中国語総合 （初級） 秋
劉 光 赤

名
陶 琳

中国語総合 （初級） 春
上 田 裕

名
陳 力

中国語総合 （初級） 秋
上 田 裕

名
陳 力

中国語総合 （初級） 春
費 燕

名
泉 杏 奈

中国語総合 （初級） 秋
費 燕

名
泉 杏 奈

中国語総合 （初級） 春
中 原 裕 貴

名
樋 口 幸 子

中国語総合 （初級） 秋
中 原 裕 貴

名
樋 口 幸 子

中国語総合 （初級） 春
翁 璟

名
由 川 美 音

中国語総合 （初級） 秋
翁 璟

名
由 川 美 音

中国語総合 （初級） 春
姚 南

名
佐々木 俊 雄
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― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

中国語総合 （初級） 秋
姚 南

名
佐々木 俊 雄

中国語総合 （初級） 春
植 松 公 彦

名 ，セメスター対応科目
佐々木 俊 雄

中国語総合 （初級） 秋
植 松 公 彦

名 ，セメスター対応科目
佐々木 俊 雄

［中級総合］（コア科目）

中国語総合 （中級） 春
泉 杏 奈

名
廉 虹

中国語総合 （中級） 秋
泉 杏 奈

名
廉 虹

中国語総合 （中級） 春
劉 笑 梅

名
島 田 亜 実

中国語総合 （中級） 秋
江 秀 華

名
島 田 亜 実

中国語総合 （中級） 春
翁 璟

名
姚 南

中国語総合 （中級） 秋
翁 璟

名
姚 南

中国語総合 （中級） 春
費 燕

名
佐々木 俊 雄

中国語総合 （中級） 秋
費 燕

名
佐々木 俊 雄

中国語総合 （中級） 春
劉 笑 梅

名
由 川 美 音

中国語総合 （中級） 秋
劉 笑 梅

名
由 川 美 音

中国語総合 （中級） 春
馮 小 喆

名
岩 井 伸 子

中国語総合 （中級） 秋
馮 小 喆

名
岩 井 伸 子

中国語総合 （中級） 春
中 原 裕 貴

名
馮 小 喆

中国語総合 （中級） 秋
中 原 裕 貴

名
馮 小 喆

中国語総合 （中級） 春
劉 光 赤

名
吉 田 真 悟

中国語総合 （中級） 秋
劉 光 赤

名
吉 田 真 悟

中国語総合 （中級） 春
植 松 公 彦

名
費 燕

中国語総合 （中級） 秋
植 松 公 彦

名
費 燕

中国語総合 （中級） 春
上 田 裕

名
陶 琳

中国語総合 （中級） 秋
上 田 裕

名
陶 琳

中国語総合 （中級） 春
今 村 圭

名
馮 小 喆

中国語総合 （中級） 秋
今 村 圭

名
馮 小 喆

中国語総合 （中級） 春
費 燕

名 ，セメスター対応科目
島 田 亜 実

中国語総合 （中級） 秋
費 燕

名 ，セメスター対応科目
島 田 亜 実

［ことばと文化］（オプション科目）

中国語圏のことばと文化 春 胡 興 智 ※注 ，

中国語圏のことばと文化 秋 胡 興 智 ※注 ，

― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［検定対策］（オプション科目）

中国語検定対策Ⅱ （ 級） 休講

中国語検定対策Ⅱ （ 級） 休講

［上級］（コア科目）

中国語上級 春 費 燕 隔年開講

中国語上級 秋 費 燕 隔年開講

中国語上級 春 廉 虹 隔年開講

中国語上級 秋 廉 虹 隔年開講

中国語上級 休講 隔年開講

中国語上級 休講 隔年開講

中国語上級 休講 隔年開講

中国語上級 休講 隔年開講

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ： 年次生以前は，履修はできるが卒業要件外となる
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― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

中国語総合 （初級） 秋
姚 南

名
佐々木 俊 雄

中国語総合 （初級） 春
植 松 公 彦

名 ，セメスター対応科目
佐々木 俊 雄

中国語総合 （初級） 秋
植 松 公 彦

名 ，セメスター対応科目
佐々木 俊 雄

［中級総合］（コア科目）

中国語総合 （中級） 春
泉 杏 奈

名
廉 虹

中国語総合 （中級） 秋
泉 杏 奈

名
廉 虹

中国語総合 （中級） 春
劉 笑 梅

名
島 田 亜 実

中国語総合 （中級） 秋
江 秀 華

名
島 田 亜 実

中国語総合 （中級） 春
翁 璟

名
姚 南

中国語総合 （中級） 秋
翁 璟

名
姚 南

中国語総合 （中級） 春
費 燕

名
佐々木 俊 雄

中国語総合 （中級） 秋
費 燕

名
佐々木 俊 雄

中国語総合 （中級） 春
劉 笑 梅

名
由 川 美 音

中国語総合 （中級） 秋
劉 笑 梅

名
由 川 美 音

中国語総合 （中級） 春
馮 小 喆

名
岩 井 伸 子

中国語総合 （中級） 秋
馮 小 喆

名
岩 井 伸 子

中国語総合 （中級） 春
中 原 裕 貴

名
馮 小 喆

中国語総合 （中級） 秋
中 原 裕 貴

名
馮 小 喆

中国語総合 （中級） 春
劉 光 赤

名
吉 田 真 悟

中国語総合 （中級） 秋
劉 光 赤

名
吉 田 真 悟

中国語総合 （中級） 春
植 松 公 彦

名
費 燕

中国語総合 （中級） 秋
植 松 公 彦

名
費 燕

中国語総合 （中級） 春
上 田 裕

名
陶 琳

中国語総合 （中級） 秋
上 田 裕

名
陶 琳

中国語総合 （中級） 春
今 村 圭

名
馮 小 喆

中国語総合 （中級） 秋
今 村 圭

名
馮 小 喆

中国語総合 （中級） 春
費 燕

名 ，セメスター対応科目
島 田 亜 実

中国語総合 （中級） 秋
費 燕

名 ，セメスター対応科目
島 田 亜 実

［ことばと文化］（オプション科目）

中国語圏のことばと文化 春 胡 興 智 ※注 ，

中国語圏のことばと文化 秋 胡 興 智 ※注 ，

― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［検定対策］（オプション科目）

中国語検定対策Ⅱ （ 級） 休講

中国語検定対策Ⅱ （ 級） 休講

［上級］（コア科目）

中国語上級 春 費 燕 隔年開講

中国語上級 秋 費 燕 隔年開講

中国語上級 春 廉 虹 隔年開講

中国語上級 秋 廉 虹 隔年開講

中国語上級 休講 隔年開講

中国語上級 休講 隔年開講

中国語上級 休講 隔年開講

中国語上級 休講 隔年開講

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ： 年次生以前は，履修はできるが卒業要件外となる
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― ―

○コリア語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［初級総合］（コア科目）

コリア語総合 （初級） 春
李 善 姫

Ｂ 名
平 香 織

コリア語総合 （初級） 秋
李 善 姫

Ｂ 名
平 香 織

コリア語総合 （初級） 春
金 アラン

Ｃ 名
平 香 織

コリア語総合 （初級） 秋
金 アラン

Ｃ 名
平 香 織

コリア語総合 （初級） 春
李 善 姫

Ｃ 名
田 中 俊 光

コリア語総合 （初級） 秋
李 善 姫

名
田 中 俊 光

コリア語総合 （初級） 春
大 坪 祐 子

Ｆ 名
金 景 彩

コリア語総合 （初級） 秋
大 坪 祐 子

Ｆ 名
金 景 彩

コリア語総合 （初級） 春
山 崎 玲美奈

Ｆ 名
権 在 淑

コリア語総合 （初級） 秋
山 崎 玲美奈

Ｆ 名
権 在 淑

コリア語総合 （初級） 春
大 坪 祐 子

Ｇ 名
金 景 彩

コリア語総合 （初級） 秋
大 坪 祐 子

Ｇ 名
金 景 彩

コリア語総合 （初級） 春
山 崎 玲美奈

Ｇ 名
権 在 淑

コリア語総合 （初級） 秋
山 崎 玲美奈

Ｇ 名
権 在 淑

コリア語総合 （初級） 春
原 田 静 香

Ｇ 名
孫 英 玉

コリア語総合 （初級） 秋
原 田 静 香

Ｇ 名
孫 英 玉

コリア語総合 （初級） 春
大 坪 祐 子

Ｈ 名
権 在 淑

コリア語総合 （初級） 秋
大 坪 祐 子

Ｈ 名
権 在 淑

コリア語総合 （初級） 春
金 アラン

名 ，セメスター対応科目
田 中 俊 光

コリア語総合 （初級） 秋
金 アラン

名 ，セメスター対応科目
田 中 俊 光

［中級総合］（コア科目）

コリア語総合 （中級） 春
金 アラン

Ｂ 名
石 田 美智代

コリア語総合 （中級） 秋
金 アラン

Ｂ 名
石 田 美智代

コリア語総合 （中級） 春
高 槿 旭

Ｃ 名
石 田 美智代

コリア語総合 （中級） 秋
高 槿 旭

Ｃ 名
石 田 美智代

コリア語総合 （中級） 春
原 田 静 香

名
孫 英 玉

コリア語総合 （中級） 秋
原 田 静 香

名
孫 英 玉

コリア語総合 （中級） 春
金 アラン

名
野 間 秀 樹

コリア語総合 （中級） 秋
金 アラン

名
野 間 秀 樹

コリア語総合 （中級） 春
原 田 静 香

名
金 景 彩

コリア語総合 （中級） 秋
原 田 静 香

名
金 景 彩

コリア語総合 （中級） 春
金 アラン

Ｈ 名
野 間 秀 樹

― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

コリア語総合 （中級） 秋
金 アラン

Ｈ 名
野 間 秀 樹

コリア語総合 （中級） 春
孫 英 玉

名 ，セメスター対応科目
石 田 美智代

コリア語総合 （中級） 秋
孫 英 玉

名 ，セメスター対応科目
石 田 美智代

［ことばと文化］（オプション科目）

コリアのことばと文化 春 新 井 保 裕 ※注 ，

コリアのことばと文化 秋 新 井 保 裕 ※注 ，

［上級］（コア科目）

コリア語上級 春 金 アラン 隔年開講，授業内抽選※注

コリア語上級 秋 金 アラン 隔年開講，授業内抽選※注

コリア語上級 春 高 槿 旭 隔年開講

コリア語上級 秋 高 槿 旭 隔年開講

コリア語上級 休講 隔年開講

コリア語上級 休講 隔年開講

コリア語上級 休講 隔年開講

コリア語上級 休講 隔年開講

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ： 年次生以前は，履修はできるが卒業要件外となる
※注 ：授業内抽選についてはシラバスを確認すること
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期

語
学
講
座
交
換
留
学

海
外
英
語

集
中
講
座
開
講
科
目

担
当
表

ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

イ
ス
パ
ニ
ア
語
・
イ
タ
リ
ア
語
・

中
国
語
・
コ
リ
ア
語

― ―

○コリア語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

［初級総合］（コア科目）

コリア語総合 （初級） 春
李 善 姫

Ｂ 名
平 香 織

コリア語総合 （初級） 秋
李 善 姫

Ｂ 名
平 香 織

コリア語総合 （初級） 春
金 アラン

Ｃ 名
平 香 織

コリア語総合 （初級） 秋
金 アラン

Ｃ 名
平 香 織

コリア語総合 （初級） 春
李 善 姫

Ｃ 名
田 中 俊 光

コリア語総合 （初級） 秋
李 善 姫

名
田 中 俊 光

コリア語総合 （初級） 春
大 坪 祐 子

Ｆ 名
金 景 彩

コリア語総合 （初級） 秋
大 坪 祐 子

Ｆ 名
金 景 彩

コリア語総合 （初級） 春
山 崎 玲美奈

Ｆ 名
権 在 淑

コリア語総合 （初級） 秋
山 崎 玲美奈

Ｆ 名
権 在 淑

コリア語総合 （初級） 春
大 坪 祐 子

Ｇ 名
金 景 彩

コリア語総合 （初級） 秋
大 坪 祐 子

Ｇ 名
金 景 彩

コリア語総合 （初級） 春
山 崎 玲美奈

Ｇ 名
権 在 淑

コリア語総合 （初級） 秋
山 崎 玲美奈

Ｇ 名
権 在 淑

コリア語総合 （初級） 春
原 田 静 香

Ｇ 名
孫 英 玉

コリア語総合 （初級） 秋
原 田 静 香

Ｇ 名
孫 英 玉

コリア語総合 （初級） 春
大 坪 祐 子

Ｈ 名
権 在 淑

コリア語総合 （初級） 秋
大 坪 祐 子

Ｈ 名
権 在 淑

コリア語総合 （初級） 春
金 アラン

名 ，セメスター対応科目
田 中 俊 光

コリア語総合 （初級） 秋
金 アラン

名 ，セメスター対応科目
田 中 俊 光

［中級総合］（コア科目）

コリア語総合 （中級） 春
金 アラン

Ｂ 名
石 田 美智代

コリア語総合 （中級） 秋
金 アラン

Ｂ 名
石 田 美智代

コリア語総合 （中級） 春
高 槿 旭

Ｃ 名
石 田 美智代

コリア語総合 （中級） 秋
高 槿 旭

Ｃ 名
石 田 美智代

コリア語総合 （中級） 春
原 田 静 香

名
孫 英 玉

コリア語総合 （中級） 秋
原 田 静 香

名
孫 英 玉

コリア語総合 （中級） 春
金 アラン

名
野 間 秀 樹

コリア語総合 （中級） 秋
金 アラン

名
野 間 秀 樹

コリア語総合 （中級） 春
原 田 静 香

名
金 景 彩

コリア語総合 （中級） 秋
原 田 静 香

名
金 景 彩

コリア語総合 （中級） 春
金 アラン

Ｈ 名
野 間 秀 樹

― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 ブロック 備考

コリア語総合 （中級） 秋
金 アラン

Ｈ 名
野 間 秀 樹

コリア語総合 （中級） 春
孫 英 玉

名 ，セメスター対応科目
石 田 美智代

コリア語総合 （中級） 秋
孫 英 玉

名 ，セメスター対応科目
石 田 美智代

［ことばと文化］（オプション科目）

コリアのことばと文化 春 新 井 保 裕 ※注 ，

コリアのことばと文化 秋 新 井 保 裕 ※注 ，

［上級］（コア科目）

コリア語上級 春 金 アラン 隔年開講，授業内抽選※注

コリア語上級 秋 金 アラン 隔年開講，授業内抽選※注

コリア語上級 春 高 槿 旭 隔年開講

コリア語上級 秋 高 槿 旭 隔年開講

コリア語上級 休講 隔年開講

コリア語上級 休講 隔年開講

コリア語上級 休講 隔年開講

コリア語上級 休講 隔年開講

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：レベル ～ の学生のみ履修可
※注 ： 年次生以前は，履修はできるが卒業要件外となる
※注 ：授業内抽選についてはシラバスを確認すること
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― ―

○ロシア語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考

ロシア語初級Ⅰ 春 佐 藤 貴 之

ロシア語初級Ⅰ 秋 佐 藤 貴 之 ※注

ロシア語初級Ⅱ 春

ロシア語初級Ⅱ 秋 ※注

ロシア語中級Ⅰ 春 授業内抽選※注

ロシア語中級Ⅰ 秋 授業内抽選※注 ，

ロシア語中級Ⅱ 春

ロシア語中級Ⅱ 秋 ※注

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：授業内抽選についてはシラバスを確認すること
※注 ：秋学期は，春学期で修得した科目「 」の続きの科目「 」を履修すること。（ただし，秋学期科目のみの再履修者を除く）

○（ブラジル）ポルトガル語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考

（ブラジル）ポルトガル語初級Ⅰ 春

（ブラジル）ポルトガル語初級Ⅰ 秋 木場 アンジェラ 信恵 ※注

（ブラジル）ポルトガル語初級Ⅱ 春

（ブラジル）ポルトガル語初級Ⅱ 秋 ※注

（ブラジル）ポルトガル語中級Ⅰ 春 荻 野 恵

（ブラジル）ポルトガル語中級Ⅰ 秋 荻 野 恵 ※注

（ブラジル）ポルトガル語中級Ⅱ 春

（ブラジル）ポルトガル語中級Ⅱ 秋 ※注

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：秋学期は，春学期で修得した科目「 」の続きの科目「 」を履修すること。（ただし，秋学期科目のみの再履修者を除く）

○アジア・アフリカ諸語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考

［インドネシア語］

インドネシア語初級 春 旧「インドネシア語初級文法 」

インドネシア語初級 秋 旧「インドネシア語初級文法 」※注

インドネシア語初級 春 旧「インドネシア語初級読本 」

インドネシア語初級 秋 旧「インドネシア語初級読本 」※注

インドネシア語初級 春 小 泉 佑 介

インドネシア語初級 秋 小 泉 佑 介 ※注

インドネシア語中級 春

インドネシア語中級 秋 ※注

インドネシア語上級 春

インドネシア語上級 秋 ※注

［フィリピン語］

フィリピン語初級文法 春 田 中 和 彦

フィリピン語初級文法 秋 田 中 和 彦 ※注

フィリピン語初級読本 春

フィリピン語初級読本 秋 ※注

フィリピン語中級 春 田 中 和 彦

フィリピン語中級 秋 田 中 和 彦 ※注

フィリピン語上級 春

フィリピン語上級 秋 ※注

― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考

［アラビア語］

アラビア語初級 春 山 本 沙 希 旧「アラビア語初級文法 」

アラビア語初級 秋 山 本 沙 希 旧「アラビア語初級文法 」※注

アラビア語初級 春 関 佳奈子 旧「アラビア語初級読本 」

アラビア語初級 秋 関 佳奈子 旧「アラビア語初級読本 」※注

アラビア語初級 春 倉 澤 理

アラビア語初級 秋 倉 澤 理 ※注

アラビア語中級 春 辻 上 奈美江

アラビア語中級 秋 未 定 アラブ イスラーム学院連携講座※注

アラビア語上級 春 中 野 さやか

アラビア語上級 秋 中 野 さやか ※注

［タイ語］

タイ語初級 春 桐ケ谷 賢 一

タイ語初級 秋 桐ケ谷 賢 一 ※注

タイ語中級 春 桐ケ谷 賢 一

タイ語中級 秋 桐ケ谷 賢 一 ※注

［ペルシア語］

ペルシア語初級 春 鈴 木 珠 里

ペルシア語初級 秋 鈴 木 珠 里 ※注

ペルシア語中級 春 鈴 木 珠 里

ペルシア語中級 秋 鈴 木 珠 里 ※注

［カンボジア語］

カンボジア語初級 春 福 富 友 子

カンボジア語初級 秋 ニム ソテイーヴン ※注

カンボジア語中級 春 ニム ソテイーヴン

カンボジア語中級 秋 ニム ソテイーヴン ※注

［ビルマ語］

ビルマ語初級 春 斎 藤 紋 子

ビルマ語初級 秋 斎 藤 紋 子 ※注

［トルコ語］

トルコ語初級 春 澤 江 史 子

トルコ語初級 秋 澤 江 史 子 ※注

［ベトナム語］

ベトナム語初級 春 菊 池 百里子

ベトナム語初級 秋 菊 池 百里子 ※注

［ヒンディー語］

ヒンディー語初級 春

ヒンディー語初級 秋 ※注

［スワヒリ語］

スワヒリ語初級 春 角 谷 征 昭

スワヒリ語初級 秋 角 谷 征 昭 ※注

スワヒリ語中級 春 角 谷 征 昭

スワヒリ語中級 秋 角 谷 征 昭 ※注

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：秋学期は，春学期で修得した科目「 」の続きの科目「 」を履修すること。（ただし，秋学期科目のみの再履修者を除く）
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イ
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タ
リ
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中
国
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・
コ
リ
ア
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― ―

○ロシア語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考

ロシア語初級Ⅰ 春 佐 藤 貴 之

ロシア語初級Ⅰ 秋 佐 藤 貴 之 ※注

ロシア語初級Ⅱ 春

ロシア語初級Ⅱ 秋 ※注

ロシア語中級Ⅰ 春 授業内抽選※注

ロシア語中級Ⅰ 秋 授業内抽選※注 ，

ロシア語中級Ⅱ 春

ロシア語中級Ⅱ 秋 ※注

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：授業内抽選についてはシラバスを確認すること
※注 ：秋学期は，春学期で修得した科目「 」の続きの科目「 」を履修すること。（ただし，秋学期科目のみの再履修者を除く）

○（ブラジル）ポルトガル語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考

（ブラジル）ポルトガル語初級Ⅰ 春

（ブラジル）ポルトガル語初級Ⅰ 秋 木場 アンジェラ 信恵 ※注

（ブラジル）ポルトガル語初級Ⅱ 春

（ブラジル）ポルトガル語初級Ⅱ 秋 ※注

（ブラジル）ポルトガル語中級Ⅰ 春 荻 野 恵

（ブラジル）ポルトガル語中級Ⅰ 秋 荻 野 恵 ※注

（ブラジル）ポルトガル語中級Ⅱ 春

（ブラジル）ポルトガル語中級Ⅱ 秋 ※注

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：秋学期は，春学期で修得した科目「 」の続きの科目「 」を履修すること。（ただし，秋学期科目のみの再履修者を除く）

○アジア・アフリカ諸語

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考

［インドネシア語］

インドネシア語初級 春 旧「インドネシア語初級文法 」

インドネシア語初級 秋 旧「インドネシア語初級文法 」※注

インドネシア語初級 春 旧「インドネシア語初級読本 」

インドネシア語初級 秋 旧「インドネシア語初級読本 」※注

インドネシア語初級 春 小 泉 佑 介

インドネシア語初級 秋 小 泉 佑 介 ※注

インドネシア語中級 春

インドネシア語中級 秋 ※注

インドネシア語上級 春

インドネシア語上級 秋 ※注

［フィリピン語］

フィリピン語初級文法 春 田 中 和 彦

フィリピン語初級文法 秋 田 中 和 彦 ※注

フィリピン語初級読本 春

フィリピン語初級読本 秋 ※注

フィリピン語中級 春 田 中 和 彦

フィリピン語中級 秋 田 中 和 彦 ※注

フィリピン語上級 春

フィリピン語上級 秋 ※注

― ―

科目

コード

ナンバリング

※注
授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考

［アラビア語］

アラビア語初級 春 山 本 沙 希 旧「アラビア語初級文法 」

アラビア語初級 秋 山 本 沙 希 旧「アラビア語初級文法 」※注

アラビア語初級 春 関 佳奈子 旧「アラビア語初級読本 」

アラビア語初級 秋 関 佳奈子 旧「アラビア語初級読本 」※注

アラビア語初級 春 倉 澤 理

アラビア語初級 秋 倉 澤 理 ※注

アラビア語中級 春 辻 上 奈美江

アラビア語中級 秋 未 定 アラブ イスラーム学院連携講座※注

アラビア語上級 春 中 野 さやか

アラビア語上級 秋 中 野 さやか ※注

［タイ語］

タイ語初級 春 桐ケ谷 賢 一

タイ語初級 秋 桐ケ谷 賢 一 ※注

タイ語中級 春 桐ケ谷 賢 一

タイ語中級 秋 桐ケ谷 賢 一 ※注

［ペルシア語］

ペルシア語初級 春 鈴 木 珠 里

ペルシア語初級 秋 鈴 木 珠 里 ※注

ペルシア語中級 春 鈴 木 珠 里

ペルシア語中級 秋 鈴 木 珠 里 ※注

［カンボジア語］

カンボジア語初級 春 福 富 友 子

カンボジア語初級 秋 ニム ソテイーヴン ※注

カンボジア語中級 春 ニム ソテイーヴン

カンボジア語中級 秋 ニム ソテイーヴン ※注

［ビルマ語］

ビルマ語初級 春 斎 藤 紋 子

ビルマ語初級 秋 斎 藤 紋 子 ※注

［トルコ語］

トルコ語初級 春 澤 江 史 子

トルコ語初級 秋 澤 江 史 子 ※注

［ベトナム語］

ベトナム語初級 春 菊 池 百里子

ベトナム語初級 秋 菊 池 百里子 ※注

［ヒンディー語］

ヒンディー語初級 春

ヒンディー語初級 秋 ※注

［スワヒリ語］

スワヒリ語初級 春 角 谷 征 昭

スワヒリ語初級 秋 角 谷 征 昭 ※注

スワヒリ語中級 春 角 谷 征 昭

スワヒリ語中級 秋 角 谷 征 昭 ※注

※注 ：授業で使用する言語コードが 複数言語 になっているが，教授言語は各授業によって異なる。詳細は各授業科目のシラバスを
参照すること

※注 ：秋学期は，春学期で修得した科目「 」の続きの科目「 」を履修すること。（ただし，秋学期科目のみの再履修者を除く）
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○ラテン語（哲学科開講）

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考

ラテン語Ⅰ 春 佐 藤 直 子

ラテン語Ⅰ 秋 佐 藤 直 子

ラテン語Ⅱ 春
芝 元 航 平

村 上 寛

ラテン語Ⅱ 秋
芝 元 航 平

村 上 寛

― ―

○日本語

ナンバリング 授業科目 単位

開

講

期

担当者
履修

年次
備考

アカデミック日本語・日本語 科目

春 佐 藤 紀美子 ～
アカデミック日本語入門

春 相ケ瀬 千 草 ～
アカデミック日本語入門

秋 佐 藤 紀美子 ～
アカデミック日本語入門

秋 相ケ瀬 千 草 ～
アカデミック日本語入門

春 佐 藤 紀美子 ～
アカデミック日本語

春 佐 藤 紀美子 ～
アカデミック日本語

春 広 田 妙 子 ～
アカデミック日本語

秋 佐 藤 紀美子 ～
アカデミック日本語

秋 佐 藤 紀美子 ～
アカデミック日本語

秋 広 田 妙 子 ～
アカデミック日本語

春 相ケ瀬 千 草 ～
アカデミック日本語

秋 相ケ瀬 千 草 ～
アカデミック日本語

春
佐 藤 紀美子

日 吉 精 嗣
～

［ 名］
経済学部正規生優先科目

留学生のための日本経済入門

秋
佐 藤 紀美子

日 吉 精 嗣
～

［ 名］
経済学部正規生優先科目

留学生のための日本経済入門

ビジネス日本語

春・秋 米 澤 昌 子 ～
ビジネス日本語Ⅰ

春・秋 ケッチャム 千香子 ～
履修者が クラス 名を超えた時点
で開講ビジネス日本語Ⅰ

春・秋 米 澤 昌 子 ～
ビジネス日本語Ⅱ

春・秋 米 澤 昌 子 ～
インターンシップのためのビジネス日本語

翻訳科目

春 香 取 芳 和 ～
英文和訳Ⅰ

秋 香 取 芳 和 ～

英文和訳Ⅱ

春・秋 篠 田 愛 理 ～
和文英訳

（参考）

–
●

春・秋 ～
日本語特別講座 基礎

春・秋 ～
日本語特別講座Ⅰ

春・秋 ～
日本語特別講座Ⅱ

春・秋 ～
日本語特別講座Ⅲ
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○ラテン語（哲学科開講）

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 備考

ラテン語Ⅰ 春 佐 藤 直 子

ラテン語Ⅰ 秋 佐 藤 直 子

ラテン語Ⅱ 春
芝 元 航 平

村 上 寛

ラテン語Ⅱ 秋
芝 元 航 平

村 上 寛

― ―

○日本語

ナンバリング 授業科目 単位

開

講

期

担当者
履修

年次
備考

アカデミック日本語・日本語 科目

春 佐 藤 紀美子 ～
アカデミック日本語入門

春 相ケ瀬 千 草 ～
アカデミック日本語入門

秋 佐 藤 紀美子 ～
アカデミック日本語入門

秋 相ケ瀬 千 草 ～
アカデミック日本語入門

春 佐 藤 紀美子 ～
アカデミック日本語

春 佐 藤 紀美子 ～
アカデミック日本語

春 広 田 妙 子 ～
アカデミック日本語

秋 佐 藤 紀美子 ～
アカデミック日本語

秋 佐 藤 紀美子 ～
アカデミック日本語

秋 広 田 妙 子 ～
アカデミック日本語

春 相ケ瀬 千 草 ～
アカデミック日本語

秋 相ケ瀬 千 草 ～
アカデミック日本語

春
佐 藤 紀美子

日 吉 精 嗣
～

［ 名］
経済学部正規生優先科目

留学生のための日本経済入門

秋
佐 藤 紀美子

日 吉 精 嗣
～

［ 名］
経済学部正規生優先科目

留学生のための日本経済入門

ビジネス日本語

春・秋 米 澤 昌 子 ～
ビジネス日本語Ⅰ

春・秋 ケッチャム 千香子 ～
履修者が クラス 名を超えた時点
で開講ビジネス日本語Ⅰ

春・秋 米 澤 昌 子 ～
ビジネス日本語Ⅱ

春・秋 米 澤 昌 子 ～
インターンシップのためのビジネス日本語

翻訳科目

春 香 取 芳 和 ～
英文和訳Ⅰ

秋 香 取 芳 和 ～

英文和訳Ⅱ

春・秋 篠 田 愛 理 ～
和文英訳

（参考）

–
●

春・秋 ～
日本語特別講座 基礎

春・秋 ～
日本語特別講座Ⅰ

春・秋 ～
日本語特別講座Ⅱ

春・秋 ～
日本語特別講座Ⅲ
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ナンバリング 授業科目 単位

開

講

期

担当者
履修

年次
備考

春・秋 ～
旧

日本語表現Ⅰ

春・秋 ～
日本語表現Ⅱ

●

春・秋 ～
日本語Ⅰ

春・秋 ～
日本語 Ⅰ

春・秋 ～
日本語Ⅱ

春・秋 ～
日本語 Ⅱ

春・秋 ～
日本語Ⅲ

春・秋 ～
日本語 Ⅲ

春・秋 ～
日本語Ⅳ

春・秋 ～
日本語上級Ⅰ

春・秋 ～
日本語上級Ⅱ

●

春・秋 ～
集中日本語Ⅰ

春・秋 ～
集中日本語Ⅱ

春・秋 ～
集中日本語Ⅲ

春・秋 ～
集中日本語Ⅳ

日本語集中講座Ｂ

春・秋 ～
言語教育研究センター所属
ノンディグリー生（漢字圏）用科目総合日本語

春・秋 ～
言語教育研究センター所属
ノンディグリー生（漢字圏）用科目総合日本語

春・秋 ～
言語教育研究センター所属
ノンディグリー生（漢字圏）用科目総合日本語
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